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本報告書は、徳島大学医学部附属動物実験施設建設に伴い実施された、徳島市蔵本町所在の蔵本遣跡

の発掘調査報告書です。

当地点の発掘調査は徳島県荻育委員会により昭和60年度に実施されましたが、発掘調査終了後、諸般

の事情により整理作業に着手できない状況が続きました。その後、平成 4年度に徳島大学埋蔵文化財調

査室が発足し、大学独自で調査研究ができる体制が整いました。このような状況の変化を受け、平成12

年度に徳島県教育委員会と徳島大学とで出土品資料整理と報告書刊行に関する合意書が交わされ、両者

の共同事業として報告書が刊行されることとなった次第です。

当遺跡は、眉山西方を流れる鮎喰川によって形成された扇状地上に位置しており、縄文時代から近世

に至る、県下屈指の複合遺跡であります。今回の調査でも、これまでの他の地点と同様貴重な成果が得

られました。特に、弥生時代前期末の潅漑施設が検出されたことは特筆に値します。蔵本遺跡では昭和

60年度以降も複数の箇所で灌漑施設が検出されており、一連の成果は、初期の稲作技術を現在に伝える

重要な資料といえます。

こうした成果をまとめた本報告書が、埋蔵文化財に対する理解を深める一助になるとともに、文化財

を活かした地域づくりに広く活用されれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査、整理業務にあたって御指導、御協力いただきました関係の皆様方な

らびに関係諸機関に対し厚くお礼を申し上げるとともに、今後ともご支援を賜りますようお願い申し上

′デます。

平成20年 3月 31日

徳島県教育委

教育長 佐藤
飴
勉



このたび徳島大学蔵本キャンパスの開発に際して実施された埋蔵文化財発掘調査の報告書の第 2冊

が、徳島大学埋蔵文化財調査室と徳島県教育委員会によって共同で刊行されることになった。

今回報告されるのは、医学部附属動物実験施設地点における調査成果である。この調査では、他の地

点と同様貴重な成果が得られている。なかでも、弥生時代前期末 (紀元前 3世紀頃)の灌漑施設の発掘

は特記すべきものである。本学の調査では、1992年の医療技術短期大学地点、1995年の東病棟地点、

1998年 のゲノム機能研究センター地点において、灌漑施設が検出され、1999年 の中央診療棟地点、2006

年の実験研究棟地点では当該期の水田遺構が検出されている。これら、一連の成果は、日本の初期水田

稲作技術が、相当に高度な灌漑施設をともなったものであることを今に伝える貴重な資料である。

また、ここからは多様な資料が出土しているが、なかでも水銀朱関連資料、とくに全面朱塗りされた

杵形の木製品は全国的にも類例がほとんどなく、特筆すべきものである。

これらの報告内容によると、蔵本キャンパスが、弥生時代における、県下屈指の貴重な遺跡であるこ

とと、古来県域の活動の最先端を担う地区であつた事実をあらためて実感できる。今後も、学生の教材

や市民への普及活動などの資料として、地域貢献に有効活用できる可能性があると考えられる。

医学部附属動物実験施設地点の発掘調査が行われたのは、昭和60年のことであり、諸股の事情によっ

て報告書刊行までに20年あまりの歳月を要した。この刊行にご尽力いただいた、発掘調査担当の徳島県

教育委員会文化財課 (当時文化課)、 遺物の保管・展示にあたられた財団法人徳島県埋蔵文化財セン

ター、報告書作成業務を担当した本学施設マネジメント部ならびに同埋蔵文化財調査室の皆様をはじ

め、様々な形でこれらの調査および報告書作成に貢献された諸氏に心から御礼申しあげる。

平成20年 3月 31日

国立大学法人

徳 島 大 学 長

青野 敏博



例言・凡例

1 本報告書は、徳島市庄遺跡徳島大学蔵本団地内医学部附属動物実験施設地点 (徳島市庄町 1丁目78

番地の 1)の埋蔵文化財発掘調査報告書である。本報告書は、調査担当の徳島県教育委員会文化財

課 (当時文化課)と整理担当の徳島大学埋蔵文化財調査室の合意に基づく共同刊行物の第 2冊目で

ある。この経緯については、既刊の『庄 (庄・蔵本)遺跡 1』 を参照されたい。

2 調査の担当者は、松永住美 (当時徳島県教育委員会文化課社会教育主事 )、 大谷泰久 (当時徳島県
教育委員会文化課文化財調査員)、 中村雅― (当時同前)である。

3 遺物の整理作業は、徳島県教育委員会文化課、財団法人徳島県埋蔵文化財センターならびに徳島大
学坦蔵文化財調査室にて実施し、調査担当者のほか中村 豊 (同大学開放実践センター助教・埋蔵
文化財調査室調査員)、 山本愛子・加登哲子・岸本多美子・板東美幸 (以上同施設マネジメント部

技術補佐員)がおもに分担し、中原 計 (同総合科学部助教・埋蔵文化財調査室調査員)、 堺 圭
子 。中原 (旧姓井本)尚子・安山かおり。溝渕寿美ネし (以上同施設マネジメント部技術補佐員)、

重見美緒子・平田順子 (同、当時)がこれを助け、定森秀夫 (徳島大学総合科学部准教授・埋蔵文

化財調査室長)が全体を統括した。

4 本書の写真撮影は、現場においては調査担当者がおこない、遺物の写真撮影は中村 豊・板東美
幸 。岸本多美子がおもに分担した。

5 図面のトレースは、山本愛子・加登哲子がおもに分担した。
6 木製品の保存処理は、財団法人徳島県埋蔵文化財センターがおこなった。
7 本書の執筆は、第 4章第 2節 5木製品を中原 討が、その他を中村 豊が分担した。編集は中村
豊がおこなった。

8 土器実測図の断面は、それぞれ白抜きは弥生土器・土師器を、黒塗りは須恵器・陶磁器を示してい

る。また、赤彩土器は、墨ないしトーンで示している。

9 本書に収録した資料、実測図、記録類、写真は財団法人徳島県埋蔵文化財センターで保管している。
広 く活用されることを望むものである。

10 整理作業、本書の編集に際しては、上記の諸氏のほかにも多数の方々にご協力いただいた。以下に

明記しておきたい (50音順、敬称略)。

東  潮、一山 典、植地岳彦、氏家敏之、大北和美、勝浦康守、日下正剛、久保脇美朗、栗林誠
治、近藤 玲、貞野雅己、菅原康夫、下田順一、関本秋夫、田川 憲、高島芳弘、瀧山雄一、谷川
真基、辻 佳伸、原多賀子、早渕隆人、福家清司、藤川智之、北條芳隆、三木弘幸、三宅良明、
森 清治、湯浅利彦。
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平断面図

図版24  溝 SD03～ 滞 SD05・ 溝 SD08・ 溝 SD09平断
面図

溝 SD07平断面図

流路 SR201層位不明 (1)、 第 1層 (2)、 第

2層 (3～ 12)出土土器
流路 SR201第 2層 (13・ 14)、 第 3層 (15～
20)出土土器
流路 SR201第 3層 (21～ 40)出土土器
流路 SR201第 3層 (41～ 56)出土土器
流路 SR201第 3層 (57～ 61)、 第 4層 (62～
66)出土土器

図版31  流路 SR201第 4層 (67～ 85)出土土器
図版32  流路 SR201第 4層 (86～ 99)出土土器
図版33  茄路 SR201第 4層 (100,101)出土土器
図版34  流路 SR201第 4層 (102,103)出土土器
図版35  流路 SR201第 4層 (104～ 113)出土土器
図版36  流路 SR201第 4層 (114～ 130)出土土器
図版37  流路 SR201第 4層 (131～ 144)出土土器
図版38  流路 SR201第 4層 (145～ 154)出土土器
図版39  流路 SR201第 4層 (155～ 175)出土土器
図版40  流路 SR201第 4層 (176～ 184)出土土器
図版41  流路 SR201第 4層 (185～200)出土土器
図版42  流路 SR201第 4層 (201～ 206)、 第 5層

(207～211)出土土器
図版43  流路 SR201第 5層 (212～ 218)出土土器
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図版48  流路 SR201第 5層 (279～288)出土土器
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(806～ 812)、 第10層 (813)出 土土器

図版80  用水路 SD202第 1層 (814～ 826・ 828～ 834)、
層位不明 (827)出 土土器

図版81  用水路 SD202第 1層 (835～ 840)、 第 2層
(841～ 854)出土土器

図版82  用水路 SD202第 2層 (855～ 867)、 第 3層
(868～ 871)出土土器

図版83  用水路 SD202第 3層 (872～886)出土土器
図版84  用水路 SD202第 3層 (887～900)出土土器
図版85  用水路 SD202第 4層 (901～913)出土土器
図版86  用水路 SD202第 6層 (914～ 926)出土土器
図版87  用水路 SD202第 6層 (927～938)出土土器
図版88 土器棺墓 SK03(939。 940)、 土器棺墓 SK06

(艶1)出土土器
図版89  土器棺墓 SK06(男 2・ 943)出土土器
図版90 土器棺墓 SK09(944)、 土坑 SK202(945)、

土坑 SK204(946)、 土坑 SK17(947)、 土坑
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図版91

図版92

図版98

図版94

図版95

SK18(948)出 土土器
SP44・ 45 (949・ 950)、 SP66 (951)、  SP91

(952)、 SP93(953)、 イ謙SD07(954)、 と覚苦と
(955～ 958)出土土器

絵画・記号土器 (959～ 962)

瓦 (963)、 ミニチュア土器 (964～ 966)、 有

孔土製品 (967)、 土製錘飾具 (968・ 969)、

円盤状土製品 (970)、 土製紡錘車 (971)

土製紡錘車 (972～ 983)、 土錘 (984～ 989)

石鏃 (990～ 992)、 楔形石器 (993)、 不定形

刃器 (994～ 999)

図版96  不定形刃器 (1000)、 石核 (1001)、 磨製石庖
丁 (1002～ 1008)

図版97  打製石庖丁 (1009～ 1015)
図版98  打製石斧 (1016・ 1017)、 伐採斧 (1018・ 1019)
図版99  伐採斧 (1020。 1021)、 石杵 (1022)
図版100 伐採斧 (1023)、 石杵 (1024)
図版101 石杵 (1025～ 1027)
図版102 石杵 (1028)、 敲石 (1029～ 1031)、 磨石 (1032)
図版103 砥石 (1033・ 1034)
図版104 砥石 (1035)、 台石 (1036～ 1038)
図版105 軽石製品 (1039～ 1045)
図版106 楔 (1飩6)、 直柄平鍬 (1047～ 1049)
図版107 直柄平鍬 (1050～ 1053)
図版108 直柄又鍬 (1054)、 曲柄鍬 (1055～ 1059)
図版109 曲柄鍬 (1060・ 1061)、 鍬類 (1062)
図版110 泥除け (1063～ 1067)
図版111 直柄横鍬 (1068～ 1070)、 組合せ鋤 (1071)
図版l12 組合せ鋤 (1072)、 掘り棒または組合せ鋤 (1073)、

掘 り棒 (10Й～1078)

図版113 掘 り棒 (1979～ 1082)
図版114 掘 り棒 (1083・ 1084)
図版115 掘 り棒 (1085)、 農具原材 (1086)、 曲柄鍬柄

(1087・ 1088)

図版116 曲柄鍬柄 (1089～ 1094)、 横槌 (1095・ 1096)、
鎌柄 (1097)

図版117 日 (1098・ 1099)、 竪杵 (1100)、 揺状木製品
(1101)

図版118 日下駄 (1102)、 盾 (1103～ 1107)
図版119 盾 (1108・ 1109)、 弓 (1110)、 武器形木製品

(1111・ 1112)

図版120 武器形木製品(1■ 3,1114)、 杵状木製品(1■ 5)、
舟形木製品 (1116)、 容器脚部 (1117)

図版121 容器把手 (1118)、 容器蓋 (1119～ 1121)、 盤
(1122,1123)

図版122 盤 (1124～■26)
図版123 盤 (1127～ 1129)
図版124 盤 (1130～ 1132)、 不明容器 (1133)
図版125 槽 (1134～ 1136)、 円筒形容器 (1137)
図版126 不明容器 (1138)、 横杓子 (1139)、 アカ取 り

(1140。 1141)、 部材 (1142)

図版127 部材 (1143～ 1148)
図版128 部材 (1149～ 1151)
図版129 部材 (1152～ 1156)
図版130 部材 (1157～ 1159)
図版131 部材 (1160～ 1162)
図版132 部材 (1163)、 梯子 (1164)
図版133 部材 (1165)、 栓 (1166・ 1167)
図版134 栓 (1168～■73)
図版135 矢板 (1174～■76)
図版136 矢板 (1177)、 杭 (1178～ 1183)
図版137 杭 (1184・ 1185)、 器種不明品 (1186～ 1190)
図版138 器種不明品 (1191～ 1200)
図版139 器種不明品 (1201～ 1205)
図版140 器種不明品 (1206～ 1216)

写真図版 1

写真図版 2

写真図版 3

写真図版 4

写真図版 5

写真図版 6

写真図版 7

写真図版 8

写真図版 9

写真図版日次

調査地全景 (南東より)、 第 1遺構面全景

(北東より)

第 2遺構面全景 (北東より)、 現地説明会
流路 SR201作 業風景 (南西より)、 流路 SR
201土層 (東より)、 流路 SR201土層 (南よ

り)

流路 SR201遺物出土状況

用水路 SD202(東 より)、 用水路 SD202(南

より)、 用水路 SD202土層 (東より)

左上から杭列 1(右上 )、 杭列 2検出状況、
杭列 2掘削状況、杭列 2断ち割 り、土器棺
墓 SK03(北 より1)、 土器棺墓 SK03(北
より2)、 土器棺墓 SK06(南 より)、 土器
棺墓 SK09(東 より)
出土遺物 1

出土遺物 2

出土遺物 3

写真図版 10

写真図版11

写真図版 12

写真図版13

写真図版14

写真図版15

写真図版16

写真図版17

写真図版18

写真図版19

写真図版20

写真図版21

写真図版22

写真図版23

写真図版24

写真図版25

写真図版26

出土遺物 4

出土遺物 5

出土遺物 6

出土遺物 7

出土遺物 8

出土遺物 9

出土遺物10

出土遺物■

出土遺物12

出土遺物13

出土遺物14

出土遺物15

出土遺物16

出土遺物17

出土遺物18

出土遺物19

出土遺物20



写真図版27

写真図版28

写真図版29

写真図版30

写真図版31

写真図版32

写真図版33

写真図版34

出土遺物21

出土遺物22

出土遺物23

出土遺物24

出土遺物25

出土遺物26

出土遺物27

出土遺物28

写真図版35

写真図版36

写真図版37

写真図版38

写真図版39

写真図版40

写真図版41

出土遺物29

出土遺物30

出土遺物31

出土遺物32

出土遺物33

出土遺物34

出土遺物35
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第 1章 調査・整理にいたる経緯

第 1節 調査・整理にいたる経緯

2007年 3月 現在、徳島大学蔵本国地において実施された埋蔵文化財発掘調査は、立会調査を除いて20

件を数える (第 1図 )。 このうち、第 1次調査体育館器具庫地点～第 5次調査動物実験施設地点、第 7

次調査医療技術短期大学校舎地点は県教育委員会の担当のもとに実施された。それ以外は徳島大学によ

る。今回報告するのは、第 5次調査動物実験施設地点にともなう発掘調査である。

1985年、徳島大学では、蔵本キャンパスに、医学部の附属施設として動物実験施設の建設をおこなう

こととなった。蔵本キャンパスは、既知の埋蔵文化財包蔵地であったため、当時発掘調査担当部門をも

たなかった徳島大学では、徳島県教育委員会文化課 (現文化財課)に事前発掘調査を依頼した。調査は

1985年 9月 2日 から12月 28日 にかけておこなわれた。調査面積は1,321ポである。

第 2節 調査・整理体制

徳島県教育委員会による昭和60年度当時の調査体制は下記のとおりである。

日召不日60年度

調査総括 徳島県教育委員会文化課
調査指導 同 上

調査担当 同 上

同 上

同 上

庶務担当 同 上

同 上

作業員  1可野 匡ほか34名

徳島大学による平成16～ 19年度の整理体制は下記のとおりである。

整理業務担当 埋蔵文化財調査室  室 長

課 長      前川  武
文化財保護班長  立花  博
社会教育主事   松永 住美
文化財調査員   大谷 泰久
同 上      中村 雅一

庶務係長     富積 忠男
主 事      大入木芳子

調査員

整理員

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

定森 秀夫 (総合科学部准教授 )
中村  豊 (大学開放実践センター助教 )
山本 愛子 (施設マネジメント部技術補佐員)
加登 哲子 (同 上)
岸本多美子 (同 上 )
板東 美幸 (同 上)
平田 順子 (同 上、19年 5月 31日 まで)
溝渕寿美礼 (同 上、19年 6月 1日 より)
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4 医学部臨床講義棟
5 動物実験施設
6 青藍会館
7 医療技術短期大学
8 長井記念ホール・薬学部実験研究棟
9 医療技術短期大学増築
10酵素科学研究センター

1l MRI・ CT棟
12附属図書館蔵本分館増築
13東病棟
14医薬資源教育研究センター
15共同溝
16ゲノム機能研究センター
17中央診療棟
18ゲノム機能研究センター増築
19医学系総合実験研究棟H期改修
20西病棟

調査地の位置第 1図
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第 2章 遺跡の立地と環境

庄遺跡は、吉野川下流南岸最大の支流である鮎喰川の形成する三角州性扇状地の東岸、眉山の北麓に

位置する (第 2図 )。 この眉山北西麓には縄文時代後期から近世にいたるまでの、多 くの遺跡群が展開

している。今日の地名によって、三谷遺跡 (2)、 庄遺跡 (1)、 南庄遺跡 (3)、 鮎喰遺跡 (5)、 名東

遺跡 (4)に区分されている。

この一帯では、旧石器時代から縄文時代後期中葉にいたるまでの遺跡は検出されていない。しかしな

がら、鮎喰川下流西岸の矢野遺跡においては、縄文時代中期末から後期前葉にかけての集落が検出され

ており、沖積層に埋没する遺跡については、今後も注意を要する。

この一帯で集落の形成が本格化するのは縄文時代後期後葉である。庄遺跡財務省蔵本住宅地点では、

後期後葉の住居跡 1棟が検出されている (岡山1999)。 縄文時代晩期前半の土器は、庄遺跡旧あさひ学

園地点の包含層で確認されている。晩期後半の突帯文土器期は、名東遺跡で土器・石器が豊富に出土し

た (勝浦1990)。 三谷遺跡では突帯文土器と遠賀川式上器が共伴 して出土し、多数の石器、貝塚や動植

物遺体が検出され、 7保にもおよぶイヌの埋葬が確認された (勝浦ほか1997)。

三谷遺跡と相前後するころ、庄遺跡において弥生時代前期の集落が形成され始める。前期初頭の遺跡

は、比較的小規模なものが庄遺跡や鮎喰遺跡の微高地上で点々とみつかっている。三谷遺跡のように突

帯文土器を主体とする小集団と遠賀川式土器を主体とする小集団が混在し、縄文から弥生への移行期を

形成していたものと考えられる。続く弥生時代前期中葉、庄遺跡は、徳島大学蔵本キヤンパスを中心に

巨大化しはじめる。灌漑用水路を開削し、水田を営んでいる。複数棟の住居跡も検出されている。本格

的な弥生集落がようやく形成されたことを示すものである。続 く弥生時代前期末から中期初頭にかけ

て、徳島大学構内周辺の遺構群は厚い洪水砂によって埋没してしまう。この埋没過程においても豊富な

遺構、遺物が検出されているが、やがて、用水路網が荒廃し、集落が解体してしまう。これ以降、15世

紀ごろまで、新たな地層の堆積は認められない。地形の安定化が、水田経営の難航を招いたものと推祭

される。

弥生時代中期前葉～中葉の集落は、あたかも縄文期に帰つたかのようで、点在するにすぎない。

弥生時代中期末から後期初頭にかけて、遺構は再び増加し始める。南庄遺跡では23棟の竪穴住居跡が

密集して検出され、多数の石器未成品が出土している。名東遺跡で扁平鉦式銅鐸が埋納されたのもおお

むねこの時期と考えられる (勝浦1990)。 庄・南庄 。名東の 3遺跡合わせて、50基前後の方形周溝墓が

築かれるのもこの時期である。

弥生時代後期前葉に、再び遺構密度はうすくなるが、弥生時代後期後葉から終末期に、また多数の遺

構がみられるようになる。このころから鉄器が徐々に増加し、弥生時代終末期には本格的な鍛冶遺構が

検出されている。弥生時代終末期の集落は、弥生時代前期には水田や用水路が存在 していたところに立

地している。

古墳時代には名東遺跡の東南、眉山西北麓の丘陵尾根上に前期古墳が点々と築かれる。なかでも節句

山古墳群 (11・ 12)や人人塚古墳 (14)力汝日られている。人人塚古墳は全長60m、 後円部直径30mの規

模をもち、結晶片岩の板石を積み上げた、前方後円形の積石塚である。庄遺跡の背後に位置する眉山北
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第 2図  周辺の遺跡
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麓では、今のところ古墳はみつかっていない。しかし、追跡の規模、吉野川1可口から紀伊水道を望む地

形環境からみて古墳が存在しないとは考えにくく、今後、改めて分布調査をおこなう必要があると思わ

れる。これら前期古墳にともなう集落は今のところ明確ではない。しかしながら、溝や井戸などが点々

とみつかっており、いずれ住居群の存在も確認できると考えている。

古墳時代中期段階の古墳、集落ともこの地域では未見であるが、横穴式石室をもつ後期古墳は点々と

みつかっている。節句山古墳群などとともに名東遺跡の東南に穴不動古墳 (10)が存在する。しかしな

がら、後期古墳にともなう集落跡も明確ではない。

奈良時代から平安時代の古代律令期の遺構は、庄遺跡や名東遺跡で大型の掘立柱建物跡がみつかって

いる。庄遺跡の加茂名中学校地点、財務省蔵本住宅地点や、体育館の地点からは、掘立柱建物跡や流路

が検出されており、墨書土器や土鈴、石製や銅製の帯金具、斎串や人形、鳥形木製品、多量のモモの種

子などが検出されており、付近に官衡的機能を有する機関が存在 していた可能性が高い。文献に残る名

方郡衡、のちの名東郡衛は、特定はできないもののおおむねこの地域一帯に存在していたと考えられる。

さらに、庄遺跡では、この時期の条里制地割 りに関連すると考えられる溝が検出されている。これらの

溝は、若干場所をずらしながらも、中世、近世から今日にいたるまで受け継がれている。

中世の遺跡としては、中島田遺跡 (7)か ら鎌倉時代の遺跡がみつかっている。畿内産瓦器や輸入陶

磁器も認められ、水逗、交易の要所として位置づけることができるだろう。これらは、鮎喰川による沖

積作用による、生活域の拡大をうかがわせる。

江戸時代以降の本地域は、当時の絵図から、城下町周辺の散村および水田が展開していた。この時期

の水田開発は比較的徹底されたものである可能性が高 く、古墳時代から中世にかけての多 くの遺構が削

平を受けている。名東用水 (袋井用水を水源地とする)の本格的な開削も、この時期におこなわれてい

る。また、東方へ湾曲する鮎喰川の攻撃を受けやすい右岸に連続堤が築かれ、鮎喰川の天丼川化も進行

した。「眉山西北麓遺跡群」の景観は、この時期から大きく改変されていった。

明治時代には、現県立中央病院・徳島大学蔵本キヤンパスから蔵本公園、加茂名中学・西消防署・財

務省蔵本団地にかけて陸軍第43連隊の兵営と練兵場が営まれた。西方の南庄町と名東町の境界にある現

県立林業試験場には射撃場、眉山中腹の現西部公園には陸軍墓地を要する大規模な軍事施設があつた。

昨今においては宅地造成が著しく進められており、眉山も採石場によって大きく削られ、谷は埋めら

れつつある。無理な宅地開発が招いた地滑りや崖っぷち犬騒動もあった。徳島の象徴そのものでもある

吉野川・眉山を含めた景観をどのように受け継ぐかは、文化財の保存・活用と表裏一体であ り、われわ

れの将来と関わる今後の大きな課題である。
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第 3章 調査の経過

調査期間1985(昭和60)年 9月 2日 ～12月 28日 。

1985年 9月 2日 現地調査の準備、資材の点検を開始。
4日  資材を運搬 し、試掘 トレンチ設定。
5日 ～ 9日  試掘、遺構面 2枚を確認。
10日 ～12日  調査区全面の重機掘削。

13日 人力掘削開始。～21日 まで撹乱部分の掘削。
17日 基準杭設定。

27日  第 1遺構面の検出開始。
10月 8日 第 1遺構面検出写真撮影。第 1遺構面のピット・土器棺墓掘削作業開始。

9。 11日  第 2遺構面相当の流路 SR201の サブトレを先行して掘削。

12日  土器棺墓写真撮影。
14日 第 1遺構面の掘削を完了。同日全景写真撮影。第 1遺構面調査に併行して、第 2遺

構面へ向けて掘 り下げ開始。

15'16日  土器棺墓平面図・土層断面図作成。
28日  第 2遺構面の遺構検出作業終了。全景写真撮影。撮影後、遺構掘削を開始。調査区
の南北を弧状に流路 SR201が展開することが判明、相当な土量を要することが予測

された。

11月 2～ 7日 流路 SR201弥生土器・木製品出土状況写真撮影。同平面図作成。

6日  Y新 聞社より取材。
8日 徳島市教育委員会一行見学、N放送局取材。
13日  シルバー大学受講生見学。
11日 ～30日  流路 SR201掘削作業、随時遺物出土状況写真撮影・平面図作成。

12月 1日 ～13日 流路 SR201掘削作業、随時遺物出土状況写真撮影・平面図作成。

4日 T新 聞社取材。
11日  S放送局取材。
12日  県文化財審議委員祝察。
14日 午後、現地説明会開催。100名あまり参加。大盛況。

19日 流路 SR201完掘。用水路 SD202の掘削を開始。
23日  用水路 SD202完掘・全景写真を撮影。
24日  部分的に埋め戻し開始。用水路 SD202杭列 (井堰)の写真撮影。
26日  全作業を終了。
28日  撤収作業。
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第 4章 調査の成果

第 1節 基本層序

調査区基本層序 (第 3・ 4図)の表土部分は、明治期に第43連隊兵営を建設するに際して運びこまれ
た盛り上と、第 2次大戦後、徳島大学医学部創設時の造成上である。

第 1層 は、幕末以降兵営が築かれるまでの間に営まれた水田耕作上である。土中からは大谷焼など、

幕末から近代にかけての陶磁器が出土する。グライ化が著しく進んでおり、排水不良気味の水田であつ

たと考えられる。

2～ 4層 は、16世紀ごろから江戸中期にかけての水田層である。上面では黎耕の痕跡を確認できる。

1層同様グライ化したシルト～粘土が堆積する。

5層 は、弥生前期末 。中期初頭から15世紀ごろにいたる遺物が出土する。この間全く新規の堆積が認

められないため、土壌化が著しく進んでいる。

この 5層 を取 り除いた 6層上面で検出できるのが、第 1遺構面である (近年の調査では、上記 2・ 5

層上面で拾える遺構を第 1遺構面とし、 6層上面が第 2遺構面に相当する。この調査では、近年の第 2

遺構面を第 1遺構面、第 3遺構面を第 2遺構面として調査をおこなっているので、本報告書ではこれに

従う)。 本来なら5層上面から掘 り込まれた遺構群であるが、土壌化が著しく、検出できないため、 6

層上面まで掘 り下げて検出するのが通例である。

6層は弥生前期中葉～同前期末・中期初頭にかけての洪水砂を起源とする堆積層である。地点によっ

ては、この層中から弥生前期中葉～同前期末 。中期初頭の遺物が多量に出土することがある。また、単

発的に遺構が検出されることがあり、これらの検出面が一定しないこと、下層ほど前期中葉の遺構が増

加する傾向のあることなど、一度の洪水によるものではないと考えられる。場所によっては、ラミナを

観察できることもあるが、たいていはなにがしかの撹拌を受けていることが多い。

この 6層 を取 り去った第 7層上面において検出されるのが、近年の第 3遺構面である。ただし、当時

の調査では、大規模な溝をいかに掘 りきるかが課題であったため、層位にかかわらず、検出可能となっ

た時点で第 2遺構面として調査しているものと推察される。

地点によっては、この 6層 と7層の間層を確認できる場合がある。

7・ 8層 は、縄文晩期末から弥生前期前葉ごろの土壌化層である。 6層 よりもやや粘性の強い様相を

もっている。あまり密集しないが、遺構や包含層を、点々と確認できる。この層および、 6層 との間層

を耕作土とした水田遺構が検出される。

9層 も6層 と類似 した洪水砂起源の堆積であるが、遺物はほとんど出土しない。

10層以下はグライ粘土層である。相当の厚さをもっており、有機物層を介在する。最も上位の有機物

層からは、縄文晩期初頭の土器が出土することがある。その下位から、縄文後期中葉の土器が出土 した

こともある。ボーリングのデータによると、沖積層基底礫層とみられる礫層まで、同様の粘土層が、20m

以上連続して堆積 しているが、いまのところ遺物の出土は確認されていない。
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第 2節 遺構と遺物

1 第 2遺構面の遺構と上器
第2遺構面からは、流路 SR201と 用水路 SD202、 土坑SK201～ 土坑 SK229を検出した (第 5図 )。

流路 SR201(図版 1)調 査区西南隅から一旦北束へ流れた後、調査区北西隅へ U字状に大きく蛇行
する。幅12.5～ 15mほ ど、深さ約2.6mを はかる。出土遣物は、弥生前期から中世まで多岐にわたるが、

古墳時代以降の遺物は、流路埋没後の微低地への堆積ないしは、後世の遺構確認ができず、混入したた

めと考えられる。また、下層 (と くに 5。 6層以下)よ り弥生前・中期、とくに弥生前期末 。中期初頭

の遺物が多量に出土しているが、これらは、用水路 SD202下層の遺物が混入したものと考えられる。

杭列 1,2に関しても、杭列が用水路 SD202の 延長部に位置し、河床部で検出されていることと、西

方の、第13次東病棟地点、第16次ゲノム機能研究センター地点で検出されている井堰と一連のものであ

ると考えられるので、ここでも本来は用水路 SD2021こ属するもので、弥生前期末 。中期初頭のものと

推察される。これら前後の時期の上器をのぞけば、おおむね弥生後期後葉～終末期にかけての遺物が大

半を占めると考えられるため、流路 SR201も 、この時期に開析したものと考えられる。この点は、第18

次調査ゲノム機能研究センター増築地点 (第 1図 18)において検出した、流路 SR201の 上流に相当する

大溝で追認している。

土器は、各層から多量に出上している (図版26～ 79)。 残念なことに、遺構の層位と、遺物取り上げ

の層位との対応記録が残されていない。ここでは、遺物取り上げの層位にしたがって記述したい。

第1層 ・第 2層 (図版26・ 27)は遺物も少量で、新しい時代のものを含んでいる。

第3層 (図版27～ 30)以下は、一部をのぞいて、ほぼ弥生土器のみとなる。15～28は壼である。15～

17は広口壷で、いずれも弥生後期後葉のものである。29～49は甕である。胴部上半の張りが強く、「く」

の字に屈曲する口縁部をもつものや、強く外湾する回縁部をもつものが多い。日縁部端部無文のものや

(29～ 33・ 35,39・ 41)、 凹線を施したもの (34,36～ 38。 42・ 44)がある。大半がハケメ調整である

が、タタキ調整のものも若干認められる (33)。 50～ 57は鉢で、外面に「しわ」をもち、下半部にヘラ

ケズリを施した後、ヘラミガキをおこなうものが目立つ。58～61は高杯である。61は、外反して立ち上

がる回縁部をもつ。弥生前期 (45～ 48)や弥生中期後葉 (57・ 58・ 60)の ものは、用水路 SD202な どか

らの流れ込みであろう。

第4層 (図版30～42)以下おびただしい量の上器が出土している。62～ 103は壼である。62は長頸壼

で、口縁端部に凹線を施す。顎胴部境には貼り付け突帯を施す。76・ 85・ 88は細頭こである。二重口縁

壺も認められる (78～ 84,101)。 櫛描文・櫛描波状文をもつ92～ 95は、弥生中期前葉～中葉のものであ

る。小片で風化もあり混入であろう。104～ 181は甕である。胴部はハケメ調整で、タタキの痕跡を残す

ものもある。また、胴部内面下半にヘラケズリ、胴部内面上半にユビオサエを施したものが多数認めら

れる (110～ 112・ 114・ 118・ 122・ 130。 134・ 137・ 138・ 145～ 147な ど)。 110は比較的細長い胴部をも

ち、回縁端部に凹線を施す。137・ 138の ように、口縁端部をつまみ上げないものも認められる。胴部の

張りが著しく、球状をなす個体も多い(109,111～ 113・ 115。 118。 136)。 139～ 151・ 153・ 158な どは、

胴部の張りが強いため、口縁部が「く」の字に屈曲する個体である。これらは回縁部無文が基本となる。

159,161～ 163は外面タタキ調整の甕である。182～ 197は鉢である。国縁部の外反するもの (182～ 187)

や、皿状のもの (188～ 193)な どがある。後者には外面に縦方向の「しわ」のあるものが多い。197は
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吉備系であろう。198～ 206は高杯である。198は弥生中期後葉で、199は弥生後期後棄、200～ 203は弥生

末期～古墳前期であろう。いずれの器種にも弥生中期中葉～後葉の上器の混入が認められるものの、弥

生前期土器の混入はほとんどみられない。時期的には、弥生後期後葉～終末期の土器が混在する様相が

看取できる。

図版42～ 53は第 5層 出土土器である。207～ 265は壼で、広口壼 (207～ 214)、 長頸重 (215～ 220)、 細

頸壼 (233～ 235)、 二重回縁壼 (231・ 232)な どがある。全体的に、無文のものの比率が高い様相がう

かがい知れる。207は 、日縁端部に円形刺突文を施し、顎胴部境に突帯をめぐらせ、胴部はヘラミガキ

が顕著である。233は 、器壁が厚 く、日縁部が若千外反する。236～ 255は、弥生前期・中期の混入であ

ろう。236は、回縁部～頸部に凹線を9条施し、 3条 目と4条 目の凹線間と、胴部に、計 6条の櫛描波

状文を施す。237は、下方に拡張した口縁部に、ハケメ状工具による刺突文を施す。240は、国縁部に4

条の凹線を施し、以下櫛描文、集状文、刺突文を施す。250の 無頸重は、山形文風の櫛描波状文と、櫛

描文とを交互に施す。個々の櫛が、非常に太い特徴をもっている。236・ 240。 250な どは搬入品と考え

られ、うち2501よ 吉備系である。266～ 355は 甕である。266～ 275は、口縁部が「く」の字に屈曲するタ

イプで、いずれも口縁端部のつまみ上げが認められない。ハケメ調整前のタタキメを残 したものが多

い。弥生後期後葉では、やや古い様相をもつ。276～ 279は 、やや屈曲が緩く、胴部の張りが弱い。いず

れもタタキ痕が顕考である。これらもやや古い様相をもつ。280・ 281は弥生中期後葉の混入であろう。

283～ 308は 、外i弯する国縁部で、口縁部に凹線を施すタイプである。胴部外面はハケメ調整、タタキ痕

跡を残すものもある。283・ 285は胴部内面上半のユビオサエが顕者である。309～ 314の ように、口縁端

部のつまみ上げが顕著な、同じ弥生後期後葉でもやや新しいタイプのものもある。325～ 327は、ナデ調

整の粗製奏である。329～ 345は 、弥生前期末・中期初頭の混入である。この層以下、弥生前期の遺物が

多くなるが、用水路 SD202と の重複部分からの出土ないし混入が大半を占めると考えられる。346は 、

胴部外面に格子目状のタタキを施している。356～ 372は鉢である。356・ 357は有孔鉢である。356は 、

胴部の「しわ」が顕者なタイプで、357は、タタキを施す。358～ 365は 回縁部が外反するタイプである。

366～ 369は、皿状の器形で、366は外面にタタキ、ハケメを施し、内面には底部を軸に放射状のヘラミ

ガキを施す。367・ 368は 、胴部に「しわ」が認められる。373～ 381は高杯である。373～ 376は、中期後

葉の混入とみられる。

図版54～61は 第 6層出土土器である。382～ 385。 387・ 388は 長顎壼で、無文のものが多い。382は 球

胴を呈し、平底が明瞭である。頚部内面のユビオサエ痕が顕著である。400・ 401は頸部にハケメ状工具

による刺突文を施す。402～ 405は広口壼である。405は 球胴状の器形で、平底が明瞭である。胴部外面

上半にタタキ痕を残す。内面上半はユビオサエ痕が顕著である。406～ 409は細頸壺である。406は胴部

との境界に沈線を5条施す。いずれも緩く外反する口縁部をもつ。410は二重回縁重である。413は内外

面、日縁端部に竹管による刺突を施す短頸こである。赤褐色を呈する。精良な胎土で、丁寧なヘラミガ

キを施す、搬入品と考えられる。418～ 420は弥生中期後葉で、いずれも口縁部に凹線をもち、口縁端部

を面取 りする。421～ 425は弥生前期末 。中期初頭の混入である。421は顎部に3条単位の櫛描文を2条

施す。425は、内面に馬蹄状の貼 り付け突帯を施す。432～ 486は奏である。432・ 438は、弥生中期後葉

ないし後期前葉の混入であろう。435・ 437～ 442・ 445。 446・ 449は口縁端部に凹線をもつものである。

439,446は 、胴部内面上半のユビオサエが顕著である。442・ 444は タタキ調整の痕跡を残している。い

ずれも胴部の張りは弱い。448・ 450～ 455は、胴部の張りが強い。453・ 455は胴部内面上半のユビオサエ
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が顕著である。456～ 458は 、いずれも厚手の器壁が特徴的で、日縁内面にみられる横方向のハケメが特

徴的である。477は、胴部に櫛描波状文を施 し、最下段にハケメ状工具による刺突文を施す。弥生中期

後葉のものであろう。胎土からみて、他地域からの搬入品と考えられる。478～ 484は、弥生前期末 。中

期初頭の甕で、混入である。487～ 498は鉢である。487・ 488は 「く」の字に外反する口縁部をもつ。488

は外面にタタキのち下半にヘラケズリを施し、内面にハケメのち放射状に顕著なヘラミガキを施す。

499～ 511は高杯である。鉢・高杯ともに、弥生中期後葉の混入がある。

図版61～ 70は第 7層 出土土器である。512～ 569は壺である。513の長顎重は、日縁端部を拡張し、櫛

描波状文を施す。球】犬の胴部をもち、内外面ともに丹念なヘラミガキを施す。512の広口重とともに、

やや古い様相を示している。515は 回縁部に円形刺突文と、ハケメ状工具による綾杉文を施す。531・

532の広口重は、回縁部の外反が顕著である。531は 口縁端部に円形刺突文を施し、外面のヘラミガキが

顕者である。538～ 555は 、弥生中期中葉～後期初頭の混入である。538は、日縁部内外面ともに櫛描波

状文を施し、回縁端部に刺突文を施す。540・ 541は、顕胴部境に指で刻んだ太めの突帯を施す。弥生中

期中葉の土器である。556～ 563は、弥生前期末 。中期初頭のものである。570～ 638は 甕である。573・

574は、外反する口縁部をもち、日縁端部の幅は広 く、明瞭な凹線を施す。573は外面ハケメ調整で、内

面上半はユビオサエ、下半はヘラケズリを施す。5盈は外面タタキ調整で、口縁内面はヨコハケ、胴部

はヘラケズリを施す。いずれも後期後葉に属しよう。575・ 576は、外反する口縁部をもち、胴部の張り

は強くない。ハケメを施す。577～ 580は、口縁部が「く」の字に屈曲するタイプで、577～ 579の外面は

ハケメ調整である。589～ 592は、回縁部が強く外反し、胴部が強く張るタイプである。591以外は日縁

端部に太い凹線を 1条施す。外面はタタキのちハケメ、内面はヘラケズリが主体である。593～ 596は、

口縁部が「く」の字に強く屈曲し、やや胴部の張る、回縁端部に太い凹線を描 くタイプである。外面は

タタキのちハケメ、タタキの痕跡は明瞭である。573・ 574お よび589～ 596は器壁が厚 く、凹線は明瞭

で、やや古い様相をもっているといえる。606～ 608・ 610・ 61Hよ 無文でやや粗い作 りの甕である。609

は、口縁端部にユビオサエによる刻目を施す。612～ 629は、弥生前期末・中期初頭の混入である。639～

650は鉢である。642の ように有孔のものもある。644～ 648は皿状の器形のものである。651は甕蓋であ

る。652～ 656は高杯で、652は弥生中期後葉の混入、653・ 654は 、強く外へ屈曲する日縁部をもつ。

図版70～79は第 8層出土土器である。657～ 717はこである。多彩な内容をもっているが、凹線を施し

たもの (665'666)や櫛描波状文をもつもの (669・ 671～ 676)、 突帯を施したもの (667)や 、弥生前

期末・中期初頭 (677～ 703)な どは混入であろう。657・ 658は長頸壺、664は突帯の下に鋸歯文を施す。

718～ 786は甕である。718～ 726は強く外反する口縁部に凹線を施すもの、727～ 732は、回縁部が「く」

の字に屈曲するタイプである。728～ 730は、タタキの痕跡が顕著である。729,730は 口縁部にもタタキ

がみられる折り曲げ口縁の土器であろう。733～ 741・ 聖3～ 770,787は 弥生前期末 。中期初頭の甕であ

る。738～ 739は胴部無文のもので、735は外面のハケメが顕著である。盈2は、弥生前期中葉までさかの

ぼるものであろう。787～ 792は鉢、793～ 799は高杯である。弥生中期後葉の混入とみられる資料が多

い。800～ 805は甕蓋で、弥生前期末 。中期初頭のものであろう。

図版79は第 9層、第10層 出土土器である。量的には多くない。ただ、第 5層 ～第 8層 と比較して、弥

生前期末・中期初頭の土器を欠いている点に一抹の不安が残る。

図版92(959～ 962)に絵画・記号土器を掲載した。計 4点出上している。

用水路 SD202(図版 1)調 査区南端を西から東へと走る。南東隅で、向きをやや南に変えて、調査
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区南壁へとぶつかる。幅約 5m、 深さ約1.4mを はかる。この用水路の東方への延長は、第13次東病棟

地点、第15次共同溝地点、第16次ゲノム機能研究センター地点において検出している。また、調査区南

西隅において、杭列 1、 杭列 2を検出している。これらは第13次東病棟地点、第16次ゲノム機能研究セ

ンター地点において検出した井堰と一連の利水施設と考えておくのが合理的である。これら杭列を、流

路 SR201か ら用水路 SD202へ分水する施設と考えることも可能ではあるが、土層断面図 (図版 3)に

おいて、流路 SR201が、用水路 SD202を 切っているという事実がある。また、第18次ゲノム機能研究

センター増築地点での成果をふまえると、流路 SR201の延長は、本調査区の南西隅を越えて連続し、調

査区外で南方へさらに蛇行していたことが明らかとなった。しかも弥生後期後葉～終末期にほぼ時期を

特定できた。著しく蛇行する流路 SR201と 、比較的直線的な用水路 SD202は 、大きく性格を具にして

いるといってよい。したがって、流路 SR201(弥生後期後葉～終末期)は、用水路 SD202(弥生前期

末 。中期初頭)を破壊 して開析 してきたものであると考えるべきである。用水路 SD202の 取水源とな

る旧河道の探求は、今後の課題である。

用水路 SD202は 、出土土器の特徴から、弥生前期末 。中期初頭に開削され、比較的短期間機能し、

埋没・荒廃してしまったと考えられる。上層部からしばしば、弥生中期中葉～中期末の上器が出土する

ため、この間にも若干の流水は考えられるが、本格的な復旧はおこなわれていない。弥生後期後葉～終

末期以降は、化石化し浅い凹地を形成していたと考えられ、黒掲色粘質シルトの堆積がみられる。

図版80～ 87に土器を掲載した。これらの土器も、第 1層～第 6層 という層位ごとに採集されていたが、

層位との対応を示した記録は残されていない。

814～ 826・ 828～ 840は第 1層出土土器である。弥生後期後葉～終末期の土器 (817・ 819～ 821)と 弥

生中期後葉の土器があるが (814～ 816・ 818な ど)、 量的に多いのは弥生前期末 。中期初頭の土器である

(825。 826・ 828～ 840)。 壼は、貼り付け突帯のもの (829)な どがあり、甕は、日縁端部に粘土紐を貼

り付けた無文のもの (832)や 逆「L」 字状口縁のもの (833)、 如意形口縁のもの (835)がある。834

は胴部以下ヘラケズリ調整が顕著な紀伊型甕である。

841～ 867は 第 2層出土土器である。弥生中期後葉の土器 (841)と 、弥生中期中葉の土器 (842・ 854)

数点をのぞいて、弥生前期末・中期初頭の土器で占められる。841～ 850は壼である。843は口縁端部上

下を刻み、頸部に櫛描文を施す。844～ 846は、 3～ 5条以上の沈線を施す。851～ 865は 甕である。

851～ 853、 855～ 857は胴部無文の甕で、外面にハケメを施す。これらは弥生中期初頭である可能性が高

い。858～ 861は如意形口縁で、胴部上半に、多条の沈線を施す。859は沈線下に竹管文を施し、860は、

沈線間に山形文を施す。862～ 864は 逆「L」 字状回縁で、865は 、口縁部に貼 り付け突帯を施す。いず

れも胴部上半に多条沈線をもっている。866・ 867は 高杯で、867は弥生中期後葉であろう。

868～ 900は第 3層出土土器である。868～ 877は三である。弥生中期中葉ないし後葉の土器数点 (868～

870)を のぞいて、弥生前期末・中期初頭の上器で占められる。871・ 872は、ともに内面に貼 り付け突

帯を施す。871は 、内面の突帯上面に竹管文を施し、頸部外面に3条の突帯をめぐらせる。872は 同心円

状の貼 り付け突帯を施す。878～ 897は 甕である。878は如意形口縁で、胴部上半に櫛描文と櫛描波状文

を施す弥生中期初頭のものである。879～ 888も 如意形口縁で、879は 沈線間に山形文を配する。胴部上

半の沈線は 1～ 3条のもの (880・ 881・ 883～ 885・ 888)と 、多条のもの (882・ 886・ 887)と がある。

後者の器壁が若干薄い。889～ 891は逆「L」 字状口縁である。889は 半裁竹管による沈線を施す。892～

895は胴部無文である。898は鉢である。899は甕蓋で、頂部に穿孔しようとした痕跡がある。900は作 り
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の粗い鉢である。

901～ 913は第 4層出土土器である。この層以下は、弥生前期末・中期初頭の上器のみとなる。901～

905は重である。901,902は 、ともに貼 り付け突帯を施している。903は 、沈線間に断面三角形の工具に

よる刺突文を施す。906～ 9131ま奏である。906・ 907は如意形口縁で、それぞれ 5条、 3条の沈線を施

す。908・ 909・ 911は逆「L」 字状口縁である。909の み断面方形で、他は断面三角形となる。910は 無

文である。

第 5層 出土土器については、実測可能な大きさの個体が出土していないので掲載しない。

914～ 938は第 6層出土土器である。914～ 923は壷である。916は外面に赤色顔料を施し、917は突帝の

上方 (口縁側)に円形浮文を施す。924～ 938は甕である。924は櫛描文と櫛描波状文を交互に施す、弥

生中期初頭のものである。925・ 926は、多条沈線に刺突文を組み合わせる。926～ 9331ま如意形回縁の甕

である。927は 3条、他は、 4条以上の多条沈線を胴部上半に施す。934・ 935,938は逆「L」 字状口縁

である。936。 937は胴部無文である。

杭列 1(図版11・ 12)用 水路 SD202では、調査区南西隅付近で、杭列を2基検出している。その、
東側が杭列 1である。用水路202を横断するように、長さ約 4m、 幅約0.5mの規模で、九木杭と割材に

よる杭を打ち込んでいる。この杭列の南端から直角に 1列の杭を2mほ ど打ち込んでいる。確実な横
木などは認められない。杭はそれぞれ、河床から約0。 7mの深さまで打ち込まれていた (図版12)。 用

水路を横断するように打ち込まれているので、井堰とみてよいだろう。

杭列 2(図版13)用 水路 SD202内 の調査区南西隅付近、 2基ある杭列の西側である。杭列 1よ りや
や小規模で、長さ約 2m、 幅約 lmを はかる。九木材と割材を、河床より0.5mほ どの深さまで打ち込

んでいる。井堰であろう。

土坑 SK201～土坑 SK229(第 5図)上 記の他、第 2遺構面では、小規模な土坑を29基検出している。
いずれも時期を明確に判定しえるような遺物はほとんど出土していない。土坑 SK202か ら、古墳時代

と思われる土師器鉢 1点 (図版90-945)、 土坑 SK2弘から弥生前期の甕 (図版90-946)が出土してい

る。

2 第 1遺構面の遺構 と土器

第 1遺構面においては、土器棺墓 4基 (SK03,SK06・ SK08・ SK09)、 土坑14基 (SK01・ SK02・ SK

04,SK05,SK07。 SK10～ SK18)、 ピット142基 (SP01～ SP142)、 溝 9条 (SD01～SD09)を 検出 した

(第 6,7図 、図版14～ 25)。 これらの大半は、性格不明であり、遺物の出土していないものも多い。
以下、時期を同定しえる代表的な遺構のみ記述したい。

土器相墓 SK03(図版21上)土 器棺墓は、いずれも調査区北東隅付近に固まっている。土器棺墓 SK
03は、径約 lm、 深さ約0。 2mを はかる。土器の上半は削平されている。図版88-939,940は 出土土器

である。939は二重回縁壼で、口縁部の接合部分に刻目を施す。940の胴部は、内外面ともハケメ調整が

顕著である。弥生後期後葉に属する。

土器相墓 SK06(図版21下)径 約 lm、 深さ約0,5mの上坑に、土器を埋設している。図版88-941・
図版89-942・ 943に土器を掲載したが、いずれも大型の壺で、胴部片である。941は 、外面タタキのち

ハケメを施す。943は、外面ハケメのち下半部にヘラミガキを施す。口縁部は残存 しないが、胎土・調

整とほかの土器棺墓から見て、弥生後期後葉であろう。
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土器相墓 SK08(図版22上)土 器棺墓 SK09以前に埋設されたと考えられる。遺構の残存状況が悪く、

規模は復元できない。土器も胴部片で、掲載しないが、胎土・調整からみて弥生後期後半とみてよい。

土器棺墓 SK09(図版22下)径 約 lm、 深さ約0。 25mの規模である。弥生後期後葉の壺が 1点出土 (図

版90-944)。 二重回縁で、ハケメのちヘラミガキを施す。

土坑 SK17(図版23) 不定形の浅い土坑。弥生後期後葉の甕 1点が出土 (図版90-947)。

土坑 SK18(図版23) 径約0.65mの浅い土坑。 8世紀代の須恵器 1点が出土 (図版90-948)。

SP44(図版15)径 約0.5m。 弥生前期の甕が出土 (図版91)。

SP45(図版15)SP44に 隣接する小さいピット。弥生前期の甕の底部が出土 (図版91)。

SP66(図版16)径 0.2m内外。弥生後期後葉の甕が出土 (図版91-951)。

SP91(図版17)径 約0.2m。 弥生後期後葉の壷片が出土 (図版91-952)。

SP93(図版17) 径約0,7m、 深さは0。 lmしかない。古墳時代前期の上師器高杯が出土 (図版91-953)。

清 SD07(第 6図) 浅く小規模な溝。弥生前期の壺が出土 (図版91-954)。

3 土製品
以上、遺構出土土器のほかにも包含層や撹乱から時期特定の困難な遺物が多量に出上している。上記

の諸遺構は、時期不明のものが多い。また、流路SR201や 用水路 SD202は 相当に時間幅がある。確実

に時期特定することは難しいため、土器以外の遺物は以下で一括して扱う。土製品を図版93・ 94、 石器

を図版95～ 105、 木製品を図版106～ 1401こ図示した。

963は瓦である。内面に布目、外面にタタキ痕がある。ほか、ミニチュア土器 3点 (964～ 966)、 有孔

土製品 1点 (967)、 土製錘飾具 2点 (968。 969)、 円盤状土製品 1点 (970)、 土製紡錘車13点 (971～ 983)、

棒状土錘 1点 (984)、 管状土錘 5点 (985～ 989)な どが出土した。

4 石器
石器は石鏃 3点 (990～ 992)、 楔形石器 1点 (993)、 不定形刃器 7点 (994～ 1000)、 石核 1点 (1001)、

磨製石庖丁 5点 (1002～ 1006)、 磨製石庖丁未成品2点 (1007・ 1008)、 打製石庖丁 5点 (1011～ 1015)、

同素材 1点 (1010)、 同未成品 1点 (1009)、 打製石斧 2点 (1016・ 1017)、 伐採斧 5点 (1018～ 1021・

1023)、 石杵 6点 (1022・ 1024～ 1028)、 敲石 3点 (1029～ 1031)、 磨石 1点 (1032)、 砥石 3点 (1033～

1035)、 台石 3点 (1036～ 1038)、 軽石製品7点 (1039～0145)な どが出上した。

石庖丁のうち1002は、外湾刃半月形で、平面三角形をなす。本地域の磨製石庖丁のなかでは、型式学

的に最も古い部類に入る。石杵のうち、1022・ 1028に は赤色顔料 (水銀朱の可能性が高い)が付着して

いる。

石材利用の特徴としては、石鏃をはじめとする剥片石器類に金山産サヌカイト (990～ 1001)を利用

し、礫石器・磨製石器類に地元産石材を利用する傾向がある。後者をより詳しくみると、磨製石庖丁

(1002～ 1008)に結晶片岩や粘板岩・シヤールスタイン (小豆色の石)を利用し、伐採斧に御荷鉾帯緑

色岩類 (1019～ 1021・ 1023)や蛇紋岩 (1018)を 利用する。ただし、打製石器でも打製石庖丁や打製石

斧といった、縄文時代からの系譜を引く褥耕具類 (1009～ 1017)に は地元産石材 (珪質片岩が多い)を

使用する傾向がある。台石・砥石の大半は砂岩で (1033～ 1038)、 石杵にはひん岩を用いる(1022・ 1024～

1028)。
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5 木製品
木製品は、流路SR201よ り出土したものであり、大半はこの溝の時期である弥生後期後葉～終末期に

属するものと考えられる。しかし、それ以前の時期のものの混入も想定される。また、出土地点の記録

が残されていないものもみられるため、ここに一括して記載することとする。なお、型式分類は F木器

集成図録近畿原始篇』 (上原編1993)(以下、集成と略称)に依拠した。すべて保存処理済である。

①工具

1046は形状から楔の可能性が考えられる。木材を製材するためのものではなく、隙間に打ち込んで接

合を強固にするためのものである。

②農具

1047～ 1053は直柄平鍬である。1047は広鍬であり、集成分類の A4型隆起部を持つ広鍬V式である。
1048～ 1053は狭鍬である。1弘8。 1049は集成分類では狭鍬ⅡB式 にあたる。1050～ 1052は破損が激しい

ものの、復元される刃部幅が15cm以下であることと、隆起部を明確に作 り出していないことから狭鍬

ⅡB式の破片と考えられる。1053は集成分類の Al型隆起部を持つ狭鍬ⅡA式の狭鍬である。1054は直

柄又鍬である。隆起部は明確に作 り出さず、柄孔は四角形である。刃部は 6本に分かれる。

1055～ 1061は 曲柄鍬であり、その中で1060は又鍬と確認できる。型式はすべて集成分類の曲柄平鍬 D

と考えられる。

1063～ 1067は泥除けである。1063～ 1065は いずれも柄孔付近より上が破損しており、型式は集成分類

の I式またはⅢ式であるが、どちらか確定することは困難である。また、1066・ 1067は破損が激しいた

め、型式は不明である。1068～ 1070は直柄横鍬である。いずれも集成分類横鍬 正式である。

1071～ 1085は鋤・掘 り棒と考えられるものである。1071・ 1072は組合せ鋤の身である。1073は 身部が

厚いままであることから、掘 り棒または組合せ鋤の未製品と考えられる。1074～ 1076は掘 り棒の破片の

可能性が高いが、曲柄鍬の破片の可能性もある。1077～ 1085は掘 り棒と考えられる。1077・ 1078は 身部

が厚いままであることから掘 り棒の未製品と考えられる。1081は 身部に再加工と思われる穿孔が施され

ており、部材に転用されている。1086は農具原材である。厚さが2.5cm程度、幅が14cm程度あり、農

具と樹種が共通するため、鍬、鋤、泥除けの原材と考えられる。

1087～ 1094は 曲柄鍬の柄である。1087は膝柄であり、加工斧の柄の可能性も考えられるが、斧身を固

定する段がみられないことから曲柄鍬の柄と思われる。1088～ 1094は反柄である。1088は鍬身を装着す

る台の部分が未加工であることから未製品と考えられる。

庄遺跡出上の鍬鋤類の特徴として、土木具としての性格が強いものが多いことがあげられる。このこ

とは非常に大規模な用水路が掘削されていたことと関連していると考えられる。

1095,1096は 横槌である。1097は鎌の柄である。身の部分を入れる部分が湾曲していることから、斧

柄ではなく、鎌柄と判断できる。

1098・ 1099は小型の臼である。各地で出上しているものと同じく、芯持ち竪木取 りで作られている。

1100は残存している端部の形状から竪杵と考えられるが、法量はかなり小さい。臼とセットで用いられ

た可能性が考えられる。

1101は揺状木製品である。銀状木製品とも考えられるが、残存長が97.2cmあ ることから揺と思われ

る。他の類例をみると、権は横桟を渡す孔が複数存在するが、本例では破損したと考えられる。1102は

周縁部に穿孔が施された板材であり、田下駄の足板と考えられる。
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③武器・武具

1103～ 1109は盾である。いずれの盾にも、弥生時代の盾に普通的にみられる列状の穿孔が施されてい

るが、紐は残存していない。1103・ 1104には赤色顔料が塗布されている。

1110は弓と考えられる。白木の製品であるが、飾弓の樹皮巻き装飾を模して作られていると考えられ

る。

④祭祀具

1111～ 1114は武器形木製品である。1111・ 1112は剣形木製品、1113は剣形または槍形木製品、1114は

槍形または鏃形木製品と考えられる。

1115は杵状木製品である。小型の杵であり、赤色顔料が塗布されている。古墳時代の石製品に類似し

ており、祭祀用と考えられる。

1116は舟形木製品である。丸木舟を模したものと考えられる。

⑤容器・食事具

1117は容器の脚部である。他地域の類例をみると、4本程度で1セ ットであるが、本調査区からは 1

本のみの出上である。赤色顔料が塗布されている。

1118～ 1138は容器類である。1118は容器の把手である。1119～ 1121は容器の蓋である。いずれも円形

であり、合子の蓋と考えられる。1122～ 1132は 盤、1134・ 1135は槽であり、1136は槽の破片と考えられ

る。1127。 1131に は脚がみとめられる。1133は不明容器の破片である。形状からすると盤の一部の可能

性が高い。1137は円筒形の容器と考えられる。1138は不明容器である。未製品と考えられるが、容器と

は別のものの可能性もある。

1139は横杓子である。いまだ身の部分が剣られていないことから未製品といえる。

⑥漁排具

1140,1141は アカ取りである。11401ま把手付近のみ残存している。1141は未製品と考えられる。

⑦建築部材・杭・矢板

1142～ 1163・ 1165は部材と考えられるものである。1142は板状を呈し、ローマ数字の「 I」 形に加工

されている。1143は板状を呈し、中央付近に方形の穿孔、端部に対になると思われる円形の穿孔がみら

れ、一方の側縁部に狭りがある。何かの部材と考えられる。一方の面が炭化している。

1144～ 1163・ 1165はいずれも板状を呈し、方形の穿孔があるもの (1147。 1148・ 1152～ 1154・ 1157・

1161)、 半円形又は三角形の決りがあるもの (1144・ 1159'1160)、 端部に加工がみられるもの (1150)

など様々である。

1164は梯子である。二段分残存している。部材に含めた1163・ 1165も 梯子として加工するための材の

可能性がある。1166～ 1178は栓である。

1174～ 1185は杭または矢板である。1174～ 1177は板状を呈し、先端を細く加工していることから矢板

と考えられる。それ以外のものは杭である。1180の ように先端を焦がしているものもある。

③器種不明品

器種不明品には、建築部材ほど大きくなく、厚さも薄い板状木製品と多少加工のみられる棒状木製品

などが含まれる。

1186～ 1200は器種不明の板状木製品である。穿孔または狭りが明確であるもの (1186・ 1188,1190。

1191・ 1193～ 1197・ 1200)と 板状を呈する以外に加工がみとめられないもの (1187・ 1189。 1192・ 1198・
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■99)がある。

■86は線刻板であり、人物の線刻が施されている。下端部に穿孔がみとめられる。■88は中央付近に

突起があり、木製容器や土器の蓋の可能性がある。

1201～ 1215は―器種不明の棒状木製品である。端部に加工がみとめられるもの (1203～ 120o・ 1213～

12151と みられないもの (1201・ 1202・ 1207～ 1212)がある。

1201は杭または鍬柄の未製品の可能性が挙げられる。1211、 1212は先端部が炭化しており、火つけ木

の可能性がある。

1216は球状を呈するものである。古代には木球と呼ばれる木製品があり、それと形状は類似するが、

単なる端材の可能性も―考えられる。

時期がある程度1分かるものは、曲柄鍬であり弥生後期以降のものである。また、容器類に大型の盤が

多いことも弥生後期以降の傾向である。また、器種の分かるものには弥生中期以前に限定されるものは

みられない。これらのことから、出土した木製品は流路の時期と同じく概ね弥生後期後葉～終末期と考

えることができる。



22 第 5章  まとめ

第 5章 まとめ

今回の調査地点では、その大半が流路・用水路によって占められていた。水利施設と考えられる杭列

が出土するなど、注目される成果があつたものの、出土土器が弥生前期～終末期という長期間にわたつ

ていたため、その評価は保留せざるをえない事情があった。徳島大学蔵本地区では、その後 も断続的に

発掘調査がおこなわれたが、動物実験施設地点を再評価するような成果は、なかなか認められなかっ

た。ようやく1995年第13次調査東病棟地点において、弥生前期末の用水路・井堰遣構の検出によつて、

再び水利施設が注目されることとなった。その後第15次調査共同溝地点で、東病棟地点と動物実験施設

地点との中間地点において用水路が検出されたことから、動物実験施設地点の用水路が、東病棟地点か

ら、ほぼ東西へと展開することが明らかとなったのである。この想定は、動物実験施設地点にすぐ南接

する、第16次ゲノム機能研究センター地点の調査において、弥生前期末の井堰が検出されたことから、

より可能性は高まった。その後、第18次ゲノム機能研究センター増築地点の調査を通して、流路 SR201

の上流部の調査によつて、動物実験施設地点の流路 SR201と 用水路 SD202と の関係を考える貴重な情

報を得ることができた。

整理作業にあたつて苦慮 したのは、流路 SR201と 用水路 SD202と の関係をどうみるかというところ

にあった。杭列を流路 SR201か ら用水路 SD202への取水施設とみて、流路 SR201と 用水路 SD202を 同

時存在と考える見方も、調査当時は可能であつた。しかし、東病棟地点とゲノム機能研究センター地点

での弥生前期末 。中期初頭の井堰遣構の検出によって、用水路 SD202の 杭列を、これらとを一連のも

のとみる案が、より妥当である可能性が高まったのである。そうすると、両者の切 り合い関係を明確に

しなければならない。土層断面図 (図版 3上)は、流路 SR201が、用水路 SD202を 切つていることが

看取できる。また、遺物上も、流路 SR201か らは、多量の弥生後期後葉～終末期にかけての遺物が出土

しているのに対 し、用水路 SD202は 、弥生前期末 。中期初頭の土器が圧倒的多数を占めている。この

見方を補強する資料が、第18次調査ゲノム機能研究センター増築地点の大溝である。この大溝は、同調

査区の北西隅を南西方向へ向けてかすめている。弥生後期後葉～終末期の土器が多量に出上 した。出土

土器・規模・方向からみて、SR201の上流に相当することは、間違いない。すなわち、流路 SR201は 、

用水路 SD202を越えて、南西方向から蛇行してきたことになる。

蛇行を繰 り返す流路 SR201と 、比較的直線的な用水路 SD202は 、時期もさることながら、その性格

も大きく異なっていた可能性が高い。すなわち、井堰遺構をともない、支線用水路や水田遺構をともなっ

た用水路 SD202は、鮎喰川分流旧河道と、下流側の眉山の谷水からの排水路をつなぐ極めて計画的な

利水施設であつた可能性が高い。後背湿地と微高地を分断し、微高地の高燥化にも役割を果たしたこと

であろう。しかし一方で、洪水や流路の開析の呼び水ともなってしまったと考えられる。この利水施設

は、弥生前期末 。中期初頭を境に荒廃し、再掘削されなくなってしまう。これと時を同じくするかのよ

うに、地形環境が安定化し、土層の堆積はほとんどみられなくなるので、鮎喰川の旧河道自体からの導

水ができない状態に陥ったものと推察される。地理学の立場からは、ちょうどこの時期、西日本各地で

完新世段丘 I面が形成されることが指摘されている (高橋2003)。 眉山北西麓一帯もこの影響により、

鮎喰川の河床低下があつて離水したのではなかろうか。以後、高燥化によって、かつての水田域・用水
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路帯も、生活域や墓域、畑地として機能していくこととなる。

一方の流路 SR201は 、弥生後期後葉～終末期にかけて、新たに開析してきた自然流路であろう。ただ

し、その水源が、鮎喰川水系にあるのか、眉山の谷にあるのかは、現時点では明らかにしえない。しか

し、もし前者であれば、この時期以降にも土砂の堆積が発達するとみられるが、流路を埋積する以上の

ものはみられないので、後者か、前者であっても遺跡近辺に氾濫をもたらすようなものではなかったと

考えられよう。流路 SR201と 同様な流路の開析は、若千場所をずらして、10世紀代にもあったことが体

育館地点の調査で確認されている (徳島県教育委員会・徳島大学埋蔵文化財調査室編2005)。

出土遺物に関しては、質・量とも極めて豊富である。しかし、その大半は流路 SR201な いし用水路 SD

202か らの出土である。いずれも出土土器の時間幅が相当あるうえ、両者の切 り合いがこれに拍車をか

けている。時期の認定には慎重にならざるをえない。とくに、弥生後期後葉～終末期にかけての土器は

膨大な出土量を誇るが、ある程度まで時期を絞 り込めたといっても、今日的な研究成果からみると、時

間幅は大きいといわざるをえない。

そうしたなかでも、外湾刃半月形で、平面三角形をなす石庖丁 (1002)は 、本地域の磨製石庖丁では、

型式学的に最も古い様相を持っている。また、石杵1022・ 1028や杵状木製品1115、 同じく盾1103・ 1104

のように、赤色顔料の付着した資料は注目に値する。本地域では、弥生後期後葉～終末期における水銀

朱の精製・流通とその儀礼の盛行が注目されており、本資料も基礎資料として今後とも活用すべきもの

と考えられる。
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5Y
R6
/3

1局
み
都
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、1
4N
部

下
位
ハ
ケ
メ
、裾
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
体
部
ナ
デ
、 裾
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

外
面
剥
猟
[

27
15

P-
38
5
CD
-3
 4
 S
R2
01
第
9む

一 王
祢
生
後
期
後
爽

47
 1
5Y
R5
/4
7 
5Y
R5
/4

口
縁
凹
線
1粂
ヨ
コ
ナ
デ
ス
タ
ン

ブ
文
、
頸
部
ハ
ケ
メ
、胴
都
と
の
境
に

刻
目
あ
る
突
精
突
帯
上
ハ
ケ
メ
 
ヨ

コ
ナ
デ
下
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)、
胴

部
上
位
板
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

中
位
板
ナ
デ
、
下
位
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ハ

ケ
メ
(痕
跡
有
り
)、
底
部
～
底
面
ナ

デ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、・
ll
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
ハ
ケ
メ
(痕
助
'有
り
)、
胴
部
～
底

都
ナ
デ

讃
岐
系

7
65
9
P-
25
3
B-
3 
第
3層

一 電
弥
生
後
期
後
来

26
5

7 
5Y
R6
/3
5Y
R6
/4

日
稼
竹
管
文
、
日
縁
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

頸
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
胴

部
境
ナ
デ
亥
」
日
あ
る
貼
り
句
け
突

1士

日
縁
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
、

胴
都
境
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

27
8
45
7
P-
14
6
FG
-6
7 
第
3層

一 堕
休
生
後
期
後
葉

62
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
¬
縁
凹
線
1条
ナ
デ
、 頚
都
～
胴
部

上
半
ハ
ケ
メ
、
中
位
タ
タ
キ
、
下
半
ハ

ケ
メ
、
底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
耐
∫～
蜘
剤
∫ 板
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
(痕
跡
有
り
)、
胴
部
上
半
指
オ
サ

エ
の
ち
ナ
デ
、
下
半
ハ
ケ
メ
、底
部
指

オ
サ
エ

27
18

P-
26
4
F-
6 
第
3層

一 笙
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
57
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3

|ヨ
イ承
イ莞
ヤ`
世
十 線
2条
 
ヨ
コ
ナ
デ
、顕

都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ー
部
ハ
ケ
メ

口
縁
端
郡
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
日
縁
部
～
頸

常
ト
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

大
和
系
タ
ト
面
に
ス
ス
付
着

27
19

P-
2r
D4
第
3婚

一 冤
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
21
 2

7 
5Y
R7
/4
5Y
R7
/4

」
縁
」
線
3条
ヨ
コ
ナ
デ
、
壊
部
ノ

ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ
指
オ
サ
エ

27
E-
2～
4 
第
3尉

一 空
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
78
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
口
縁
瑞
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
国
縁
部
ハ
ケ

メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
日
縁
に
竹
管
文

2ユ
E-
2～
4 
第
3層

一 ｑ
殊
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
73
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
口
稼
P線
1余
ヨ
コ
ナ
デ
、
日
縁

部
～
頸
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
稼
音
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、
敷
部
ハ
ケ
メ
、
下

付
ナ
デ

内
面
に
接
合
痕

66
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〕

E～
G-
2～
4 
第
3層

一 堕
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
70
)

10
YR
6/
4
10
YR
6/
4
口
縁
部
ナ
デ
、.
Ij
部
ハ
ケ
メ

日
縁
郡
ハ
ケ
メ
、
頸
部
ナ
デ
、
頸
苦
b下

位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
剥
Fl
l

24
P-
38
3
SR
20
1第
34
層

古
墳
時
代

(1
05
)

5Y
R6
/6
7 
5Y
R6
/4
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、】
同
著
レヽ
ケ
メ
 F
部
ヘ
日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
ナ
デ
指
オ
サ
エ

外
面
風
化
接
合
痕

25
8

P-
25
5
SR
20
1第
3唇

Jヽ
型
熙
塀
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
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Y7
/3
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Y6
/2
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ
イ
旨
オ
サ
エ

26
66
6-
2
P-
25
6
SR
20
1第
3層

一 豆
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期

25
Y7
/3
25
Y7
/2
口
縁
部
ナ
デ
、顕
部
ハ
ケ
メ
、胴
都
ナ

デ
櫛
措
波
状
支

日
縁
都
ハ
ケ
メ
ナ
デ
、
頸
部
ナ
デ
、

胴
執
板
ナ
デ
ナ
デ

27
一 霊

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

-6
 
第
3膳

7 
5Y
R6
/3

37
4

SR
20
1第
3層

密
弥
生
後
期
後
葉
ヽ
終
末
期
(1
28
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/2
口
縁
部
～
胴
部
上
位
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、l
Π
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
外
面
に
ス
ス
付
着

囀 伽
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P-
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SR
20
1第
3層

発
弥
生
後
期
後
来
～
終
末
期
(1
8 
2)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
」
縁
古
ト
ナ
デ
、ガ
刊
那
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
日
縁
部
ナ
デ
、l
l 
l部
ヒ
位
板
ナ
デ
、
中

位
ヽ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

34
P-
13
6

発
琳
生
後
朗
後
業
～
終
末
期
(1
1
1)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
EI
縁
浅
い
PI
l線
1条
、 「
1縁
部
ヽ
胴
部

L位
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
イ
ト
ハ
ケ
メ

日
縁
都
板
ナ
デ
、
‖同
謝
`ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
外
面
II
縁
部
剥
謝
[

FG
-2
～
4 
第
3懸

艶
弥
t後
川
後
葉
～
終
末
期
(1
38
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/3
目
稼
帝
ト
ハ
ケ
メ
ナ
デ
、男
I」
子
hタ
タ
キ

の
ち
ハ
ケ
メ

「
ヨ
稼
都
ハ
ケ
メ
、
川
劇
音
ト
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

の
ち
ナ
デ

BC
-3
4 
第
3厨

発
弥
生
後
朗
後
非
～
終
末
期
(1
42
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
泡

|」
縁
浅
い
凹
線
1条
ナ
デ
、胴
帝
Б
′

ケ
メ
の
ち
ナ
デ

日
縁
刊
`～

】I
J部
上
位
ナ
デ
、加
,I
bl
旨

オ
サ
エ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
監
iに
接
合
痕

FG
-2
～
4 
第
3層

乳
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
52
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R7
泡
日
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

ロ
イ水
Iト
ナ
ア
、】
IJ
削
∫
に
1乾
}ロ
オ
サ
エ

胴
常
`ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

38
4

GH
-5
6 
第
3層

箋
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
34
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
日
縁
凹
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
甜
`ハ

ケ
メ

日
縁
部
ハ
ケ
メ
(皮
跡
布
り
)、
胴
部

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

タト
■
i景
1洵
に

SR
20
1第
3層

艶
弥
生
後
期
後
業
ヽ
終
末
期
(1
50
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R4
/3
日
縁
部
ナ
デ
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同
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
ナ
デ

8
P-
13
5
FG
-3
4 
第
3層

犯
弥
生
後
期
後
来
～
終
末
期
(1
28
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
日
縁
都
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
胴
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
下
位
ハ
ケ
メ
(l
R跡
右
日
縁
都
ナ
デ
、
ll
l都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

8
36
8
P-
86
CD
-3
4 
第
3層

鎚
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
朗
(1
39
)

10
YR
7/
2
10
YR
7/
2
日
縁
円
線
1条
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
部
ハ

ケ
メ

に
縁
洋[
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ス

リ

E～
G-
2～
4 
第
3悟

艶
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(1
32
)

5Y
R5
/判
2 
5Y
R5
/6
日
稼
部
ヽ
1同
部
上
位
ナ
デ
、 "
I」

割
∫
タ

タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

¬
lA
‐
rl
ヨ
コ
ナ
デ
、加
J削

`ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
イ旨
ナ
サ
エ
ナ
デ
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-3
4 
第
3眉

発
殊
生
後
期
後
某
～
終
末
期
(1
64
)

10
YR
6/
2
7 
5Y
R6
/3
回
縁
凹
線
2条
ナ
デ
、胴
削
`ハ

ケ
メ
「
稼
部
ナ
デ
、

"出

‖
'1
,オ
サ
エ
の
ち

ナ
デ

8
37
0
P-
88
FG
-3
4 
第
3層

先
弥
上
前
期
末

(2
73
)

7 
5Y
R5
/2
5Y
R6
/3
日
稼
亥
1ロ
ナ
デ
■
旨
オ
サ
エ
、男
11
訂
i

ハ
ケ
メ
の
ム
十
デ
'ナ

細
6姿

ナ
デ
指
オ
サ
エ

37
7

FG
-3
4 
第
3磐

絶
弥
生
前
期
末

(2
20
)

7 
5Y
R6
/3
5Y
R5
/3
日
縁
亥
1ロ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
沈

線
4粂

I 
It
tH
'宙
オ
サ
エ
の
ち
ナ
ガ
、 ‖
|]
測

`
ナ
デ

47
38
5

E～
G-
2～
4 
第
3層

乳
弥
生
前
期
中
来

10
YR
6/
3
5Y
R6
/4

口
縁
刻
ロ
ナ
デ
、
川 I
J部
沈
椒
2条
ナ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ

37
8

E～
G-
2～
4 
第
3層

発
弥
生
前
朋
中
来

(1
5
6)

7 
5Y
R6
/3
2 
5Y
R5
/4
日
縁
刻
ロ
ナ
デ
、
Bl
al
部
ハ
ケ
メ
(痕

跡
右
り
)沈
線
2粂

ヘ
フ
ヽ
カ
キ
、
口
松
測
`F
l丁

両
X(
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
に
よ
り
消
え
て
い
る
)

F-
6
第
3層

斑
(6
2)

IO
YR
/1
/1
10
YM
/2
底
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 底
而
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

底
面
に
穿
孔
、
内
面
に
ス
ス

付
着

8
78
0
P-
32
4
SR
20
1第
3層

鉢
弥
とし
後
期
後
業
～
終
末
期
(2
0 
6)

(6
2)
5Y
R6
/6
2 
5Y
R5
/8
E4
縁
部
～
体
部
L位
ナ
デ
ロ
l級
1

条
、体
部
中
位
～
ド
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
位
ハ
ケ
メ
 
ー
辛
Lヘ
ラ
ミ
ガ
キ
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-3
4 
第
3層

鉢
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(2
24
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R7
/4
J縁
部
～
体
ヨ
`上

位
ナ
デ
、体
部
中

位
～
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

78
1

E～
G-
2～
4 
第
3層

弥
生
後
州
後
葉
ヽ
終
末
期
(2
28
)

10
YR
6/
2
7 
5Y
R7
/4
□
献
舌
ト
ナ
デ
、 イ
本
舌
bハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
ヘ
ラ
ケ
ズ

'

ケヽ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

P-
27
6

25
Y6
/3

ナ
デ
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20
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3屑

77
7
P-
28
0
AB

SR
20
1第
3層

一 爵
弥
生
中
期
後
葉

(2
70
)

7 
5R
Y5
/4
25
Y6
/2

EI
N部
上
位
端
部
刻
日
「
H線
2粂
ナ
lT
Nt
t 
L位
ナ
デ
、外
部
ハ
ケ
メ
の
ち

ナ
デ

外
両
オ
1‖
[

77
8
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F-
6 
第
3層

高
耳

弥
生
中
期
後
業

(2
43
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/3
日
稼
舌
h～
体
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ヒ
イ立
ナ
デ
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線
4

条
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部
中
位
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
下
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ラ
ケ
ズ
1ユ

ナ
デ

9
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4
P-
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2
SR
20
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第
3～
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河
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弥
生
後
期
後
葉
ヽ
終
末
期
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 6
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0
21
 2
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5Y
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ヽ
帝
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川
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ト
ヘ
ラ
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削
∫
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デ
Ⅳ
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ヨ
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ラ
ミ
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 t
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ヘ
ラ
ケ
ス
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催
芸
К
ハ
ケ
メ
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所
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1
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業
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末
期
(2
48
)

7 
5Y
R6
/4
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5Y
R5
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口
縁
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線
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ナ
デ
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日
縁
部
～
胴
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ハ
ケ
メ
、 胴
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け
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デ

」
縁
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ヽ
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デ
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P-
24
8
SR
20
1第
4層

弥
生
後
剤
後
業
～
終
末
期
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6
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5Y
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/4
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日
縁
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縁
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部
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縁
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ド
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に
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日
縁
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剥
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胴
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第
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弥
生
後
期
後
葉
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終
末
期
(1
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)

10
YR
6/
3
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YR
6/
3
口
稼
剖
∫ ナ
ガ
、
銀
罰
,ハ
ケ
メ
、 胴
剤
`上

位
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
中
位
回
縁
部
～
頸
部
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、胴
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

SR
20
1 
商
 
第
4層

壷
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
56
)

10
YR
7/
3
10
YR
7/
3
口
縁
凹
線
2条
ナ
デ
、 票
部
へ

ガ
キ

口
縁
都
ナ
デ
、
顕
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

9
P-
23
9
E-
1 
第
4層
直
上

壷
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
46
)

5Y
R6
/6
10
YR
6/
3

口
縁
瑞
剖
∫ ナ
デ
、
日
縁
部
～
Jf
I青
卜
へ

ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
、胴
部
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
底

而
ナ
デ

日
縁
部
～
頸
部
ナ
デ
、
1同
部
ヘ
ラ
ク

ズ
リ
の
ち
ナ
デ
、底
部
指
オ
サ
エ

3]
9
62
3
P-
24
0
SR
20
1第
4層

壼
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
15
8

31
1
5Y
R5
/4
5Y
R5
/6
日
縁
部
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、頸
部
～
胴
部

ハ
ケ
メ
、丹
同
=[
一
部
タ
タ
キ

日
縁
部
ナ
デ
、 頸
部
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

C-
6 
第
4層

一 亜
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
70
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2

回
縁
四
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、
類
部
ハ

ケ
メ
ー
書
К
ョ
ョ
ナ
デ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ヘ
ラ
ケ
ス

リ
の
ち
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕

31
63
9

FG
-2
～
4 
第
4層

壺
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(1
80
)

7 
5Y
R6
/3

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

外
面
口
縁
部
剥
離
、外
面
に

31
74

FG
-2
～
4 
第
4層

一 笠
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
43
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
口
稼
耶
ナ
デ
、
類
罰
'ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
日
稼
部
ナ
デ
、
頸
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
、 胴

部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

3ユ
FG
-2
～
4 
第
4層

重
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(2
02
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/3
日
縁
端
都
ナ
デ
、
口
縁
部
～
頸
部
ノ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ

日
稼
瑞
剖
`ナ
デ
、
日
稼
罰
`～

頸
部
′

ケ
メ
の
ち
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕

65
7-
2
P-
39
6
SR
20
1第
4層

長
顕
壺
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

(6
8)

5Y
R7
/4
5Y
R7
/6
口
縁
端
都
ナ
デ
、
日
縁
音
Б
～
頸
部
ヘ
口
縁
部
ナ
デ
ツ
ケヽ
メ
、
頸
部
ナ
デ
外
面
剥
刊
:

P-
15
7
C-
6 
第
4屠

十 質
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
92
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
浅
い
凹
線
1条
ナ
デ
、
頸
部
指

オ
サ
エ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、 胴
部
ナ
回
縁
都
～
頸
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ

デ
、
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
縁
櫛
描
波
状
文
ナ
デ

63
0

C-
6 
第
4層

一 笙
株
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(2
18
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
1粂
ナ
デ

ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

断
面
に
接
合
痕

63
3
P-
24
5
BC
-6
 S
R2
01
第
4層

一 笙
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
90
)

7 
5Y
R7
/3
10
YR
7/
3
口
縁
部
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
頭
都
ナ
口
縁
部
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ

デ
、
節
部
ナ
デ

Ll
面
に
接
合
痕

83
64
5
P-
24
7
E～
G-
2～
4 
第
4層

ｒ 霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(2
20
)

10
YR
7/
2
7 
5Y
R6
/2
H稼
_1
0耐

`卜
瑞
に
亥
1日
、
日
縁
甜
∫
ナ

デ
、
菊
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

内
外
面
に
接
合
痕

84
P―

SR
20
1第
4層

一 霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(2
18
)

10
YR
6/
2
7 
5Y
R6
/2
回
縁
部
ナ
デ
、
日
縁
部
～
顕
部
ヘ
ラ
デ
、
範
都
下
位
ハ
ケ
メ

外
而
剥
離
、
断
面
に
接
合
痕

65
7-
3
P-
39
7
SR
20
1第
4層

長
頸
壼
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
頸
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

頸
部
ナ
デ
す旨
オ
サ
エ
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

(痕
跡
有
り
)

86
P-
26
3
C-
6 
第
4層

小
型
無
頸
殊
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(7
8)

7 
5Y
R6
/4
5Y
R6
/6

ナ
デ

P-
24
3
SR
20
1第
4層

句ヽ
型
無
類
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(6
2)
50

11
 4
25
Y6
/1
25
Y6
/1
口
縁
者
卜
～
川
郡
下
半
ハ
ケ
メ
、 底
部

ナ
デ

ヘ
ラ
タ
ズ
リ

88
長
頸
壺

10
YR
6/
2

ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

SR
20
1 
南
北
 
第
4層

65
7-
1
P-
25
2
SR
20
1第
4層

一 霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

25
Y6
/2
10
YR
6/
2

銀
剖
'ヨ

ヨ
ナ
デ
タ
1原
文
抑
薇
波
】パ

文
、胴
郡
境
に
刻
目
あ
る
貼
り
付
け

突
帯
、
胴
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(痕
跡
有

り
)

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
JE
I部
ハ
ケ
メ
、 胴

部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

91
35
6
P-
84
A～
C
(8
4C
)
SR
20
1 
南
 
第
4層

一 豆
弥
生
後
期
後
棄
～
終
末
期

10
YR
6/
3
10
YR
5/
4
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ
列
点
文

ナ
デ
指
オ
サ
エ

内
外
面
に
接
合
洟

P-
24
6
SR
20
1第
4層

一 霊
弥
生
中
期
前
葉
～
中
菜

10
YR
5/
1
25
Y5
/1

ハ
ケ
メ
ナ
デ
、
胴
罰
`櫛

描
文
3条
櫛

精
涯
状
す
2姿
櫛
粘
離
状
寸
ク
峯

顕
部
ナ
デ
、
1同
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

64
1

C-
6 
第
4層

一 霊
弥
生
中
期
前
葉
～
中
葉

10
YR
4/
〕
ナ
デ
沈
線
(5
34
条
)の
間
に
竹
管

文
2列

P-
83

SR
20
1第
4層

一 更
弥
生
中
期
前
葉
～
中
葉

25
Y6
/2
25
Y6
/2
ナ
デ
櫛
描
文
2条
櫛
描
波
状
文
2条
ナ
デ
板
ナ
デ
指
オ
サ
エ

外
国
ll
at
4ヒ
景
J離
内
血
に
接

64
0

E-
1 
第
4思
直
上

一 霊
弥
生
中
期
前
莱
～
中
菜

10
YR
5/
〕
25
Y5
/1

ヨ
コ
ナ
デ
櫛
描
文
2条
獅
描
波
状

す
夕
峯

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(痕
跡
有
り
)

65
6

SR
20
1 
南
 
第
4層

一 更
rD
 l

5Y
R6
/3

25
Y5
/ユ

底
那
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ
、
底
面
ナ

デ
指
オ
サ
ェ

板
ナ
デ
ナ
デ
指
オ
サ
エ

65
5

S貶
01
 
南
 
第
4層

一 車
(6
5)

7 
5Y
R6
/4
25
Y6
/2
底
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ケ
メ
、
廃
面
ナ
デ

板
ナ
デ
ナ
デ
指
オ
サ
エ

ヽ
慟



図
版
各
号
写
真
図
版
坐
理
番
号
ht
影
番
号

遺
構
 
扁
位

器
種

yr
i式
ま
た
は
時
期

術
考

(復
元
)

内
面

10
9

P-
24
2
F-
3 
第
4層
直
と

手 亜
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
25
 8

7 
5Y
R6
/4
と O
YR
6/
4

日
稼
剤
`ナ

デ
竹
管
文
2夕
J、
鍛
剤
∫ハ

ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ
、
1同
部

ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ
、
下

半
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、1
同
都
境
に
ハ

ケ
メ
エ
具
に
よ
る
刺
突
文
と
竹
管
文

の
あ
る
Fh
り
付
け
突
柑

日
縁
端
部
ナ
デ
、
日
頸
都
ハ
ケ
メ
の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ
、 胴
部
ハ
ケ
メ

P-
21
4
BC
-6
 
第
4層

一 野
弥
生
後
朗
後
葉
～
終
末
期
(2
20
)

7 
5Y
R7
/4
5Y
R6
/6
口
縁
都
～
頸
剤
∫ ナ
デ
、
類
ヨ
`下
4立
～

胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

口
縁
都
～
顕
都
ナ
デ
、
1同
都
ヘ
ラ
ミ
外
面
瓜
化
、
内
面
に
接
合
痕

10
4

Ｐ・
８４
Ａヽ
Ｃ ｍ

SR
20
1 
Jヒ
 
第
4層

粘
上
層

発
弥
生
後
期
前
莱

(3
38
)

7 
5Y
R5
/3
10
YR
5/
1
口
縁
凹
線
2粂
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ

J縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

34
9

SR
21
11
 
〕
ヒ
 
勿
与
4′
む

粘
IJ
尋

発
弥
生
後
期
後
爽
～
終
末
期
(1
7
1)

7 
5Y
R5
/3
10
YR
6/
3
回
稼
歳
い
ピ
線
Z条
ヨ
コ
ナ
デ
、
加

郎
ハ
ケ
メ

日
縁
部
チ
デ
わ
ず
か
に
指
オ
サ
エ
、

ll
 l
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
句
着

35
36
2-
2

SR
20
1 
南
 
第
4層

霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
58
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
口
縁
四
線
3条
ナ
デ
、
ll
部
上
位
ヨ

コ
十
デ
1同
部
ハ
ケ
メ
の
ム
十
デ

日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

35
SR
20
1第
4層

菱
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
41
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
口
稼
凶
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、
ガ
I】
士
卜
′
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、‖
同
部
指
オ
サ
エ

の
ち
ナ
デ

］ Ａヽ
Ｃ い
SR
20
1 
北
 
第
4層

粘
土
層

発
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(1
38
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
日
縁
凹
線
2粂
、
日
縁
郡
～
‖同
部
上
位

ナ
デ
、
胴
部
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
ハ
日
縁
都
ナ
デ
、
Л日
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

P-
78
FC
-2
～
4 
第
4層

斐
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
56
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
口
縁
凹
線
2条
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ
口
縁
部
～
胴
部
上
位
ナ
デ
、胴
郡
指

オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

外
al
に
ス
ス
付
着

10
33
4
P-
12
6
C-
6 
第
4層

空
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
13
 6
44

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
日
縁
凹
線
2条
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
口
縁
H4
FS
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、‖
同
帝
卜
上

位
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
中
化
ヽ
下

付
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
刊
着

10
P-
11
9
C-
6 
第
4層

犯
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
56
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
日
縁
凹
線
2条
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
日
縁
郡
ナ
デ
、l
la
l郡
指
オ
サ
エ
の
ち

ナ
デ
、
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(痕
跡
有

P-
11
5
C-
6 
第
4層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
46
)

25
Y6
/2
10
YR
6/
2
口
縁
凹
線
2条
、
日
縁
都
～
胴
部
と
位

ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ

日
縁
剤
`～

jI
部
ヒ
位
ナ
デ
、
】同
部
上

位
～
中
位
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
下

lN
iヘ
ラ
ケ
ズ
リ

10
P-
12
3
B-
5 
第
4層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
66
)

10
YR
7/
4
10
YR
5/
2
口
縁
凹
線
2条
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ
日
縁
部
板
ナ
デ
、
胴
郡
上
位
ナ
デ
、胴

都
中
位
～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

34
0

SR
20
1 
前
北
 
第
4思

笑
弥
生
後
朗
後
葉
～
終
末
期
(1
66
)

10
1r
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
口
縁
凹
線
2粂
l旨
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
日
稼
帝
ト
ナ
デ
、
l悧
`精

オ
サ
エ
の
ち
外
面
風
化

P-
75
C-
6 
第
4居

発
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
56
)

7 
5Y
R7
/4
7 
5Y
R6
/4
口
縁
」
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
タ

タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

ナ
デ
■
旨
オ
サ
エ

C-
6 
第
4屠

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
56
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R5
/3
口
縁
凹
線
2条
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
日
縁
部
ナ
デ
、
打同
部
指
オ
サ
エ
の
ち

11
P-
11
4
C-
6 
第
4幡

発
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
15
 0

25
Y6
/2
10
YR
6/
2
口
豚
ピ
1稼
Z条
ヨ
コ
ナ
デ
、

"「

〕
剖
'上

位
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、
上
位
～
日
縁
都
～
胴
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、胴

都
上
半
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
下
半

ヘ
ラ
ケ
ズ
I,

外
面
に
ス
ス
I・
l着

P-
12
0
FG
-2
～
4 
第
4層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
40
)

10
YR
7/
3
10
YR
6/
3
口
縁
旨
h～
】円
部
上
1ヱ
ヨ
コ
ナ
デ
、川
可

部
上
位
～
中
位
ハ
ケ
メ
、
中
位
～
ハ

ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
都
～
胴
都
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同

部
上
位
～
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

36
1-
2

SR
20
1 
南
 
第
4層

鶏
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
62
)

7 
5Y
R5
/3
10
YR
6/
2
口
縁
舌
h～
剪 Ⅲ
部
上
1立
ナ
デ
、‖
阿
音
bノ

ケ
メ
の
ム
ナ
デ

|コ
縁
部
ナ
デ
、
1同
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

12
2

FG
-2
～
4 
第
4層

弩
弥
生
後
期
後
某
～
終
末
期
(1
46
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
日
縁
凹
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、1
同
部
ノ

ケ
メ

日
縁
部
～
41
部
上
位
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 胴

都
上
位
一
部
指
オ
サ
エ
、
胴
部
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
Il
着

12
3

C-
6 
第
4層

整
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
43
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
日
縁
J線
%計
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 川
可
剖
`上

位
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、
上
位
～

ハ
ケ
メ

日
縁
郡
～
胴
部
上
位
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴

部
中
位
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

12
4

35
2

SR
20
1 
南
 
第
4層

饗
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
28
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
日
縁
■
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、
川
可
音
hノ
日
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
】 同
部
す
旨
オ
サ
エ
の
外
面
口
縁
部
剥
離

30
5

C-
6 
第
4層

純
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
87
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
にJ
撼
凶
F/
1t
Z条
ヨ
コ
ナ
デ
、l
l 
l』

'ノ
ケ
メ

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

内
面
剥
離

30
9

C-
6 
第
4層

型
弥
生
後
期
後
来
～
終
末
期
(1
66
)

10
YR
6/
2
25
Y6
/2

日
縁
μ
I線
2条
ナ
デ
、
ll
・
l』

`ハ
ケ
メ
口
縁
晋
ト
ナ
デ
、 ‖
,1
旨
トヘ
ラ
ケ
ス
リ
指

オ
サ
ェ

外
面
景
1麟
[

FG
-2
～
4 
第
4層

斐
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
50
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
」
縁
音
卜ヽ
ガ
同
昔
卜
上
1ヱ
ヨ
コ
ナ
デ
、

"阿
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ス

リ

C-
6 
第
4層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
44
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2

日
稼
部
～
Bl
剖

`上
位
ナ
デ
、
胴
罰
∫ハ
日
縁
部
ハ
ケ
メ
、胴
部
板
ナ
デ

it
t 
Jt
系



図
版
番
号
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真
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世
構
 
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

テ元
)

36
30
4
P-
79
B-
6 
第
4層

勢
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
56
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
jl
n部
ハ
ヶ
メ

曰
稼
旨
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
上
1立
指
オ

サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
外
面
に
ス
ス
有
渚

SR
20
1第
4脳

魏
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
60
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
回
縁
晋
bナ
デ
指
オ
サ
エ
、】
阿
吾
トハ
ケ
口
縁
剤
`ナ

デ
指
オ
サ
エ
、】
H部
ヘ
ラ

ケ
ズ
1,

37
FG
-2
～
4 
姉
4層

鎚
弥
生
後
期
後
美
～
終
末
期
(1
64
)

7 
5Y
R5
/2
7 
5Y
R5
/3
日
稼
予
ト
ナ
デ
(ハ
ケ
の
当
て
具
IR
石

め
)Л
同
郎
ハ
ケ
メ
の
ム
ナ
デ

ナ
デ

13
3

FG
-2
～
4 
第
4層

斐
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
朗
(1
38
)

7 
5Y
R7
/3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
部
～
胴
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴

部
ハ
ケ
メ

と
位
十
旨
オ
サ
エ

13
4

3C
 l
l

P-
81
AB (8
1A
)
AB
-7
 
第
4ナ
膏

聖
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
5 
0,

25
Y6
/2
10
YR
6/
3
日
縁
都
ナ
デ
、胴
都
タ
タ
キ
の
ち
ノ

ケ
メ

日
縁
部
～
胴
部
上
位
ナ
デ
、1
同
都
L

位
指
オ
サ
エ
、
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の

ち
ナ
デ

外
面
風
化
、
内
面
に
接
合
痕

SR
20
1第
4属

発
弥
生
後
朗
後
菜
～
終
末
期
(1
76
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
日
縁
部
～
胴
部
上
位
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 胴

部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
板
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
外
面
に
ス
ス
■
着

P-
12
7
B-
6
第
4屏

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
15
3
53

32
 8
10
YR
7/
2
Ю
YR
7/
2
口
豚
剖
`～

】 同
罰
`上
1立
ヨ
コ
ナ
デ
、月
同

部
上
位
～
下
位
ハ
ケ
メ
、 底
訂
`ヨ

コ
口
稼
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
】同
剤
`上

位
指
オ

サ
エ
の
ち
ナ
デ
、胴
部
中
位
～
下
位

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
I・
l着

P-
12
5
C-
6
第
4層

艶
弥
生
後
期
後
某
～
終
末
期

ど
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ

日
継
剤
`ナ

デ
、 胴
剖
`上
半
指
オ
サ
エ

の
ち
ナ
デ
下
司■
ヘ
ラ
ケ
ズ
ウ

外
面
に
ス
ス
付
着

C-
6
第
4層

鶏
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

(ユ
54
)

10
YR
6/
4
5Y
R6
/6
日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
口
縁
郡
ヨ
コ
ナ
デ
、T
rl
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

37
C-
6
第
4層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

6)
10
YR
5/
3
10
YR
6/
3
口
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

口
松
剖
∫
ヨ
コ
ナ
デ
、
削
司
i指
オ
サ
エ

の
ち
ナ
デ

タ ト
面
景
lr
ll

14
]

29
8

C-
6
第
4膳

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
44
)

7 
5Y
R6
/3
口
稼
II
∫
ナ
デ
、
】同
刊
`ハ

ケ
メ
の
ち
ナ

狂

7 
5Y
R6
/4

P-
77
A～
D
C-
6F
G-
2～
4

第
4層

艶
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(9
5)

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
2
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

ナ
デ
指
オ
サ
エ

34
2
P-
13
0
SR
20
1 
商
北
 
第
4層

発
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期

10
YR
6/
2
7 
5Y
R5
/3
日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
～
胴
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同

部
上
位
指
オ
サ
エ
の
ち
板
ナ
デ
、
中

位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

タ ト
面
に
ス
ス
句
着

P-
82

SR
20
1 
Fl
】
ヒ

粘
十
属

第
4層

菱
殊
化
後
期
後
業
～
終
末
期
(1
56
)

7 
5Y
R6
/3
10
YR
7/
3
口
縁
都
～
胴
都
上
位
ナ
デ
、胴
部
タ

タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

|]
稼
音
∫ ナ
デ
、胴
罰
'上
位
す 自
オ
サ
エ
、

RΠ
tt
Kヘ
ラ
ケ
ズ
I)
の
ム
十
デ

36
2-
1
P-
85
SR
20
1 
南
 
第
4膳

型
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
65
)

5Y
R6
/6
25
Y4
/1
口
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
口
縁
部
ナ
デ
、胴
部
上
位
ナ
デ
オ旨
オ

サ
エ
、
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
外
面
に
ス
ス
付
着

P-
11
8
CD
-3
4 
第
4層

整
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
14
0

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
ケヽ
メ

日
縁
都
ハ
ケ
メ
、
胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
内
面
に
接
合
lR
、
外
面
に
ス

ス
Il
着

29
7

BC
-6
 S
R2
01
第
4層

霙
弥
rL
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
36
)

10
YR
6/
4
7 
5Y
R6
/4
口
縁
都
ナ
デ
、 胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ

I」
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、胴
部
上

位
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
中
位
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

外
面
に
接
合
痕

35
8

C-
6
第
4層

充
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
55
)

25
Y6
/2
25
Y5
/]

回
稼
部
ナ
デ
、
‖ 口
部
タ
タ
キ
の
ち
′
ナ
デ
■
旨
オ
サ
エ

SR
20
1第
4層

翼
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
26
)

10
YR
7/
3
10
YR
6/
2
1豚
郡
ナ
デ
、 "
阿

剖
'ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
回
稼
郡
ナ
デ
、
l 
ll
部
上
イ立
板
ナ
デ
、
中

什
～
ヘ
ラ
ケ
ズ
1)

内
面
に
接
合
痕

P-
12
4
AB
-7
C-
6 
第
4層
裂

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
14
0

10
YR
6/
4
25
Y6
/3
日
稼
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、川
可
郡
ク
タ
キ
の

ち
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
の
ち
ナ
デ
イ旨
オ
サ
エ

外
面
に
ス
ス
付
着

P-
12
8
FG
-2
～
4 
第
4層

斐
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
56
)

10
YR
7/
4
10
YR
7/
2
口
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
回
歓
吾
ト
ナ
デ
、 川
可
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
の

ム
ナ
デ
、
中
付
指
オ
サ
ェ

塾
7 
5Y
R5
/4

SR
20
1 
南
 
第
4娼

15
6

P-
11
6
C-
6F
G-
2～
4

発
弥
生
後
期
後
葉
ヽ
終
末
期

25
Y6
/2
25
Y6
/3
口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
板
ナ
デ
ナ
デ

SR
20
1第
4層

甕
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
91
)

25
Y5
/ユ

10
YR
6/
3
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
部
ハ
ケ
メ

日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
上
位
指
オ

サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
上
位
～
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
外
面
剥
離

12
32
2
P-
12
2
AB
-3
～
5 
第
4層

発
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
42
)

7 
5Y
R6
�
10
YR
6/
4
J縁
部
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
郡
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
胴
部
上

位
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(痕
跡
有
り
)、

中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

SR
20
1 
南
 
第
4用

発
弥
生
後
朗
後
莱
～
終
末
期
(1
56
)

7 
5Y
R6
泡
10
YR
6/
3
日
縁
浅
い
凹
線
ユ
条
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴

IЬ
ク
タ
キ
の
Fn
ハ
ケ
メ

口
稼
部
ヨ
コ
ナ
デ
、 1
同
都
ヘ
ラ
ケ
ズ

35
0

も
V0
1 
】
ヒ
  
第
4'
脅

粘
十
庸

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
32
)

10
YR
4/
1
10
YR
6/
2
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
の

ち
ナ
デ

口
縁
舌
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、】
I,
音
ト
ヘ
ラ
ケ
ス

リ
ナ
デ

P-
13
1
SR
20
1 
商
 
第
4層

発
弥
生
後
朗
後
莱
～
終
末
期
(1
58
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
旨
ト
ナ
デ
、 川
可
部
ナ
デ
タ
タ
キ

`痛

跡
若
め
)

日
縁
部
ナ
デ
、l
 F
l部
指
オ
サ
エ
の
ち

ナ
デ

30
3

BC
-6
 S
R2
01
第
4層

饗
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
56
)

25
Y7
/3
10
YR
7/
3

|コ
縁
部
ナ
デ
、 胴
都
タ
タ
キ
の
ち
ノ

ケ
メ

口
縁
部
ナ
デ
、 胴
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
の

ち
チ
デ
ー
瓢
指
ォ
十
ェ



図
版
番
号
写
真
図
版
整
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番
号
lF
k影
番
号

遺
構
 
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

外
面

12
P-
11
7
B-
5 
第
4層

菱
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

5Y
R6
/6
10
YR
6/
3
口
縁
浅
い
亥
」
ロ
ナ
デ
指
オ
サ
エ

Л同
筈
〔
タ
タ
キ

口
縁
部
ナ
デ
、l
 l
ll
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
の

ち
ナ
デ

39
12

P-
12
9
SR
20
1 
封
ヒ
 
第
4層

襲
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
80
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3

Iコ
縁
郡
ナ
デ
才
旨
オ
サ
エ
、
l「
噺
`ハ

タ
口
縁
部
～
lΠ
部
上
位
ハ
ケ
メ
指
オ

サ
エ
、
Л同
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

P-
77
A～
D
(7
73
)
AB
-7
 
第
4層

疑
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

5Y
R7
/4
7 
5Y
R6
/3
口
縁
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、胴
部
ノ

ケ
メ

口
縁
部
ハ
ケ
メ
、
1同
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

の
ち
ナ
デ
ー
部
指
オ
サ
エ

FG
-2
～
4 
第
4層

菱
弥
生
後
期
後
棄
～
終
末
期
(1
54
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
lr
lt
tb
ヘ
ラ
ケ
ヌ

リ
外
面
剥
離

[6
7

P-
12
,
C-
6 
第
4層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
40
)

10
YR
6/
2
10
YR
5/
2
ナ
デ

回
稼
帝 ト
ナ
デ
、l
l 
ll
者
トヘ
ラ
ケ
ス
リ
の

ち
ナ
デ

内
外
面
に
接
合
痕

P-
76
B

C(
76
C)
C-
6 
第
4層

劉
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
36
)

25
Y6
/3
95
Y6
/3
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

指
オ
サ
エ
の
ち
板
ナ
デ

16
9

P-
77
A～
D
C-
6 
第
4層

疑
弥
生
後
期
後
茉
ヽ
終
末
期
(1
24
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2

ナ
デ

ナ
デ

外
面
剤
離

1‐
0

30
2
P-
81
A
B-
5 
SR
20
1第
4層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
18
)

25
Y6
/3
10
YR
6/
3
口
縁
苦
ト
ナ
デ
、4
11
1晋
ト
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ヒ
位
ナ
デ
オ旨
オ

サ
エ
、
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
内
外
面
に
接
合
痕

36
0

SR
20
1 
南
 
第
4層

整
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
26
)

7 
5Y
R6
/3
25
Y5
/1

ヨ
コ
ナ
デ

日
縁
甘
焉
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
者
ト
ヘ
ラ
ケ
ス

リ

P-
77
A～
D
BC
-6
 S
R2
01
第
4層

空
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

10
YR
7/
2
25
Y7
/2
ナ
デ
指
オ
サ
エ

板
ナ
デ
す旨
オ
サ
エ

内
外
面
に
接
合
痕

32
8
P-
76
B
C-
6 
第
4層

鍵
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

10
YR
6/
3
25
Y4
/ユ

ナ
デ

口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
板
ナ
デ

17
4

12
36
1-
1
P-
13
2
SR
20
1第
4用

聖
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

Ю
YR
6/
3
10
YR
6/
3
口
縁
都
～
胴
部
上
位
指
オ
サ
エ
の
ち

ナ
デ
、
1同
部
板
ナ
デ

日
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、州
‖
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

ヘ
ラ
ケ
ス
リ
の
ち
ナ
デ

17
8

P-
13
3
SR
20
1 
ヨ
ヒ
 
第
4層

47
10
YR
5/
1
10
YR
5/
2
ハ
ケ
メ

肺 中
卜
中
1立
ヘ
ラ
タ
ス
リ
の
ち
ナ
デ
、

「
～
下
f~
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
付
蒲

18
2

AB
-7
 
第
4層

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(4
40
)

7 
5Y
R6
/3

5Y
R5
/判

日
縁
言
[ナ
デ
、
体
舌
Б
上
イ立
ハ
ケ
メ
の

ち
ナ
デ
、中
位
～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

日
縁
音
ト
ナ
デ
、体
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

18
3

AB
-7
 
第
4燿

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/6
5Y
R6
/6
口
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、体
旨
h^

ラ
ケ
ズ
|)
の
ム
十
デ

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

内
而
風
化

18
4

P-
27
4
SR
20
1 
封
ヒ
 
第
4層

弘
生
後
期
後
棄
～
終
末
期
(4
64
)

10
YR
6/
1
10
YR
6/
3
口
縁
浅
い
凹
線
2粂
ナ
デ
、体
部
上

位
ハ
ケ
メ
、
中
位
～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

日
縁
都
ナ
デ
、 体
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
下
位
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち

ハ
ケ
メ

18
5

P-
32
0
AB
-7
 
第
4層

株
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(4
32
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
日
稼
部
ナ
デ
、
体
部
タ
タ
キ
の
ち
ナ
口
縁
部
ナ
デ
、体
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

18
7

77
D

SR
20
1第
4層

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
68
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(痕
跡
若
り
)

ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(痕
跡
有
り
)

19
0

75
9
A～
C
(2
72
A)
B-
5 
第
4層

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

50
7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/6
口
縁
部
ナ
デ
、体
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ひ

び
割
れ
痕

ナ
デ
指
オ
サ
エ

C-
6 
第
4層

弥
生
後
期
後
蛯
～
終
末
期
(1
32
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
ナ
デ
ひ
び
割
れ
痕

口
縁
都
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、体
都

ナ
デ

19
3

76
0
ウ Ａヽ
Ｃ
FG
-2
～
4 
第
4層

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(8
6)

7 
5Y
R6
/6
10
Yミ
6/
3
ケヽ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

外
面
風
化

19
4

12
76
9
P-
32
1
AB
-3
～
5
第
4層

弥
生
中
期
前
菜

76
7 
5Y
R6
/4
5Y
R6
/6
体
剖
`中

1豆
ナ
デ
櫛
柘
波
状
文
3条
、

下
位
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ
指
オ
サ

エ
、底
部
板
ナ
デ

仮
ナ
デ
オ旨
オ
サ
エ

76
4
A～
C

(ワ
72
C)
GH
-3
4 
第
4層

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(9
9)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4

ケヽ
メ

口
縁
都
～
体
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、体

部
中
位
ハ
ケ
メ
、
下
位
ナ
デ

外
面
剥
jl
l

ナ
デ

19
7

P-
27
1
Ｃ・
６ 筋
FG
-2
～
4

鉢
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
29
)

5Y
R5
/4
5Y
R5
/4

口
稼
郡
ヨ
コ
ナ
デ
歳
い
LH
」
線
3条
、

体
郎
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

回
縁
郡
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
剖
`ヘ

ラ
ミ
ガ
吉
備
系



図
版
番
号
写
真
図
版
整
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番
号
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遺
構
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

19
8

75
4
P-
26
9
E-
1
第
4層
直
上

高
然

弥
生
中
期
後
菜

(2
40
)

25
Y6
/1

25
Y6
/ユ
杯
部
上
位
ナ
デ
凹
線
2条
、
中
位
～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

不
部
端
副
`上

面
凹
線
2条
、 不
部
上
位

ナ
デ
、
中
位
～
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ

74
9
P-
31
6
ab
CD
-3
4 
第
4層

高
郭

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

17
5
2 
5Y
R6
/6
5Y
R6
/6

不
部
上
イヱ
ハ
ケ
メ
の
ち
ン ＼
ラ
ミ
ガ

キ
ナ
デ
、
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、脚
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
、
編
瑞
部
刻
日

不
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、脚

部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
指
オ
サ
エ
、
裾
部
ハ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ
指
オ
サ
エ

脚
部
に
透
か
し
孔

75
3
P-
31
9
C-
6
第
4層

高
郭

古
墳
時
代

(1
68
)
12
8
11
 2
5Y
R6
泡
7 
5Y
R6
/4
恥
舌
卜
上
1ヱ
～
卜
1ヱ
ヘ
フ
ミ
ガ
キ
の
ち

ナ
デ
、
中
位
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
脚
都
ヘ
ラ

ケ
ズ
')
経
菩
氏
十
デ

不
剖
'上
1ヱ
ナ
デ
、」
4ヽ
罰
`甲
1こ
～
卜
4ヱ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ
、
脚
部
ナ
デ
、

裾
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕
、
脚
部
に
透

か
し
了
L4
カ
所

75
2

A-
3 
4 
SR
20
1第
4層

高
不

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
脚
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
裾
部
ヨ
コ
ナ
デ
閉
'罰

,お
ラヽ
タ
ス
リ
X交
り
反
、
裾
剖
`ヨ
内
タ
ト
面
剥
離

P-
31
8
C-
6
第
4屠

高
14
N

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2

lH
l吾
卜
と
4立
ハ
ケ
メ
ヨ
ヨ
ナ
デ
、下
イ立

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
裾
部
刻
目
凹
線
1粂

ヨ
ヨ
ナ
デ

ナ
デ

外
面
剥
/1
11

20
7

12
P-
37
8
C-
56
FG
-2
～
4

第
5層

一 更
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

54
 0
7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3

回
縁
竹
管
文
ヨ
ヨ
ナ
デ
、頸
部
ハ
ケ

メ
突
帯
1条
、
胴
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、底
部
ク
タ
キ
(痕
跡
有

り
)
チ
デ

日
縁
郡
ヨ
コ
ナ
デ
ー
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
ー
部
ナ
デ
、
1同
部

上
位
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
中
位
ハ
内
面
に
接
合
痕
下
半
剥
離

20
8

60
6

CD
-3
4 
第
5層

一 笠
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
52
)

25
Y6
/1
25
Y6
/3
回
縁
郡
ナ
デ
指
オ
サ
エ
、
頸
部
ハ
ケ
ナ
テ

20
9

C-
7 
SR
20
1第
56
層

一 霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
13
4

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
継
部
ナ
デ
、
頸
舌
ト
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
郡
～
類
音
ト
ハ
ケ
メ
、
頸
部
下
半

ハ
ケ
メ
の
ム
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
面
に
接
合
TR

】 Ａ・
Ｄ 鰤
CD
-3
4 
第
5用

士 褻
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
22
)

10
YR
6/
2
10
YR
5/
2
日
縁
端
部
ナ
デ
、
口
縁
部
～
頸
部
ノ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ
寸
旨
オ
サ
エ

ナ
デ
指
オ
サ
エ

内
面
に
接
合
痕

58
9

C-
5 
SR
20
1第
5層

“ 箆
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
84
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
回
縁
端
郡
ナ
デ
、
日
縁
部
～
頸
部
ノ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

12
56
5
P-
22
0
EF
-2
～
4 
第
56
層

一 霊
殊
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
17
 6
64
36
 4
10
YR
6/
4
10
YR
4/
ユ

口
稼
蔵
い
世
線
1条
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
日

縁
都
～
頸
都
ナ
デ
す旨
オ
サ
エ
、胴
部

タ
タ
キ
の
ち
ナ
デ
、 底
都
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
の
ム
ナ
デ

日
縁
都
～
頸
部
ナ
デ
、胴
都
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

21
3

5招
Э
P-
22
3
BC
-3
47

第
5層
 
黒
色
砂
層

壷
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

5Y
R6
/6
7 
5Y
R6
/4
回
縁
都
～
頸
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 胴
部
ノ

ケ
メ
、胴
部
境
に
凹
線
1条

日
縁
音
bヨ
コ
ナ
デ
、
鋲
音
ト
ハ
ケ
メ
の

ち
ナ
デ
、胴
部
上
位
ナ
デ
指
オ
サ

エ
、
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
、
下

位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

13
58
6
P-
23
0
Ef
-2
～
4 
SR
20
1第

56
層
 
黒
色
砂
層

一 霊
殊
生
後
期
後
葉
～
絡
末
期

5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/2
日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頸
部
～
胴
部
ハ

ケ
メ
、
胴
部
上
位
に
タ
タ
キ
(痕
跡
有

り
)

口
稼
普
卜
～
類
部
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
胴
部
上
半
指
オ
サ
エ
、
胴
部
ヘ

ラ
ケ
ズ

I

内
外
面
に
接
合
痕

21
5

13
P-
23
3
BC
-7
 
第
5層

一 豆
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/4
回
縁
部
～
頸
部
上
位
ナ
デ
、 頸
都
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、

‖同
都
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
の
ム
ナ
デ

口
縁
部
～
頸
部
ナ
デ
、鎮
部
一
部
′`

ケ
メ
■
旨
オ
サ
エ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
内
面
に
接
合
痕

P-
22
5
EF
-2
～
4 
第
56
層

〓 璽
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
62
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
口
縁
端
部
ナ
デ
、
回
縁
部
～
胴
部
ノ

ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、胴
部
境

1

ナ
デ

口
縁
都
ハ
ケ
メ
、
頭
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

胴
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

内
面
に
接
合
痕

P-
22
6
EF
-2
～
4 
第
56
届

壷
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
58
)

10
YR
6/
3
Ю
YR
6/
2
日
縁
部
ナ
デ
指
オ
サ
エ
、
頸
部
ハ
ケ

メ
、
1同
部
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

に
I稼
部
ナ
ガ
、
類
部
指
オ
サ
エ
の
ち

ハ
ケ
メ
、
頸
部
～
胴
部
指
オ
サ
エ
の

祐
ナ
デ

CD
-3
4 
第
5層

一 堕
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
56
)

5Y
R6
/6
7 
5Y
R6
/4
口
縁
凹
線
1条
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

指
オ
十
ェ

ナ
デ
指
オ
サ
エ

内
面
に
接
合
痕

57
6

C-
7 
SR
20
1第
5眉

一 笙
殊
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

7 
5Y
R6
�
7 
5Y
R7
/4
J稼
凹
線
1条
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
日
稼
罰
∫

ハ
ケ
メ
の
ち
粗
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
顎

都
タ
タ
キ
の
ム
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 頸
部
ナ

デ
内
外
面
に
接
合
痕

坐
59
2
P-
23
5
CD
-3
4 
第
5層

一 堕
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
49
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
回
縁
凹
線
1条
ナ
デ
、
日
縁
都
～
頸

部
ハ
ケ
メ
、
顕
部
沈
線
1粂

内
面
に
接
合
痕

44
P-
22
9
EF
-2
～
4 
第
56
層

一 霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

25
Y6
/1

25
Y6
/ユ

口
稼
霞
い
凹
線
1条
ナ
デ
、
類
部
ノ

ケ
メ

坐
57
4

じ
つ
-3
4 
第
5)
暫

壷
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
90
)

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
3
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、 顕
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
ナ
デ
指
オ
サ
エ

44
60
4

EF
-2
～
4 
第
56
層

一 璽
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
58
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/4
口
縁
部
ナ
デ
指
オ
サ
エ
、頸
部
ハ
ケ

メ
ナ
デ

ナ
デ
指
オ
サ
エ

C-
56
 
第
5層
 
砂
届

弥
生
後
期
後
粟
～
終
末
期
(2
00
)

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

そ合
痕

58
2

D-
12
 
第
5層

一 堕
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
3
日
縁
郡
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
頸
部
ナ

デ
指
オ
サ
エ



図
版
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避
構
 
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期
冊

瓜
袴
Cm

(復
元
)

備
考

外
面

(1
40
1

C-
6 
第
5層
 
砂
層

弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
36
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
口
縁
剤
`ナ

デ
、
頸
罰
`ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
蜘

常
R下
付
ナ
デ

口
縁
端
部
ナ
デ
、
頸
部
板
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕

22
8

60
8
P-
26
1

A～
D
C-
5 
SR
20
1第
5層

黒
色
砂
届

一 更
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

25
Y6
/2
25
Y6
/2
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ー
部
ハ
ケ
メ
、胴
都
境

に
刺
突
文

ナ
デ
ー
部
ハ
ケ
メ

内
タ
ト
面
剥
離

60
3

FG
-2
～
4 
第
5層

一 笠
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

10
YR
6/
2
25
Y5
/1
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
,、
胴
罰
`境

刻
目

顕
郡
板
ナ
デ
、胴
wr
l指
オ
サ
エ
の
ち
内
面
に
17
A合
摂

60
9
A～
D
EF
-2
3 
第
5屠

壷
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)、
胴

部
境
に
刺
突
文
の
あ
る
貼
り
付
け
突

帯

ナ
デ
、胴
部
境
に
指
オ
サ
エ

外
面
剥
‖
[内
外
面
に
接
合

痕

】 用 ぃ
SR
20
1第
5層

一 霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(2
08
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
凹
線
1条
、
口
縁
都
鋸
歯
文
ナ

デ
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

AB
C-
56
 
第
5屑

一 霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(2
72
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
日
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

断
面
に
接
合
反

P-
23
1
C-
5 
SR
20
1第
5層

長
頸
第
弥
生
後
朗
後
葉
～
終
末
期
73

10
YR
6/
2
10
YR
6/
1
日
稼
音 ト
ナ
デ
■
旨
オ
サ
エ
、類
部
ハ
ケ

メ
の
ち
ナ
デ
キ旨
オ
サ
エ

ヨ
縁
都
～
頸
部
上
位
ナ
デ
指
オ
サ

エ
、
朝
訂
`下

位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

23
4

P-
39
4
SR
20
1第
56
層

長
頸
壷
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
70

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
部
ナ
デ
、頸
部
上
位
ナ
デ
、
中

付
～
下
付
ハ
ケ
メ
Л同
書
Ь
ミ
ガ
キ

日
縁
剤
∫～
頸
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

61
7-
3
P-
39
5
EF
-2
～
4 
第
5嬉

長
頸
塩
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期

18
7 
5Y
R5
/3
7 
5Y
R5
/3

胴
部
境
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
上
半
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)、
中
位

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)、

ド
半
～
底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

胴
部
境
ナ
デ
、上
半
指
オ
サ
エ
、下
半

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

讃
岐
系

13
P-
18
5
FG
-2
ヽ
4 
第
5居

” 霊
弥
生
中
期
末

(1
68
)

5Y
R7
/6
7 
5Y
R7
/3
頸
部
世
1線
5～
6粂
櫛
描
波
状
文
1

条
、
lΠ
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
櫛
描
波

日
縁
～
頚
部
ナ
デ
ー
部
ハ
ケ
メ
の

ち
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

59
1
P-
23
4
C-
6 
第
5層

壷
弥
生
中
期
中
莱

(2
52
)

5Y
R7
/6
5Y
R6
/6
口
縁
刺
突
文
、
日
縁
部
～
鎮
部
ハ
ケ

メ
の
ち
ナ
デ
指
オ
サ
エ

ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
わ
す
か
に
指
オ
外
面
に
接
合
痕

P-
19
6
D-
1
2
第
5層

ｒ 霊
弥
生
中
期
末

(1
64
)

10
YR
6/
2
10
YR
5/
3
口
縁
上
向
に
lH
H線
2条
、
日
稼
罰
'世

椒
3条
、
頸
都
板
ナ
デ
、胴
部
境
に
TH
線
1

条
板
ナ
デ
、
頸
部
下
方
に
指
オ
サ
エ

A～
つ
C-
5 
SR
20
1第
5層

黒
色
砂
層

一 臣
弥
生
中
期
末

(1
60
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
凹
線
4条
ヨ
コ
ナ
デ
、頸
都
「
II

線
6粂

口
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
凹
線
1条
、
頸
部

ヨ
ヨ
ナ
デ

P-
23
6
SR
20
1第
5層

長
頸
五
殊
生
中
XJ
l後
葉

(6
2)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
部
凹
線
4粂
、
顕
部
櫛
描
文
6条
、

胴
部
櫛
描
廉
状
文
5条
束
1突
文
ナ
口
縁

r/
1・

ヽ
鋲
部
上
半
ナ
デ
(I
果

痕
)、
顎
都
下
半
～
胴
都
上
半
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
、
‖R
部
ナ
デ
1旨
オ
サ
エ

58
超
P-
19
8
CD
-3
4 
SR
20
1第
5

層
 
黒
色
砂
層

夢
(2
74
)

5Y
R6
/6
5Y
R6
/4
口
縁
凹
線
3粂
ナ
デ
板
ナ
デ

板
ナ
デ

24
2

FG
-2
～
4 
第
5悟

壺
弥
生
中
期
後
来

7 
5Y
R7
/3
10
YR
7/
3
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
櫛
描
文
4A
術
波

状
文

ナ
デ

SR
20
1第
5層

ケヽ
メ

45
A-
6 
第
5脳

一 霊
弥
生
中
期

5Y
R6
/6
10
YR
7/
2
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ
櫛
拙
波
】大
文
2粂
ハ
ケ
メ
ナ
デ
す旨
オ
サ
エ

45
も
R2
01
弟
う
層

里
任
秒
眉

一 堕
弥
生
中
期

10
YR
ν
2
ハ
ケ
メ
Fl
l術
文
2条
獅
描
殷
状
文
2

条
ナ
デ

45
FG
-2
～
4 
第
5層

一 亜
弥
生
中
期

7 
5Y
R6
/2
7 
5Y
R6
/2
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
榊
価
ll
k状
文
榊
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

45
A～
C
FG
-2
～
4 
第
5層

車̈
弥
生
中
期

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/2

ナ
デ

ナ
デ
櫛
描
波
状
文

45
抑 Ａヽ
Ｃ 卿
FG
-2
～
4 
第
5層

一 節
7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/4
ナ
デ
貼
り
付
け
突
帯
2条

ナ
デ

45
13

P-
23
2
SR
20
1第
5層

無
頸
壷
弥
生
中
期
前
菜

(1
10
)

10
YR
4/
1
10
YR
5/
2
ハ
ケ
メ
櫛
描
文
2条
櫛
枯
波
状
文
3

条
ナ
デ
指
オ
サ
エ

吉
備
系

13
P-
22
2
C-
6 
第
5眉
 
砂
層

一 一
殊
生
中
期
初
頭

18
4

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
稼
刻
日
 
ナ
デ
、
口
稼
罰
'～

類
舌
ト
ハ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、顕
部
櫛
IH
文
、
頸
都

下
半
ナ
デ

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

P-
26
0

A～
C
(2
60
A)

C-
7 
第
5層

黒
色
秒
膳

一 堅
弥
生
中
期
初
頭

(1
60
,

7 
5Y
R6
/3
5Y
R6
/3
口
縁
刻
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
ハ
ケ

メ
、
頸
都
下
位
刺
突
文

日
縁
部
ハ
ケ
メ
ー
部
ナ
デ
、
頸
部
サ

デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

25
3

13
58
7
P-
19
9
CD
-3
4 
第
5層

一 望
弥
生
中
期
初
頚

(2
12
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
縁
都
ナ
デ
、
顕
部
ハ
ケ
メ
沈
線
6

条
日
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ



図
版
番
号
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号
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遺
構
 
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

裏

58
3
P-
19
7
CD
-3
4 
第
5層

黒
色
砂
層

一 笠
弥
生
前
期
末

(2
6 
0)

7 
5Y
R5
/3

EI
稼
剤
`ナ

デ
、
頸
部
指
オ
サ
エ
の
ち

ハ
ケ
メ
蕨
1日
あ
る
貼
り
付
け
突
帯
3

姿

日
縁
剖
`ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、頸
部
指
オ
サ

エ
の
ち
ナ
デ

25
5

P-
19
5
A-
6 
第
5～
8層

砂
際
層

“ 亜
弥
生
前
期
末

(2
18
)

10
YR
6/
4
10
YR
5泡
H稼
剖
'ナ
デ
、
類
削
'ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
C

ち
ナ
デ
対
与
り
刊
け
突
帯
3条
ハ
ケ

メ
の
ム
チ
デ

ナ
デ

P-
22
4
SR
20
1第
5層

十 里
弥
生
後
ll
l後
業
～
終
末
期
(7
8)

10
5
7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
2
に
I縁
部
～
胴
部
上
半
ナ
デ
、 胴
部
ノ

ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
稼
予
∫～
】阿
舌
卜
上
十
指
オ
サ
エ
の
ち

サ
デ
下
半
ハ
ケ
メ
ナ
デ

内
産
に
接
合
反
、
底
面
に
4

57
2

CD
-3
4 
第
5幡

卜 空
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(9
6)

5Y
R5
/4
5Y
R6
/6
日
稼
副
`ナ

デ
、
数
割
`～

la
l剤

`ヘ
ラ
ミ

ガ
キ

日
縁
部
ナ
デ
、
II
Il
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

56
6
P-
22
1

悟
第 扇
５ 帥
Ｃ
一 隔

一 霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(6
1)
(2
8)
72
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
ナ
デ

口
稼
西
卜
～
類
煮
ト
ナ
デ
、】
悧
部
ヘ
ラ
ケ

ズ
,,

26
0

14
59
8
P-
23
7
CD
-3
4 
第
5壻

一 空
弥
生
後
期
後
葉
ヽ
終
末
期

22
9均
7 
5Y
R6
/2
10
YR
5/
2
口
縁
部
～
l 
lt
tb
 E
半
ナ
デ
、
lF
l部
下

半
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、底
面
ナ
デ

日
縁
都
ナ
デ
、
胴
部
上
位
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
中
位
ナ
デ
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
胴
部
に
穿
孔

10
YR
6/
2

B-
5 
SR
20
1第
5層

26
3

D-
12
 
第
5層

80
7 
5Y
R7
/3
7 
5Y
R6
/4
底
郡
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
底
商
ナ
デ

指
オ
サ
エ

板
ナ
デ
イ旨
オ
サ
エ

P-
23
8
D-
12
 
第
5層

一 堕
65

10
YR
5/
2
10
YR
ツ
2
底
rl
iヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

関
タ
ト
ロ
刺
離
、タ
ト
血
に
ス
ス

大
号
に
付
芳

46
P-
95
B-
4 
第
5層

里
`秒
扇

一 電
42

25
Y5
/2
10
YR
6/
2
指
オ
サ
エ
の
ち
lx
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

47
22
3
P-
10
4
CD
-2
～
4 
第
5層

黒
色
砂
層

艶
殊
生
後
朗
後
菜

15
4

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
曰
縁
部
ナ
デ
、
1同
部
と
位
タ
タ
キ
の

ち
ハ
ケ
メ
、
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち

ナ
デ

日
縁
都
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 胴
部
上
位
指
オ

サ
エ
、
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
lk
t化

21
3
P-
10
0
BC
-7
 
第
5層

発
弥
生
後
期
後
来

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
上
位
タ
タ
キ
、
中

位
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

L松
予
ト
ナ
デ
、 川
刺
Ib
ヘ
ラ
タ
ス
リ
の

ち
ナ
デ

外
面
lp
t化
、
内
面
求
J糾
F接
合

47
26
8

EF
-2
～
4 
第
56
層

菱
弥
生
後
期
後
葉

(1
30
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/4
口
稼
音
bヨ
コ
ナ
デ
、
‖ 川
郡
タ
タ
キ
の

イ
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ハ
ケ
メ
、
ll
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
外
面
に
ス
ス
付
着

P-
10
3
じ
じ
-4
 
も
RZ
υ
ユ
第
5悟

黒
色
砂
層

発
林
生
後
期
後
葉

(1
1

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
タ
タ
キ
の
ち
ノ

ケ
メ
、
Ji
位
指
オ
サ
エ

日
縁
部
ナ
デ
、胴
都
板
ナ
デ

外
ll
l風
化
、
内
面
に
接
合
痕

47
27
9-
2
P-
11
3
SR
20
1第
5砦

里
t勤
眉

斐
殊
生
後
期
後
菜

10
YR
6/
3
25
Y6
/2
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、川
可
部
ハ
ケ
メ
口
縁
部
板
ナ
デ
、胴
都
指
オ
サ
エ
の

ち
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
狩
若

22
0
P-
10
2
C-
6
第
5層

兜
弥
生
後
期
後
業

(1
52
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、胴
都
ノ

ケ
メ
の
ち
タ
タ
キ

口
稼
予
ト
ハ
ケ
メ
、川
可
者
b上
位
指
オ
サ

エ
の
ち
ナ
デ
、Л
同
都
■
〕 位
ヽ
下
位
ヘ

ラ
ケ
ズ

,

内
外
面
に
ス
ス
付
渚

27
2

B-
O 
SR
20
1第
5層

黒

“

砂
房

魏
弥
生
後
期
後
業

(1
40
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2

日
縁
部
ナ
デ
、
l・
l部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
J稼
剖
Ⅲ ナ
デ
、 "
口

刊
`ナ

デ
ヘ
ラ
ケ
ス

リ
外
面
に
接
合
痕

27
3

P-
11
0
GH
-3
4 
第
5層

寛
弥
生
後
期
後
葉

12
6

10
YR
7/
3
7 
5Y
R6
/2
口
稼
舌
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、〕
,1
郡
ハ
ケ
メ
の

ち
ナ
デ

口
縁
部
ハ
ケ
メ
、
lF
l部
ナ
デ
、上
位
指
外
面
風
化
、
内
面
に
接
合
狼

P-
10
7
FG
-2
～
4 
第
5層

斐
弥
生
後
期
後
莱

16
2

10
YR
6/
4
10
YR
6/
4
日
縁
部
～
胴
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、‖
Π

部
ハ
ケ
メ

日
稼
那
～
胴
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、
ll
l

吉
Lヘ
ラ
ケ
ズ
1)

外
面
に
ス
ス
ll
着

P-
98
EF
-2
～
4 
第
56
層

究
弥
生
後
期
後
莱

14
0

7 
5Y
R6
/6
7 
5Y
R5
/4
口
縁
郡
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
郡
上
位
ハ
ケ

メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、
中
位
粗
い
ハ
ケ

メ
、
下
位
和
‖
い
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
上
位
指
オ

サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
中
位
～
下
位
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
多
量
に
刊
若

27
6

P-
10
1
BC
-7
 S
R2
01
第
56

層
斐

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
13
6

10
YR
6/
4
10
YR
6/
3
口
縁
部
タ
タ
キ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
わ

ず
か
に
指
オ
サ
エ
、
胴
部
タ
タ
キ
の

ム
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
の
ち
1旨
オ
サ
エ
板
ナ
デ

23
7

FG
-2
～
4 
第
5層

楚
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
7
1)

10
YR
6/
2
7 
5Y
R6
/4
口
稼
茂
い
世
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、
lr

都
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
ツ
ケヽ
メ
、胴
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
付
着

47
27
8

15
20
8
P-
28

SR
20
1第
56
屠

■
弥
生
後
瑚
後
葉
～
終
末
期
14
 1

60
24
5
5Y
6/
6
7 
5Y
R4
/3

日
縁
部
～
】同
部
上
位
指
オ
サ
エ
の
ち

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
1何
部
中
位
タ
タ
キ
の
ち

ハ
ケ
メ
、
下
位
タ
タ
キ
の
ち
ヘ
ラ
ミ

日
縁
部
ヽ
胴
部
上
位
ヨ
ヨ
ナ
デ
寸旨

オ
サ
エ
、胴
部
中
位
～
下
位
ヘ
ラ
ケ

ズ
i,

外
面
風
化
、
内
面
に
接
合
痕

27
9

15
P-
26
CD
-3
4 
第
5層

変
殊
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
11
 6
(5
6)
17
9
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
‖ 同
都

上
位
～
中
位
ハ
ケ
メ
の
ち
タ
タ
キ
、

下
付
ハ
ケ
メ

日
縁
青
卜
～
〕阿
部
上
十 '
指
オ
サ
エ
の
ち

ナ
デ
、
胴
部
中
小
と
～
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
内
面
に
接
合
痕

艶

EF
-2
～
4 
第
56
層

変
弥
生
中
期
後
業

(2
40
)

5Y
R6
/3
10
YR
6/
2

日
縁
部
ナ
デ
、胴
刊
`ナ

デ
ハ
ケ
メ

(痕
跡
有
り
)

15
P-
27
C-
7 
SR
20
1第
56
解
発

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
11
 8

10
YR
6/
2
10
YR
7/
3
回
縁
部
～
胴
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、胴

部
中
位
～
下
位
ハ
ケ
メ
、
底
部
ヨ
コ

ナ
デ

口
稼
舌
卜
～
J阿
音
卜
J■
位
ヨ
コ
ナ
デ
、
丹同

言
h上
位
～
中
位
ナ
デ
、
下
位
ヘ
ラ
ケ

ズ
,,

外
面
に
ス
ス
付
着

48
15

P-
58
FG
-3
4 
北
 
第
5耳

粘
土
層

聖
弥
生
後
期
後
来
ヽ
終
末
期
(1
46
,

5Y
R5
/3
10
YR
6/
3
回
縁
LR
線
1条
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ

デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ナ
デ
、胴
部
上
位
～
中
位
指

オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ

し
つ
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式
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時
期

備
考

外
面

28
4

P-
99
CD
-3
4 
第
5層

黒
色
砂
層

斐
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
15
 0

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
日
縁
凹
線
ユ
条
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
BF
嘲
'上

位
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、
中
位
ハ

ケ
メ

日
縁
都
～
胴
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、胴

部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
商
に
ス
ス
付
着

28
5

P-
10
8
GH
-3
4
第
5層

斐
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
14
0

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
凹
耀
条
ナ
デ
、
禦
剤
`に

l■
反
、

胴
部
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ナ
デ
、 胴
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
の

ち
指
オ
サ
エ
ナ
デ

48
P-
68
B-
6 
第
5層

黒
褐
色
砂
層

箋
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
83
)

25
Y5
/2
25
Y5
/2
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
上
位
板
サ

デ
の
ち
ハ
ケ
メ
、
中
位
～
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
上
4立
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
の
ち
指
オ
サ
エ
ー
部
ハ
ケ

メ
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕
、 外
面
に
ス

ス
付
着

48
第
〕
雪

疑
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
69
)

75
Y6
/4
5Y
R6
/6
回
縁
凹
線
2粂
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
部
上

位
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
、
中
位
～
ハ

ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
】同
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
板
ナ
デ
ー
都
ハ
ケ

メ

`痛

琳
右
り
)

外
面
口
縁
都
剥
tI
L、
外
面
に

ス
ス
Il
着

28
8

BC
-3
4 
第
5層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
54
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
凹
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
′

ケ
メ

日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
】 同
部
上
に
指
オ

サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
外
面
剥
謝
|

28
9

GH
-3
4 
第
5層

菱
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
46
)

25
Y7
/3
25
Y7
/2
口
縁
部
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ

口
縁
部
～
胴
部
上
位
ナ
デ
、胴
都
中

位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
イ
旨
オ
サ
外
面
に
ス
ス
付
着

49
29
0

GH
-3
4 
第
5層

疑
弥
生
後
期
後
葉
ヽ
終
末
期
(1
64
)

10
YR
6/
2
25
Y6
/2
口
縁
」
線
1粂
ヨ
ヨ
ナ
デ
、川
J剤
'上

位
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
1同
部
中
位
タ

タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

回
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ナ
デ
才旨
オ
サ
エ

49
27
9-
1

B-
6 
第
5′
旨

畢
tl
秒
層

奏
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
28
)

5Y
R5
/4
5Y
R5
/6
口
縁
部
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、胴
部
ハ
ケ
メ
回
縁
部
ハ
ケ
メ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

29
2

23
4

FG
-2
～
4 
第
5層

発
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期

25
Y5
/2
10
YR
7/
3
口
縁
凹
線
2条
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ
口
縁
音
ト
ナ
デ
、】
同
晋
b板
ナ
デ
ヘ
ラ
ク

ズ
1,

25
8

CD
-3
4 
SR
20
1第
5
霙

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
42
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
口
縁
凹
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、
41
1罰

`ノ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、1
同
都
ヘ
ラ
ケ
ス

リ
の
ち
ナ
デ

外
面
風
化

SR
Z0
1第
5
菱

弥
生
後
刻
後
葉
～
終
末
期
(1
50
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R7
/4
日
縁
凹
線
2条
、
口
縁
罰
`～

EE
l剖

`上
恒

ョ
コ
■
デ
Л同
部
ハ
ケ
メ

日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ナ
デ
甘
旨
オ

サ
エ

外
面
に
ス
ス
付
冠

C-
56
 
第
5層
 
砂
婚
鍵

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
52
)

10
YR
5/
2
10
YR
6/
3
日
縁
都
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
ナ
デ

外
向
剥
7t
t、
関
タ
ト
血
に
接
合

GH
-3
4 
第
5層

艶
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
49
)

10
YR
6/
3
10
YR
5/
3
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
部
に
位
ハ
ケ

メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、
中
位
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
‖同
剤
∫ 指
オ
サ
エ

C-
6 
第
5層

変
株
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
52
)

10
YR
6/
3
25
Y6
/2
口
縁
部
～

"同

詈
l■
1立
ナ
デ
、】
刷
音
ト
タ
日
縁
部
ナ
デ
、
胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

P-
66
EF
-2
-4
 
第
56
層

疑
祢
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
60
)

10
YR
6/
2
Ю
YR
6/
2

|コ
縁
凹
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
上

位
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、
中
位
ハ
口
縁
都
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 胴
部
上
位
指
オ

サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

30
0

CD
-3
4 
第
5層

斐
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
66
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
」
縁
凹
線
2粂
、
日
縁
都
～
胴
部
上
位

ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
都
中
位
ハ
ケ
メ

口
縁
部
～
】 同
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同

部
中
位
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

BC
-7
 
第
5層

疑
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
30
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
口
縁
甜
'ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ
、
Л同
部
ハ
ケ
ナ
デ

C-
6 
第
5層
砂
層

舞
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
70
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
凹
線
1条
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
部
ノ

ケ
メ

回
縁
部
～
ll
R部
上
位
ナ
デ
、‖
同
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

外
面
風
化

30
3

B-
2～
4 
SR
20
1第
5属

黒
色
砂
層

堕
株
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
46
)

10
YR
5/
2
10
YR
5/
2
口
縁
剤
`ナ

デ
指
オ
サ
エ
、
胴
剤
`ハ

ク
回
稼
剖
`ナ

デ
、l
l■
l刊

`上
1ヱ
宿
オ
サ
エ

の
ム
ナ
デ
、
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

讃
岐
系
、 外
面
に
ス
ス
付
着

30
4

P-
10
5
BC
-3
4 
第
5層

聖
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
42
)

10
YR
6/
2
25
Y6
/2
日
縁
凹
線
1条
、
日
縁
部
～
胴
部
上
位

ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ナ
デ
、胴
部
上
位
指
オ
サ
エ
、

1同
著
Kヘ
ラ
ケ
ズ
1'

GH
-3
4 
第
5層

発
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
73
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
回
稼
凹
線
ユ
条
ヨ
コ
ナ
デ
、
削
剖
'ノ

ケ
メ

日
稼
剖
`ヨ

コ
ナ
デ
、
Br
l酎
,君
ォ
サ
エ

の
ち
ナ
デ

外
面
剥
離

27
3

GH
-3
4
第
5層

発
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
60
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R5
/4
口
縁
凹
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
部
ノ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ
、胴
部
上
位
に
わ
す
か
に
指
オ

サ
エ

外
面
風
化

23
8

GH
-3
4 
第
5居

変
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
70
)

10
YR
6/
3

口
稼
凹
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、4
11
剖

`′
ケ
メ

口
縁
ri
jヨ
ヨ
ナ
デ
、
】
同
剤
`指

オ
サ
エ
タ ト
面
剥
i4
1

15
23
9

EF
-2
3
第
5屠

変
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
82
)

10
YR
6/
3
25
Y6
/2
口
縁
剖
`ナ

デ
、打
口
部
タ
タ
キ
の
ち
ノ

ケ
メ

ナ
デ
、胴
郡
上
位
に
タ
タ
キ
の
当
て

具
痕

26
6

C-
5 
第
5層
 
砂
層

型
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
26
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
回
縁
舌
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
舌
bタ
タ
キ
の

ち
ハ
ケ
メ

口
縁
部
板
ナ
デ
、
脚
部
ヨ
コ
ナ
デ
指

オ
サ
エ
の
ム
チ
デ

P-
64

変
弥
生
後
期
後
茉
～
終
末
期
(1
42
)

10
YR
6/
3
25
Y6
/2
回
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
日
縁
部
～
胴
部
上
位
ナ
デ
、
胴
部
中

位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
付
着

「
30

26
2

E～
G-
2～
4 
第
5層

変
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
50
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2

回
縁
部
ナ
デ
、
】 口
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
ナ
デ
、】
同
部
上
4立
に
わ
す
か
1こ
す旨
オ
内
外
面
剥
離

GH
-3
4 
第
5層

魏
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
31
)

10
YR
6/
2
25
Y6
/2

口
稼
凹
線
1条
、
口
縁
剖
'ヨ

コ
ナ
ガ
、

胴
都
ハ
ケ
メ

口
稼
七
い
～

"刷

音
卜
上
豆
ヨ
コ
ナ
ア
、
胴

部
上
位
～
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

GH
-3
4 
第
5層

霊
弥
生
後
剰
後
菜
～
終
末
期
(1
36
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
口
縁
部
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
罰
`タ

タ
キ
の
イ
ハ
ケ
メ

口
稼
乱
`～

lH
ヨ
'上
位
ナ
デ
、
lr
l剤

`上
ri
タ
ク
キ
の
当
て
具
蕉
の
ち
ナ
デ
外
面
に
ス
ス
付
着

27
2

BC
-4
 
第
5)
瞥

馳
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期

2)
7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
2
口
稼
剖
∫
～
胴
剖
`上
匡
ナ
デ
、
別
J 
al
S 
t

位
～
わ
ず
か
に
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ

外
面
に
ス
ス
句
着



図
版
番
号
写
真
図
版
整
理
番
号
撮
影
番
号

遺
構
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

CD
-3
4 
第
5層

墾
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
44
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
口
縁
部
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
、1
同
部
ハ
ケ

メ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ

C-
6 
第
5層
 
砂
層

鍵
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
46
)

25
Y3
/ユ
25
Y5
/2
回
縁
凹
線
I条
ナ
デ
、
1同
部
上
位
ヨ

コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ

∽
C-
7 
SR
20
1第
56
屠
甕

弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
58
)

10
YR
4/
1
10
YR
5/
2
口
稼
舌
ト
ナ
デ
、胴
晋
ト
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
ナ
デ
、】
同
者
卜
中
イ立
に
わ
す
か
に
1旨
オ
外
面
に
ス
ス
付
着

P-
11
1
C-
7 
第
5層

黒
色
砂
層

霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
22
)

5Y
3/
ユ
10
YW
/1
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
上
位
ハ
ケ
メ
、
中

位
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

位
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
中
位
ヘ
ラ

ケ
ズ
ウ

内
外
面
に
ス
ス
付
着

63
D

BC
-7
 
第
5層

菱
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
70
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/2
口
縁
浅
い
凹
線
I条
ナ
デ
、
頌
都
ハ

ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

25
3
P-
67
C-
7 
SR
20
1第
56
層
整

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
40
)

7 
5Y
R6
/6
75
Y郎
/4
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ガ 同
き
[ヘ
ラ
ケ
ス

1'
の
ム
ナ
デ
指
オ
チ
ェ

19
8
P-
63
FG
-2
～
4 
第
5層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

0)
7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/3
回
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
口
縁
昔
ト
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
ガ
、】
阿
旨
ト
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
わ
ず
か
に
キ旨
オ
サ
エ

外
面
剥
rt
lL

32
4

57
8
P-
22
7
B～
D-
34
 
第
5層

発
古
墳
時
代

92
10
YR
7/
3
10
YR
6/
2
回
稼
部
～
頸
罰
`ヨ

コ
ナ
デ
、l
 l
l部
ノ

ケ
メ

口
縁
部
～
頸
部
ナ
デ
、
1同
部
ヘ
ラ
ケ

ズ
i,
指
ナ
サ
ェ

20
0

BC
-7
 
第
5層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

1)
41

25
Y7
/2
25
Y7
/2
口
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、胴
部

ナ
デ

口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

32
6

16
P-
94
CD
-3
4 

第
5層

里
任
秒
目

褻
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
34
)

25
Y4
/1
10
YR
6/
3
回
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
】同
部

脩
十
デ

国
縁
部
板
ナ
デ
、 胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

の
ち
ナ
デ

P-
96
FG
-2
～
4 
第
5層

霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
34
)

25
Y4
/1
25
Y4
/1

固
稼
舌
卜
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
】同
剤
`

続
チ
デ

回
縁
剰
突
跡
、
口
縁
部
ナ
デ
、1
阿
剖
幹

ラ
ケ
ズ
リ

内
面
剥
離

P-
10
9
EF
-2
～
4
第
56
層

艶
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
11
 1

11
3
10
YR
6/
2
5Y
3/
1
口
縁
部
～
胴
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同

部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
口
稼
舌
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、
la
l舌
ト
ヘ
ラ
ケ
ヌ

リ
指
オ
サ
ェ

16
P-
65
D-
1 
第
5層

変
弥
生
前
期
末

(3
42
)

5Y
R7
/4
5Y
R6
/4
日
縁
刻
日
、 胴
部
沈
線
4条
ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ

ナ
デ
、胴
部
上
位
指
オ
サ
エ

外
面
に
ス
ス
付
着

51
D-
1
2
第
5層

変
弥
生
前
期
末

(2
3 
8)

10
YR
7/
3
10
YR
7/
3
日
縁
刻
日
ナ
デ
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
音
h

ハ
ケ
メ
の
ム
十
デ
'″

綿
A峯

ナ
デ

23
2
P-
91
A～
D
B-
5 
第
5層

赤
褐
色
粘
土
層

窮
弥
生
前
期
末

(2
44
)

10
YR
6/
3
5Y
R6
/6
口
縁
刻
ロ
ナ
デ
、胴
部
ナ
デ

条
沈
線
5
ナ
デ

33
2

27
9-
3
P-
71
A
A-
6 
第
5～
8層

お
碑
届

斐
弥
生
前
期
末

(2
32
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
口
縁
刻
日
、
胴
部
櫛
描
文

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

33
3

27
6
P-
69
A～
D
A-
6 
第
56
層

砂
礫
層

疑
弥
生
前
期
末

(2
72
)

25
Y6
/3
10
YR
6/
3
口
縁
浅
い
亥
Jロ
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

指
オ
サ
エ
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
ナ
デ

外
面
風
イ
ヒ

33
4

27
7

B-
4 
第
5層

整
弥
生
前
期
末

(%
0)

5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/3
口
縁
刻
日
、】
同
音
ト
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

,オ
繰
ら
泰

ナ
デ
指
オ
サ
エ

51
33
5

16
A～
D
C-
7 
第
5層

葵
弥
生
前
期
末

(1
66
)

25
Y5
/1
10
YR
6/
2
日
縁
刻
ロ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
沈

線
5条

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕

51
P-
69
A～
D
A-
6 
SR
20
1第
5層

砂
層

奨
弥
生
前
期
末

(2
32
)

10
YR
7/
3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
刻
日
、胴
部
上
位
ナ
デ
沈
線
3

条
、 胴
都
中
位
ハ
ケ
メ

ナ
デ
指
オ
サ
エ

外
面
に
接
合
痕

16
Ｐ・
６９
Ａヽ
Ｄ い
CD
-3
4 
第
5層

斐
弥
生
前
期
末

(1
80
)

25
Y5
/】

10
YR
5/
2
口
縁
刻
目
の
間
に
沈
線
1条
ナ
デ

胴
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
沈
線
4条

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

51
33
8

Ｐ・
９‐
Ａ・
Ｄ い
EF
-2
3 
第
5層

菱
弥
生
前
期
末

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
3
口
縁
部
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
沈
線
7粂
辣
」 突
文

25
Э
蜘 Ａヽ
Ｃ 伽

SR
20
1第
5層

赤
褐
色
砂
礫
層

賽
弥
生
前
期
末

6)
5Y
R6
/6
7 
5Y
R6
/4
日
縁
刻
目
(不
明
瞭
)刺
突
文
、
胴
部

ナ
デ
沈
線
12
条
(6
単
位
カ
ワ
列
)刺

空
す

ナ
デ

外
面
に
接
合
痕

34
0

24
5
P-
71
A

B(
71
A)
SR
20
1第
5層

発
弥
生
中
期
初
頭

10
YR
5/
2
10
YR
6/
3
回
縁
罰
∫ ナ
デ
、胴
剖
`上
位
ナ
デ
櫛
猫

文
2条
櫛
描
波
状
文
テ
1点
文
、 胴
都

中
位
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ

24
0
A～
C
(7
0A
)

A-
6 
SR
20
1第
5層

赤
褐
色
砂
礫
層

墾
弥
生
中
期
初
頭

(2
56
)

10
YR
7/
4

口
縁
刻
日
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕

23
3
P-
91
A～
D
B-
5 
第
5層

赤
褐
色
粘
上
層

斐
弥
生
中
期
物
頭

(1
56
)

10
YR
5/
4
10
YR
6/
2
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

指
オ
サ
エ
ツ
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

外
面
風
化
鉄
分
付
着

5よ
34
3

26
3

EF
-2
3 
第
5層

発
弥
生
中
期
初
頭

(1
46
)

25
Y5
/2
25
Y6
/1

ナ
デ

日
稼
部
～
41
1部
上
位
ナ
デ
、
中
位
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
■
旨
オ
サ
エ

外
面
風
化

51
34
4

CD
-3
4 
第
5層

変
殊
生
中
期
初
頭

(1
40
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

回
稼
司
,ナ
デ
、
B 
II
l部
指
オ
サ
エ
の

ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着



図
版
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遺
構
 
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

内
面

16
蜘 Ａ・
Ｃ い
C-
6 
第
5層

甕
弥
生
前
期
末

(1
40
)

10
YR
5/
3
10
YR
5/
2
口
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
胴
部

沈
線
6条
(2
列
)の
間
に
斜
行
沈
線
板
ナ
デ
指
オ
サ
エ

断
面
に
接
合
痕

20
4
P-
97
BC
-3
～
5 
SR
20
1第

5層
 
黒
色
砂
思

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
10
5
47

11
 6
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
稼
剤
`～

l 
al
ョ
,上
イヱ
ナ
デ
、
胴
剤
`タ

タ
キ
の
ち
ナ
デ
、
下
位
ナ
デ

日
縁
都
板
ナ
デ
指
オ
サ
エ
、胴
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

内
外
面
に
接
合
痕

34
7

層
第
４ 婦
一 和

Ｃ も

ｂ 撃
発

弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期

10
YR
6カ
4
10
YR
6/
3
日
縁
部
ナ
デ
子旨
オ
サ
エ
、 胴
都
ナ
デ
口
縁
部
～
丹Π
部
上
位
ナ
デ
、4
Fl
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

外
面
剥
刊
t

34
8

28
7
P-
73
A-
56
苦
赤
砂
局
第
5層

発
10
YR
6/
2
7 
5Y
R6
/3

ケヽ
メ

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

(痕
跡
右
り
)

底
面
に
穿
孔

34
9

B-
5 
第
5膳

赤
褐
色
粘
土
唇

発
7 
5Y
R6
/4

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ

28
0

筵
10
YR
5/
3
10
YR
5/
2
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

板
ナ
デ

外
面
に
接
合
痕
タ
ト
面
に
ス

ス
付
着

28
3

ど
-0
 
も
RZ
∪
1第
b′
曽

鍵
44

25
Y6
/2

25
Y3
/ユ

胴
部
ハ
ケ
メ
、
底
舌
hヨ
コ
ナ
デ
、
鳳
血
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
外
面
に
ス
ス
付
着

レ
C-
7 
SR
20
1第
56
周
葵

[O
YR
7/
2
25
Y7
/2

1同
部
タ
タ
キ
の
ち
ナ
デ
、
底
部
指
オ

サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

ケヽ
メ
板
ナ
デ

レ
35
5

P-
72
LC
-4
 
第
5嬌

i6
(5
2)

5Y
R6
�
5Y
R6
/4

ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

底
面
に
穿
孔

P-
31
2
BC
-7
 S
R2
01
第
56
有
孔
鉢
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
15
7

12
0
25
Y6
/2
25
Y6
/2
ナ
デ
ひ
び
書
」れ
皮

ケヽ
メ

内
面
剥
謝
t底
面
に
穿
孔

35
9

74
8
P-
38
0
EF
-2
-4
 
第
56
層

抹
弥
生
後
却
1後
葉
～
終
末
期
30
6

10
YR
6/
1
10
YR
6/
2

ケヽ
メ
タ
タ
キ
(痕
跡
有
り
)

口
稼
罰
`ナ

デ
、 1
4N
剖

`上
半
ハ
ケ
メ
、

半
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

断
面
に
Iv
/合
痕

74
4

BC
-4
 
第
5層

鉢
弥
生
後
期
後
来
～
終
末
期
(2
38
)

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
2
ナ
デ

ナ
デ

P-
31
1
C-
56
 
第
5層

休
弥
生
後
期
後
栄
～
終
末
期

(7
4)
10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
日
縁
凹
線
1条
、
日
縁
郡
～
体
部
上
位

ナ
デ
指
オ
サ
エ
、
体
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
日
縁
部
ハ
ケ
メ
、 体
言
ト
ハ
ケ
メ
の

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

Й
7

C-
5 
SR
20
1第
5層

鉢
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
74
)

25
Y7
/2
25
Y7
/2

ナ
デ

ナ
デ

開
P-
90
GH
-3
4 
第
5層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
06
)

10
YR
7/
3
25
Y7
/3
口
稼
部
～
〕 同
舌
卜
甲
イ立
ヨ
コ
ナ
デ
、】
刷

都
下
付
ハ
ケ
メ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

路
74
5

鉢
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
73
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R5
/4
日
縁
LR
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、 体
部
ナ

デ
の
FD
一
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、 体
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

酪
GH
-3
4 
第
5層

鉢
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(2
06
)

71
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
縁
部
ヽ
体
部
上
位
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
の

ち
ナ
デ
、
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ひ
び
割

れ
席

日
縁
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
体
部
ナ
デ

ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

被
ナ
デ

37
2

A～
D
A-
6 
SR
20
1第
5層

砂
層

把
手
付
鉢
弥
生
前
期
末

5Y
R6
/4
5Y
R5
/4
指
オ
サ
エ

指
オ
サ
エ

内
外
面
風
化
、
犯
手
に
穿
孔
2

ヵ
lI
Jl

37
3

C-
7
第
5層

高
郭

弥
生
中
期
後
葉

(2
14
)

10
YR
7/
2
10
YR
5/
2
不
音
bヒ
Hl
～
に
位
ナ
デ
、
し
4立
～
下

ム
ケ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

不
剤
`上
4立
ナ
デ
、「
口
1立
～
下
位
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
の
ち
板
ナ
デ
関ヽ
〕部
ナ
デ

外
面
風
化
、
断
面
に
接
合
痕

37
4

P-
30
9
EF
-2
～
4 
第
56
婦

高
郭

殊
生
中
期
後
葉

10
YR
6/
2
7 
5Y
R6
�
脚
部
上
位
板
ナ
デ
、
中
位
ナ
デ
櫛
描

文
、
下
位
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
板
ナ
デ
、

据
部
ナ
デ

杯
部
ナ
デ
、脚
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
絞
り

lR

72
9
P-
30
8
FG
-2
～
4 
第
5輝

高
杯

弥
生
中
期
後
莱

11
 0

25
Y7
/2
10
YR
7/
2
郭
部
～
脚
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
裾
郡
ナ

デ

不
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ
、
ll
l部

上
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
中
位
板
ナ
デ
、
裾

都
ナ
デ

内
外
面
瓜
化
、
断
面
に
接
合

痕

37
6

17
P-
31
0
EF
-2
～
4 
第
5層

台
イJ
鉢
弥
生
中
期
後
葉

72
25
Y7
/2
10
YR
7/
2
体
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
ll
ll
部
ナ
デ
、l
lI
Il
部

境
に
沈
線
2粂
、
脚
部
裾
に
沈
線
4条
体
部
ハ
ケ
メ
、
脚
部
ナ
デ

タ
ト
回
瓜
イし
、
内
向
に
接
合
戻

脚
都
に
三
角
透
か
し
孔
9カ

,†

酪
37
7

P-
30
6
C-
5
第
5層

高
イ

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(2
5 
7)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
IT
N部
上
位
ハ
ケ
メ
、
中
位
タ
タ
キ
の

ち
ナ
デ
、下
位
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、 脚
部
上
杯
部
上
位
ハ
ケ
メ
、
F位
ハ
ケ
メ
の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、 脚
部
絞
り
痕

断
面
に
接
合
痕
、V
l部
に
透

か
し
7L
4カ
所

SR
20
1第
5層

高
郭

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
97
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
ヘ
ラ
ミ
ガ
千
、 町ヽ
舌
卜
上
1ヱ
茄
舌
ト
ヨ
コ

ナ
デ

外
詈
ト
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
lH
l舌
卜
ヘ
フ
ケ
ス

リ
脚
部
に
透
か
し
孔
4カ
所

72
8
P-
30
7
BC
-7
 
第
5層

高
不

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
2
脚
舌
卜
上
1立
ナ
デ
、
卜
1立
依
ナ
デ
の
ち

ハ
ケ
メ
裾
部
ヨ
コ
チ
デ

j4
ヽ
舌
ト
ナ
デ
、
卿
封
'上

1立
ナ
デ
、
卜
1立
ノ

ケ
メ
間
部
結
り
熊
裾
訂
け
デ

町
劇
に
接
合
反
、 川
1部
に
透

か
 
イ
14
方
Fh



図
版
番
号
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図
版
整
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番
号
撮
影
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遺
機
 
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

術
考

73
1

SR
20
1第
56
層

高
イ

弥
生
後
期
後
業
ヽ
終
末
期

(1
92
)

25
Y6
/6
25
Y5
/6
郭
部
～
脚
都
と
位
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
、
千
位
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

II
N部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
脚
部
Jと
位
へ

ケ
ズ
リ
、
下
位
ハ
ケ
メ

Tj
・
l'
部
に
透
か
し
孔

開
73
2

FG
-2
～
4 
第
5層

高
イ

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
3
外
部
r、
ラ
ケ
ス
リ
、
lA
舌
卜
上
イ立
ハ
ケ

メ
下
行
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

不
罰
∫ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
脚
刊
∫ハ
ケ
メ
絞
断
向
に
接
合
反
川
〕 剤
`に

透
か
,7
4ヵ
所

38
2

P-
20
5
A～
C-
6 
第
6層

重
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

52
29
 2
10
YR
6/
3
5Y
R6
/4

日
縁
端
部
ナ
デ
、
日
縁
部
～
Rr
l部
上

半
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
、
中
位

ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 底
都
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
底
面
ナ
デ

口
縁
都
ハ
ケ
メ
ヨ
コ
ナ
デ
、頸
部
板

ナ
デ
}旨
オ
サ
エ
、胴
都
ハ
ケ
メ
の
ち

ナ
デ

内
外
面
に
接
合
Fr
t

醜
38
3

P-
20
0
A-
6B
C-
34

SR
20
1第
6層

一 車
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期

25
Y6
/2
25
Y6
/2
日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ

回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
刊
`ナ

デ
、 胴
部

板
ナ
デ

内
外
而
子
1離
、
内
面
に
接
合

痕

解
38
4

54
5
P-
21
3
B-
45
 
第
6～
8層

一 蛍
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
85
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/2
口
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、
頚

胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ナ
デ
指
オ

サ
エ
、頚
部
ヽ
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

54
2

B-
4
5 
第
6～
8層

十 空
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
84
)

10
YR
5/
2
10
YR
5/
2
口
稼
世
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、
類
部
へ

ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
一
部
粗
い
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
都
板
ナ
デ

17
52
8
P-
20
6
CD
-3
4 
第
67
層

一 笙
弥
生
後
期
後
茉
～
終
末
期
(1
68
)

7 
5Y
R7
/2
7 
5Y
R7
/3
口
縁
凹
線
2粂
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
～

胴
部
ハ
ケ
メ
、
胴
部
境
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、

頸
部
絞
り
痕
、月
H部
板
ナ
デ
才旨
オ
サ

エ
の
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
付
着

53
9
P-
21
0
B-
45
 
第
6～
8層

荒
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/3
日
縁
瑞
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
口
縁
部
～
頚

都
ハ
ケ
メ
の
ム
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
郡
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
頌
郡
ナ

デ
脂
チ
十
ェ

内
面
に
接
合
痕

割
CD
-3
4 
SR
20
1第
6
一 笙

弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期

8)
10
YR
6/
4
7 
5Y
R6
/3
口
縁
郡
ナ
デ
、
頸
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、胴

部
ナ
デ

」
豚
舌
卜
～
駅
那
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、

Л同
音
【ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
外
面
に
接
合
痕

39
0

も
It
Z0
1第
6層

黒
色
粘
土
層

壺
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
60
)

5Y
6/
1

5Y
6/
1
口
稼
凹
線
ユ
条
ナ
デ
、
日
縁
剤
`ヽ

鋲
き
Lハ
ケ
メ

口
稼
舌
ト
ハ
ケ
メ
、 頸
部
指
オ
サ
エ
の

お
チ
デ

39
2

55
9-
2

GH
-3
4 
第
6層

一 亜
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
76
)

7 
5Y
R6
/2
7 
5Y
R6
/3

口
縁
凹
線
1条
(痕
跡
有
り
)、
口
縁
部

ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
頭
部

ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ー
ー
部
ハ

ケ
メ

日
縁
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、.
IH
部
ハ
ケ
メ

の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

5/
4
39
3

53
2

CD
-3
4 
第
67
層

一 空
殊
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
66
)

25
Y6
カ
25
Y6
/2

口
縁
世
線
ユ
条
、
日
縁
音
[ヨ
ヨ
ナ
デ
の

ち
―
― 帝
Бハ
ケ
メ
、頭
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、 頸
部
指

オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

47
8

BC
-7
 
第
6層

一 霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
96
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
日
松
瑞
司
`倣
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(泉
跡
石

り
)、
日
縁
部
～
頸
部
ハ
ケ
メ
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

板
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
右
り
)

P-
20
7
SR
20
1第
6層
 
粘
質
土
一 電

弥
生
後
期
後
楽
～
終
末
期
12
2

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
口
稼
瑞
剤
∫
ヨ
コ
ナ
デ
、
日
縁
部
板
ナ

デ
、
顕
引

`～

胴
部
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、顕
帝
ト
ナ
デ
ハ
ケ

メ
(F
tt
跡
有
り
)、
1同
害
【ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

M
39
6

53
3
P-
20
8
FG
-3
4 
第
6層

十 唖
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
62
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
縁
都
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、 鎖
部
～

胴
部
ハ
ケ
メ

日
縁
青
bハ
ケ
メ
、
頌
都
指
オ
サ
エ
の

ち
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
指
オ
サ
エ

Й
P-
18
6
ab
BC
-7
 S
R2
01
第
6底
一 霊

弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
74
)

7 
5Y
R7
′
9
7 
5Y
R6
/2
口
稼
凹
17
Rl
条
ヨ
コ
ナ
デ
、 蜘
』
`ナ

デ
す旨
オ
サ
エ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、胴

部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
都
～
頸
都
ナ
デ
才旨
オ
サ
エ
絞

り
痕
、
RF
l部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
外
商
に
接
合
痕

54
39
8

開
4

B-
4
5 
第
6～
8層

弥
生
後
別
後
莱
～
終
末
期
(1
74
)

10
YR
6/
3
5Y
R5
/3
日
縁
端
部
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ハ
ケ
メ
、頌
部
指
オ
サ
エ
の

ち
ナ
デ

B-
45
 
第
6～
8層

一 堕
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
銀
都
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
ー
部
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)、
胴
部

培
ョ
コ
チ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
部
～
頚
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ヽ

lF
l都
ナ
デ

内
面
に
接
合
痕
、 外
面
に
ス

ス
付
着

40
0

P-
18
7

Aヽ
D
(1
87
A)

SR
20
1第
6婿

黒
色
粘
上
層

壺
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
頸
部
回
線
2条
刻
目
(ハ
ケ
メ
)、
胴

部
ハ
ケ
メ
、
胴
部
境
に
沈
線
1条

頸
部
ナ
デ
、胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

P-
21
8
BC
-6
 S
R2
01
第
6層

黒
色
粘
土
層

一 堕
10
YR
5/
2
10
YR
6/
3
頸
部
ナ
デ
わ
す
か
に
指
オ
サ
エ
、 胴

部
境
に
刺
突
文
凹
線
1条
、
胴
部
ハ

ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

「
u縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
頸
部
ヽ

胴
部
ナ
デ
才旨
オ
サ
エ

40
2

BC
-7
 S
R2
01
第
6層
一 空

(2
10
,

7 
5Y
R6
/2
7 
5Y
R6
/3
日
RA
剤
`ヨ

コ
ナ
デ
、
頸
郡
ハ
ケ
メ
、
頸

部
1こ
,オ
線
=ナ
‐
1■
万
1占
●

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、顕
都
ナ
デ

P-
21
4
B～
「
-2
～
5 
第
67
肩
一 霊

14
8

10
YR
5/
2
25
Y5
/2
回
縁
浅
い
凹
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸

部
～
胴
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ

日
稼
Th
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

顎
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

40
4

52
0

BC
-7
 S
R2
01
第
6目
一 蛮

(1
74
)

7 
5Y
R6
/2
7 
5Y
R5
/2
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
～
胴
都
ヨ

コ
ナ
デ
板
ナ
デ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、 飯
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
、胴
都
ナ
デ

内
面
剥
離

17
P-
20
4
SR
20
1第
6層

一 笠
弥
生
後
期
後
栄
～
終
末
期

44
7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
日
縁
部
～
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
上

半
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
、
下
半
ハ
ケ

メ
ー
部
ナ
デ
、
廣
吉
ほ
ナ
デ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、 類
部
ナ
デ
ハ
ケ

メ
、胴
部
上
半
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、

下
半
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
剥
離

SR
20
1第
6層

韮
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R5
/2
口
縁
部
ナ
デ
、 顕
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
胴

部
境
に
沈
線
5条

口
縁
部
～
頸
剤
'ヨ

ヨ
ナ
デ
、
顎
部
～

1同
縄
増
ヘ
ラ
ケ
ズ
',

∞ 『



図
版
番
号
写
真
図
版
整
理
番
号
撮
影
番
号

遺
機
 
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

40
8

P-
21
6
B-
6 
SR
20
1第
6層

一 霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
2
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
面
に
接
合
痕

40
9

P-
20
2
B-
6 
SR
20
1第
6層

重
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

7 
5Y
R7
/4
7 
5Y
R7
/4
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
胴
部
境
に
沈
線
1条
板
ナ
デ

55
9-
1
AB

SR
20
1第
6層

一 軍
5Y
R6
/4

5Y
5/
1
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
櫛
描
波
状
文
2条

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
内
面
に
接
合
痕

53
5
P-
18
7

A～
D
Ｂ・
６
明
SR
20
1第
6屠

弥
生
中
期

10
YR
6/
2
25
Y6
/2
胴
部
上
半
ナ
デ
櫛
描
波
状
文
列
芦

文
2列
、
下
半
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

17
55
8
P-
19
2
ab

SR
20
1第
6層

壷
7 
5Y
R6
/4
10
YR
7/
4
口
縁
刻
日
2夕
Jの
間
に
竹
管
文
ハ
ク

メ
の
イ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
端
部
に
竹
管
文
板
ナ
デ

54
7

BC
-3
4 
第
6層

一 霊
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

顕
部
ナ
デ
、胴
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ

デ
内
面
に
接
合
痕

52
5
P-
20
3
SR
20
1第
6層

10
YR
5/
2
25
Y6
庖
月同
部
上
半
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
ナ

デ
、
下
半
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

P-
21
5
SR
20
1第
6層

一 霊
33

7 
5Y
R7
/3
10
YR
6/
1
板
ナ
デ
指
オ
サ
エ

類
部
～
打 口
詈
い
上
半
ヘ
ラ
タ
ス
リ

半
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
指
オ
サ
エ

55
6
P-
21
7
SR
20
1第
6層

75
41

9ユ
25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
罰
∫ ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、底
司
`ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

`痛

麻
右
り
ヽ

回
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

41
8

55
3
AB
CD
-3
4 
第
67
層

壷
弥
生
中
期
後
葉

(1
20
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
浅
い
凹
線
1条
ナ
デ
、
頸
部
ノ

ケ
メ

日
縁
都
～
頸
部
中
位
ナ
デ
、
頸
都
中

位
～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

54
1
P-
21
2
SR
20
1第
6層

＋ 霊
弥
生
中
期
後
葉

11
 1

2 
5Y
R5
/3
5Y
R4
/6
口
縁
凹
線
3条
ヨ
ヨ
ナ
デ
、顎
部
ノ

ケ
メ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ナ
デ
ハ
ケ

42
0

P-
20
9
B-
4
5 
第
6～
8層

一 更
弥
生
中
期
後
葉

(1
45
)

10
YR
5/
ユ
10
YR
6/
1
口
縁
三
方
向
に
刻
日
ヨ
コ
ナ
デ
、
類

部
ハ
ケ
メ
ー
部
ナ
デ
四
線
1条
列

点
文
、胴
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
板

ナ
デ
、胴
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
ハ
ケ
メ

54
3
P-
18
8
B-
4
5 
第
6～
8層

壺
弥
生
中
期
初
頭

(2
06
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
回
稼
舌
bナ
デ
、 類
郡
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
,オ
線
3粂
(2
コ
】

ナ
デ
板
ナ
デ

55
2
P-
19
1
BC
-3
4 
第
6層

一 堕
弥
生
中
期
初
頭

(1
84
)

10
YR
″
/2
10
YR
6/
2
回
縁
刻
日
、
日
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
´ヽ
ラ
ガ
キ

内
外
面
に
接
合
痕

42
3

53
6
中 Ａヽ
Ｄ い
C-
7 
SR
20
1第
6層

一 霊
弥
生
前
末
中
初

(1
92
)

5Y
R6
/4
5Y
R6
/2
回
縁
刻
目
の
間
に
凹
線
1条
ナ
デ
、

頸
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

回
縁
肥
厚
、
国
縁
部
ナ
デ
、頸
部
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

42
4

53
7
P-
18
7

A～
D
SR
20
1第
6層

黒
色
砂
層

一 霊
弥
生
中
期
初
頭

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
ハ
ケ
メ
、
類
剖
`充
線
3条
(3
夕
り
の
間

に
刻
日
、
胴
部
沈
線
2条
と
3条
の
問

に
フ
‖
H

頸
部
ハ
ケ
メ
、
胴
部
ナ
デ

55
11
P-
19
Э
―

ab
CD
-3
4 
第
6層

弥
生
前
期
末

10
YR
5/
2
10
YR
5/
2
ハ
ケ
メ
、
票
部
刻
目
あ
る
貼
り
付
け

突
帯
4条

ハ
ケ
メ
ー
部
ナ
デ
、
日
稼
音
卜
～
頸
音
b

刻
目
あ
る
貼
り
付
け
突
帯
と
左
右
に

束
1突
文

P-
21
9
SR
20
1第
6層
 
粘
質
土
壷

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
】同
音
b上
位
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(戻
跡

有
り
)、
中
位
タ
タ
キ
、下
位
ナ
デ
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
イ痛
跡
若
り
)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

42
8

B-
45
 
第
6～
8層

一 霊
12
 4

10
YR
6/
2
10
YR
ν
2
胴
部
下
半
ナ
デ
、底
部
板
ナ
デ
、 底
面

板
ナ
デ
の
ち
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

42
9

C-
34
 
第
67
層

一 堕
25
Y6
/1
25
Y6
/1

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
外
面
景
」
離
、
断
面
に
接
合

痕

56
4-
1

B-
45
 
第
6～
8層

一 堕
25
Y6
/1
25
Y6
/2
】口
罰
'卜
+ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、 底
面
タ
タ
キ
の
ち
ナ
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

外
面
に
接
合
痕

P-
57
A

R`
57
A)
BC
-7
 S
R2
01
第
6層
墾

弥
生
中
期
後
葉

(2
70
)

5Y
R6
/6
7 
5Y
R6
/4
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

外
面
に
接
合
痕

P-
57
A

B(
57
B)
BC
-7
 S
R2
01
第
6層
斃

派
生
中
期
後
莱

(3
08
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/4
回
縁
部
～
胴
部
上
位
ナ
デ
、胴
部
板

ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

口
縁
都
ナ
デ
、
胴
部
板
ナ
デ
ハ
ケ
メ

(痕
跡
有
り
)

P-
59
B-
45
 
第
6～
8層

発
弥
生
後
期
後
棄
～
終
末
期
(1
52
)

10
YR
7/
2
10
YR
6/
2
回
稼
茂
い
口
緑
二
条
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴

讐
【
ハ
ケ
メ
の
rD
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
】
同
部
ヘ
ラ
タ
ス
外
面
剥
離
、
内
外
面
に
接
合

43
5

17
0

BC
-7
 S
R2
01
第
6層
塾

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
89
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
回
縁
凹
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
都
ハ
口
縁
部
～
1同
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴

部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

43
6

15
3
P-
24
CD
-3
4 
SR
20
1第

6
整

殊
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
42
)

5Y
R6
/6
7 
5Y
R6
/4
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

口
縁
剖
'ハ

ケ
メ
、
脚
剖
`指
オ
サ
エ

ち
ナ
デ

内
タ
ト
面
に
接
合
痕

57
43
7

BC
-3
4 
第
6層

粘
質
砂
土

発
株
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
60
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
縁
凹
線
2条
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
川
可
部
ノ
口
稼
部
ハ
ケ
メ
、
】同
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
指

43
8

GH
-3
4 
第
6層

斐
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
70
)

1ば
R6
/2
25
Y6
/2
口
縁
凹
線
2粂
ナ
デ
、1
同
都
ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ

口
稼
舌
ト
ナ
デ
、 "
同

者
ト
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

ち
ナ
デ



図
版
番
;
写
真
図
版
整
理
番
号
撮
影
番
号

遺
構
 
屠
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

P-
93
BC
-3
4 
第
6層

巽
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
日
縁
回
線
2条
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
部
ハ

ケ
メ
ナ
デ

回
縁
郡
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
郡
指
オ
サ
エ

の
ち
ナ
デ

57
44
0

P-
92
CD
-3
4 
SR
20
ユ
第
6
甕

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
15
4

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
回
縁
浅
い
凹
線
1条
ナ
デ
、
Bl
・
l剤
∫ノ
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
外
面
に
接
合
痕

57
BC
-6
 S
R2
01
第
6層
箋

弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(1
46
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
回
縁
浅
い
凹
線
1条
ナ
デ
、胴
部
ハ

ケ
メ

回
縁
都
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

44
2

P-
20
EF
-2
～
4 
第
6層

甕
林
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
38
)

7 
5Y
R7
/4
10
YR
7/
4
口
縁
歳
い
凹
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同
日
縁
部
板
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
外
面
に
ス
ス
付
着

57
14
3
P―
磁
BC
-3
4 
SR
20
1第
6
変

弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
40
)

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
3
胴
部
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
部
上
位
ハ
タ

メ
、
中
位
～
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
日
縁
者
卜剥
離

57
44
5

16
0
P-
55
BC
-3
4 
第
6層

鶏
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
58
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
口
縁
凹
線
1条
、
回
縁
部
～
】同
部
上
位

ヨ
コ
ナ
デ
、
中
位
～
下
位
ハ
ケ
メ

口
稼
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、‖
同
部
ヘ
ラ
ケ
ス

',
あ
す
か
に
指
オ
サ
ェ

タ
ト
面
に
ス
ス
付
着

57
18
8

BC
-6
 S
R2
01
第
6層
発

弥
生
後
朗
後
葉
～
終
末
期
(1
74
)

10
YR
6/
1
10
YR
6/
ユ
口
縁
凹
線
1条
、
日
縁
訃
～
脚
司
`ヒ

1立

ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
(痕
跡
右

り
)

口
縁
部
～
1同
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同

部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

57
44
7

18
4

CD
-3
4 
第
6層

饗
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
56
)

25
Y4
/1
25
Y5
/1
口
縁
部
ナ
デ
、 胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
乱
∫ ナ
デ
、
1日
部
指
オ
サ
エ
の
ち
外
面
に
炭
化
物
多
量
に
付
着

と 8
2

CD
-3
4 
第
67
層

密
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
22
)

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
3
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
指
オ
サ
エ

の
In
十
デ

タ ト
面
に
ス
ス
付
着

17
9

BC
-7
 S
R2
01
第
6層
菱

弥
生
後
期
後
棄
～
終
末
期
16
2)

10
YR
6/
2

口
稼
凶
枢
Z余
、
日
稼
剖
'～

E 
El
部
上
厘

ヨ
コ
ナ
デ
、
中
位
ハ
ケ
メ

口
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有

り
)、
胴
都
指
オ
サ
エ
の
ち
板
ナ
デ

18
3

CD
-3
4

第
6属

箋
殊
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
48
)

25
Y3
/1
10
YR
6/
3
ナ
デ

口
縁
罰
`ナ

デ
、
胴
剖
`指

オ
サ
エ
の
ち
外
面
に
炭
化
物
付
着

17
3

BC
-3
4 
第
6層

斐
殊
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
15
2)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、】
同
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
外
面
日
縁
部
剥
離
、 外
面
に

ス
ス
付
着

17
7
P-
61
A-
6 
SR
20
1第
6層

変
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
50
)

7 
5Y
R6
�
5Y
R5
/4
口
縁
部
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ

口
縁
舌
ト
ナ
デ
、1
同
部
上
4立
～
中
位
指

オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

17
2

BC
-7
 S
R2
01
第
6層
疑

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
34
)

[O
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
縁
都
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

回
縁
舌
bヨ
コ
ナ
デ
、1
同
部
ヘ
ラ
ケ
ス

ウ
の
ム
指
オ
サ
エ
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

lr
J0
P-
53

甕
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
26
)

10
YR
6/
3
10
YR
ツ
1
回
縁
部
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ

メ
の
ち
チ
デ

口
縁
者
ト
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の

ち
ナ
デ
■
旨
オ
サ
エ

P-
21

SR
20
1第
6層

饗
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
12
0
(4
5)
17
 3
10
YR
6/
2
25
Y6
/2

口
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、

"同

晋
h
口
縁
都
ナ
デ
、 胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

P-
23

SR
20
1第
6層

甕
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
10
6

25
Y6
/2

5Y
6/
1
日
縁
部
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

肺
都
ナ
デ
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

45
8

P-
22
B～
F-
2～
7 
SR
20
]

筆
ら
目
 
居
管
秒
十

奏
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(1
41
)

10
YR
6/
2
25
Y6
/2
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
都
ハ
ケ
メ

口
縁
部
板
ナ
デ
、/
1剖

`悟

オ
サ
エ
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

45
9

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
74
)

5Y
R5
/6
5Y
R5
/6
回
縁
吾
旧
コ
ナ
デ
、l
 l
tt
hハ
ケ
メ
(涙
口
稼
舌
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、 "
口

舌
ト
ヘ
ラ
ケ
ス

46
0

CD
-3
4 
第
67
層

霙
殊
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
50
)

10
YR
「
3/
2
10
YR
6/
2
回
縁
部
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
口
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
寸
旨

オ
サ
エ

46
ユ

CD
-3
4 
第
6層

霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
口
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、‖
同
部
指
オ
サ
エ

の
ち
ナ
デ

外
面
剥
離
、
内
外
面
に
接
合

46
2

SR
20
1第
6層

奨
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

(ユ
54
)

7 
5Y
R7
/3
7 
5Y
R6
/3

ナ
デ

日
縁
郡
ナ
デ
、
1‖
音
bヘ
ラ
ケ
ス
リ
指
内
外
面
に
接
合
痕

46
3

EF
-2
3 
第
6層

整
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
15
2)

10
YR
6/
2
25
Y6
/3

ナ
デ

ム
十
デ

内
外
面
に
接
合
痕

46
4

ε
～
F-
2～
4 
SR
20
1
型

弥
生
後
期
後
棄
～
終
末
期
(1
74
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
口
縁
部
ナ
デ
、 胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

SR
20
1第
6層

甕
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
60
)

10
YR
6/
2
10
YR
7/
3
口
稼
苦
ト
ナ
デ
、 胴
舌
ト
タ
タ
キ
の
う
ナ
回
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

46
6

P-
25
BC
-3
47
 S
R2
01

霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
口
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

46
7

17
5

CD
-3
4 
第
6層

褻
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
52
)

10
YR
7/
4
25
Y7
/2

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

口
稼
部
ナ
デ
、
】同
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
板
内
外
面
に
接
合
痕

46
8

18
6

BC
-3
4 
第
6層

疑
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
54
)

5Y
6/
2

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ
ち
ナ
デ
指
オ
サ
エ

外
面
風
化

ユ〔
,4
P-
56
A

B(
56
A)
SR
20
1第
6嬉

斑
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
72
)

25
Y6
/]
25
Y7
/3
口
稼
舌
bヨ
コ
ナ
デ
、 "
同

晋
bヘ
ラ
タ
ス

リ
の
ち
ナ
デ

回
縁
罰
∫ ナ
デ
、胴
罰
'上
1ヱ
指
オ
サ
エ

Л同
書
[ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

内
面
に
接
合
痕

47
0

BC
-6
 S
R2
01
第
6層
斐

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
48
)

5Y
R7
/6
10
YR
6/
2
口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
都
ナ
デ

回
縁
部
板
ナ
デ
、
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

の
ち
ナ
デ

BC
-3
4 
第
6層

菱
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
26
)

25
Y6
/2
25
Y4
/1

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

日
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
】 側
部
ヘ

O



卜 〇

図
版
番
号
写
真
図
版
整
理
番
号
li
k影
番
号

遺
棺
 
層
位

器
樋

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

(復
元
)
(復
元
)

15
1-
2

BC
-7
 S
R2
01
第

6ナ
曽
空

25
Y6
/2
25
Y6
/2
ク
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
刹
Fl
、
底
面
に
穿
孔

47
5

P-
62
A～
E
CD
-3
4 
第
67
層

発
(1
12
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
日
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、I
R部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
外
面
に
接
合
痕

47
7

P-
18
9
Ｂ・
６
幌
SR
20
1第
6層

変
弥
生
中
期
後
葉

(2
90
)

5Y
R6
/4
10
YR
6/
2
口
縁
Ц
裸
1条
ナ
デ
、
ll
罰
∫ハ
ケ
メ
日
稼
晋
ト
ナ
デ
、
lI
Il
tt
b上
半
指
オ
サ
エ

の
ち
ハ
ケ
メ
下
半
ハ
ケ
メ

47
8

18
P-
60
B-
45
 
第
6～
8層

変
弥
■
前
期
末

(2
64
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
国
縁
刻
日
、
胴
部
ハ
ケ
メ
沈
線
1条
日
縁
部
～
胴
部
上
位
板
ナ
デ
す旨
オ

サ
エ
、
中
位
板
ナ
デ

47
9

８ ．
６
眺
SR
20
1第
6層

型
弥
生
前
期
末

(1
88
)

10
YR
ツ
2
10
YR
6/
2
口
縁
亥
」
目
指
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
板
ナ
デ
(痕
跡
有
り
)

48
0

A～
E
FG
-3
4 
第
6婦

奨
弥
上
前
期
末

(1
88
)

10
YR
5/
3
7 
5Y
R7
/4
口
縁
刻
日
、
口
縁
言
[～
川
司
都
ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ
沈
線
4条

日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
板
ナ
デ

外
面
景
」
謝
と 、
内
外
面
に
接
合

痕

18
P一
ro
4
CD
-3
4 
第
67
層

発
弥
生
前
期
末

(2
04
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
刻
日
、
日
縁
部
～
胴
部
上
位
ハ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
沈
線
板
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

48
2

P-
62
A～
E

`6
2A
)

E-
2ヽ
4 
第
6'
帝

斐
弥
生
前
期
末

(2
12
)

10
YR
6/
3
25
Y7
/3
口
縁
亥
1ヨ
、
日
縁
き
h～
1同
者
bハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ
沈
線
5条

口
縁
部
ハ
ケ
メ
、
胴
部
ナ
デ

内
沐
面
に
接
合
痕

48
8

P-
62
A～
E
SR
20
1第
0髯
 
砂
礫
層
斐

弥
生
前
期
末

(2
26
)

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
コ
EI
縁
刻
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
沈
線
5

条
声
」突
文

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

48
4

17
4

P-
62
A～
E
Ｂ・
７
鋸
SR
20
1第
6層

記
弥
生
中
期
初
頭

25
Y6
/2
5Y
R5
/4
口
縁
刻
目
(不
明
瞭
)、
1同
部
ナ
デ
櫛

描
文
,1
点
文

48
7

鉢
弥
生
後
期
後
来
～
終
末
期
(3
66
)

5Y
6/
ユ

5Y
6/
2
回
縁
部
ナ
デ
、 胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
ナ
デ

P-
29
8
SR
20
1第
6層

鉢
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
22
 7

82
7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/4
日
縁
円
線
上 条
ナ
デ
、 体
部
上
半
タ

タ
キ
の
ち
ナ
デ
、下
半
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

日
縁
音
ト
ハ
ケ
メ
、 体
剤
'上
半
ハ
ケ
メ

の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、下
半
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
の
ち
指
オ
サ
エ

19
94
9
P-
39
0
SR
20
1第
6層

鉢
弥
生
中
期
後
菜

17
0
70

79
5Y
R6
/6
2 
5Y
R5
/6
口
縁
割
∫
La
H線
2条
ナ
デ
、
体
部
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
廃
面
ナ
デ

口
縁
部
ナ
デ
、 体
fト
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、 底

■
К
ナ
デ

72
1

3ぎ
巧
善6
 S
R2
01
第
鉢

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
69
)

68
25
Y6
/2
25
Y6
/2
回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、体
部
ナ
デ
の
ち

粗
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

内
面
剥
削

71
9-
1
P-
29
9
EF
-2
～
4 
第
6層

鉢
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(8
7)

74
25
Y6
/2
25
Y6
/2

体
司
,上
十
ナ
デ
、
下
半
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
ナ
デ

72
0
P-
30
1
締
SR
知
1第
6用

|鉢
(1
54
)
42
73
7 
5Y
R5
/3
7 
5Y
R5
/3
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、体
部
上
半
ハ
ケ

メ
、
下
半
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、底
イ
【
ハ
ケ
メ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
 
ー
部
ハ
ケ
メ

ナ
デ

72
3
P-
30
3
CD
-3
～
5 
第
67
層
鉢

58
4 
1

7 
5Y
R6
/3
5Y
R6
/6

1本
剖
`ナ

デ
、
瓜
那
J自
オ
サ
エ
、
瓜
lH
ナ

デ
ナ
デ

71
7-
1

B-
6 
SR
20
1第
6層

高
杯

25
Y7
/2
25
Y7
/2
不
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
lH
部
ナ
デ

味
部
ナ
デ
、
脚
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ
内
而
に
接
合
痕

70
9
P-
2銘
CD
-3
～
5 
第
67
層
高
年

11
 0

5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
卿
剤
`ナ

デ
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
、
裾
端
郡
ナ
ナ
デ
絞
り
痕

内
外
術
に
接
合
痕

P-
32
6
SR
20
1第
6層

高
イ

64
25
Y4
/1
25
Y4
/2
板
ナ
デ
ナ
デ
指
オ
サ
エ

14
N哲
ト
ナ
デ
、脚
音
ト
ナ
デ
わ
す
か
に
す冒
脚
部
に
透
か
し
孔
4カ
所

50
2

70
8
P-
29
3
BC
-2
～
7 
第
6層

高
ll
N

殊
生
後
期
後
業
～
終
末
期

15
6

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
3
琢
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
、
脚
都

板
ナ
デ
ナ
デ
、裾
瑞
部
ナ
デ

14
ヽ
音
トヘ
ラ
ミ
″
キ
ナ
デ
、
p1
1帝
トヘ

ケ
ズ
リ

lH
l部
に
透
か
し
TL
4カ
所

50
3

P-
29
5
SR
20
1第
6層

高
郭

弥
4.
中
期
後
業

(2
90
)

10
YR
7/
3
10
YR
6/
3
不
部
上
位
ナ
デ
、イ
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
不
部
上
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、上
位
ナ
デ
、

中
位
～
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

断
面
に
接
合
痕

3Э
6

71
3

CD
-3
～
5 
第
67
解
高
14
N

弥
生
後
期
後
葵
～
終
末
期
(1
8 
2)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

不
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、脚

都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
外
面
に
接
合
痕

61
71
5-
1
P-
29
7
CD
-3
4
第
6層

高
イ

弥
生
後
期
後
来
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4

14
ヽ
古
ト
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
川
)者
b

ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

恥
舌
bナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
lH
l部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

脚
部
に
透
か
し
孔
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61
B-
6 
SR
20
1第
6屏

高
不

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R7
/3
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
脚
都
わ
ず
か
に
ハ
ケ
不
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
わ
ず
か
に
ハ
ケ

メ
、
lm
警
【
ナ
デ
絞
り
痕

固
外
EH
工
JⅢ
[l
H〕
剖
`に
適
か

し
イ
14
カ
″
〒

P-
29
2
B-
6 
SR
20
1第
6層

高
杯

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

6)
7 
5Y
R6
/4
75
Y硝
/3
脚
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
裾
端
部
ナ
デ

不
郡
ナ
デ
、脚
郡
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
、
裾
部

ナ
デ

脚
部
に
透
か
し
孔
4カ
所

51
1

71
7-
2
Ｂ ・
６
編
SR
20
1第
6層

高
郭

弘
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

14
3

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
ケヽ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ

lA
l部
ナ
デ
、 裾
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ll
l'
部
に
透
か
し
孔
5カ
所

P-
14
8
EF
-3
4 
第
7層

一 臣
弥
生
後
期
前
業

(1
82
)
82
33
 2
25
Y7
/2
10
YR
6/
2
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
、底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、底
面
ナ
デ
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
上
位
ハ
ケ
メ
、
中

位
～
底
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
而
に
移
合
痕

19
P-
14
7
E～
G-
2～
4 
第
7層

臣̈
弥
生
後
期
中
菜

19
0
63
33
0
7 
5Y
R7
/4
7 
5Y
R7
/3
口
稼
櫛
柄
波
林
X、
銀
部
ヘ
ラ

キ
、胴
部
境
板
ナ
デ
、
胴
部
ヘ
ラ

キ
、底
部
板
ナ
デ

〃 ガ
口
縁
卸
`～

胴
剖
`上
4互
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

胴
都
中
位
～
下
位
板
ナ
デ
、
底
部
指

オ
サ
エ

外
面
風
化
タ
ト
面
に
付
着
物

P-
15
8
E-
3 
4 
SR
20
1第
7層

一 笠
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
58
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
吾
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、類
舌
卜
～
胴
郡
ノ

ケ
メ

口
稼
音
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、敗
郡
～
】同
言
卜
上

半
ナ
デ
下
半
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

タ
ト
画
崇
1剛
[ス
ス
4寸
清
、
内
面

に
好
合
熊

51
5

50
6-
1
P-
15
4
GH
-3
4 
第
7居

一 堕
23
 1

5Y
R5
/4
5Y
R5
/6
口
縁
羽
状
列
点
文
同
心
円
状
の
竹

管
文
、
日
縁
部
～
頸
剖
`ハ

ケ
メ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

51
6

P-
15
2
C～
F-
34
 
第
7層

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
87
)

10
YR
6/
2
7 
5Y
R6
/2
口
縁
瑞
罰
`刑
突
文
、
日
稼
剤
`～

頸
日
∫

ヨ
ヨ
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、1
同
都

境
に
沈
線
1条
と
刺
突
文

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
、
頸
都
ナ
デ

46
9

GH
-3
4 
第
7層

一 霊
(1
72
)

10
YR
7/
3
25
Y6
/2

[」
稼
凶
腺
2条
ナ
デ
、
嶼
部
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
ー
ー 蔀
ナ
デ

回
縁
乱
∫ ナ
デ
、
数
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

4η
Э

CD
-3
4 
第
7層

卜 笙
(1
46
)

10
YR
5/
2
10
YR
6/
3
日
縁
端
部
ナ
デ
、
口
縁
部
～
頸
部
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ナ
デ

ケヽ
メ
の
ち
板
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

52
0

48
2

BC
-3
4 
第
7層

重
(1
94
)

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
3
日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
頭
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
 
イ
訃
ハ
ケ
メ
、
頸

郎
十
デ

EF
-2
～
4 
第
7居

一 軍
(1
63
)

7 
5Y
R6
/2
7 
5Y
R6
/2
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
ー
都
ハ
ケ
メ
、顕

部
ハ
ケ
メ
の
ち
一
き
Lヘ
ラ
ミ
ガ
キ
口
稼
舌
ト
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、 類
音
トヘ

ラ
ミ
ガ
キ

52
2

EF
-2
3 
第
7層

一 堕
(1
24
)

7 
5Y
R6
/4
5Y
R6
/4
口
縁
lI
I線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、
口
縁
部
～

襲
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ

50
6-
2

EF
-2
～
4 
第
7層

一 亜
(1
96
)

Ю
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
縁
端
翻
`ナ
デ
、
日
継
郡
～
頸
舌
Б
ハ
ナ
デ

46
8

GH
-3
4 
第
7層

一 霊
(1
58
)

10
YR
5/
ユ
10
YR
6/
2

|コ
縁
世
1線
1条
 
ヨ
コ
ナ
デ
、 類
罰
`ノ

ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
チ
デ

ナ
デ

52
5

46
4

CD
-3
4 
第
7層

一 堕
(1
86
)

7 
5Y
R5
/3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
凹
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、
口
縁
部
～

頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ー
都
ハ
ケ
メ

|ヨ
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
都
ハ
ケ
メ

内
面
に
接
合
痕

P-
17
9

A～
D
A-
6 
SR
20
1第
7層

下
都
砂
層

一 笠
弥
生
中
期
後
葉

(1
64
)

25
Y6
/2
″
5Y
7/
2
口
縁
凹
線
3条
ナ
デ
束
」 突
文

口
縁
刺
突
文
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕

46
6
P-
17
9

A―
D
(1
79
A)
FG
-3
4 
第
7層

壷
(1
62
)

25
Y6
/2
25
Y6
/1
回
縁
凹
線
1条
竹
管
文
ナ
デ
、 頸
部

ハ
ケ
メ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

回
縁
都
ナ
デ
、鎮
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ー
部
指
オ
サ
エ

外
面
に
接
合
痕

53
0

P-
17
9

A～
D
(1
79
B)

A-
6 
SR
20
1第
7層

下
部
砂
層

一 更
10
YR
6/
2
25
Y6
/3
頸
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
胴
都
境
に

列
点
文

ナ
デ

内
外
面
剥
離
、
内
面
に
接
合

痕

P-
15
0
EF
-2
～
4 
第
7屠

壺
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
12
 6

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
に
I稼
41
首
X(
4早
1ヱ
ー
対
と
3早
匡

―
対
)ナ
デ
、
顕
部
～
RF
l都
ヘ
ラ
ミ
口
縁
割
∫～
頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、4
阿
部

上
位
絞
り
痕
の
ち
ナ
デ
、
中
位
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
、
下
半
ナ
デ

内
面
に
接
合
痕

53
2

P-
15
]
CD
-3
4 
第
7層

十 霊
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(1
90
)

5Y
R6
/6
7 
5Y
R6
/6
L解
瑞
剖
`ヨ

ヨ
ナ
デ
、
日
稼
乱
∫
～
顎

部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
十
デ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、頸
部
ハ
ケ
メ
の

ち
ヨ
コ
ナ
デ
指
オ
サ
エ

53
3

39
7
P-
15
5
C-
6 
第
7層

重
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

10
YR
7/
2
10
YR
7/
3
日
縁
部
ナ
デ
、顕
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
日
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
板
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕

53
4

C-
6 
第
78
屈

一 望
10
YR
6/
2
10
YR
7/
3
口
縁
凹
線
1条
、
日
稼
言
[～
顕
部
ハ
ケ

メ
の
ス
ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

断
面
に
接
合
痕

53
5

46
3
P-
17
6
EF
-2
～
4 
第
7層

一 節
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(2
04
)

5Y
R6
/4
5Y
R6
/4
J稼
者
ト
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
チ
デ
菊
蔀
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ー

部
ハ
ケ
メ

内
外
面
剥
離

P-
15
3
E-
4 
SR
20
1第
7層

一 鍾
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

25
Y6
/1
25
Y6
/1
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ー
部
ハ
ケ
メ
沈
線
4

条
(以
「
)

ナ
デ

50
8
P-
15
6
SR
20
1第
7層

無
頸
笠

25
Y5
/2
10
YR
6/
2
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
音
ト
ナ
ガ
、
】同
罰
'指

オ
サ
エ
の
ち

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
部
に
2f
L―
夕 す
の
紐
了
し2

ヵ
DJ
f

P-
17
7
SR
20
1第
7層

一 霊
弥
生
中
期
中
葉

(1
90
)

10
YR
7/
2
7 
5Y
R7
/3
菊
郎
ハ
ケ
メ
の
ム
ナ
デ

目
稼
櫛
柑
波
状
文
2粂
、
日
縁
部
～
顕

部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

土
佐
系

53
9

A～
C
(1
61
A)
SR
20
1第
7層

一 堕
弥
生
中
期
中
葉

(1
42
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
端
部
ナ
デ
、
口
縁
部
～
頸
都
ノ

ケ
メ
、
頸
部
櫛
描
文
櫛
描
波
状
文
口
縁
都
ハ
ケ
メ
、
頸
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ト
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内
両

備
考

54
0

48
3
P-
17
9

A～
D
EF
-2
～
4 
第
7層

一 蔓
弥
生
中
期
中
葉

(2
27
)

ユO
YR
7/
2
10
YR
6/
1
口
稼
斜
橋
十
文
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、

頭
部
ハ
ケ
メ
刻
目
あ
る
貼
り
付
け
ナ
デ
指
オ
サ
エ

54
2

P-
14
9
SR
20
1第
7層

一 霊
弥
生
中
期
後
葉

(2
02
)

10
YR
5/
2
10
YR
5/
2
口
稼
沈
線
3～
4条
、
頸
罰
,ヘ
ラ
ミ
カ

キ
刻
日
あ
る
酷
め
付

`十

空
格

口
縁
都
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
ヨ
コ
ナ
デ

54
3

P-
17
8
CD
-3
4 
第
7層

一 亜
弥
生
中
期
後
葉

5Y
R6
/3
5Y
R6
/6
1需
穀
チギ
ケ
す
の
ち
ナ
デ
凹
紹
条
、
頸
部
～
ll
R部
上
位
ナ
デ
指
オ
サ
エ
、

胴
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
キ旨
オ
サ
エ

54
4

48
8
A～
C
(1
82
A)
SR
20
1第
7層

一 更
弥
生
中
期

7 
5Y
R6
泡
7 
5Y
R6
/3

ケヽ
メ
櫛
描
波
状
文
3条

ナ
デ

SR
20
1第
7層

士 霊
弥
生
中
期

7 
5Y
R6
泡
10
YR
6/
4
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
櫛
橘
文
2条
櫛
ナ
デ

48
9
A～
C
SR
20
1第
7層

一 堕
弥
生
中
期

10
YR
7/
2
10
YR
4/
1
ナ
デ
櫛
描
波
状
文
2条
束
」突
文
3列

(以
上
)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
指
オ
サ
エ

SR
20
1第
7層

一 笠
弥
生
中
期

5Y
R6
/6
10
YR
6/
2
頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ハ
ケ
メ
、
1同
吾
Б境

に
凹
線
1条
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
竹
省

笠
4コ
1ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

P-
18
1

A～
C

(1
81
CⅢ

SR
20
1第
7層

一 堕
弥
生
中
期

10
YR
6/
1
25
Y6
/2
ナ
デ
櫛
猫
文
2粂
櫛
枯
波
状
文
2条
板
ナ
デ

49
0
P-
18
1

A～
C
SR
20
1第
7層

壺
弥
生
中
期

25
Y6
/2
10
YR
6/
2
ナ
デ
鋸
歯
文
櫛
描
文
櫛
描
廉
状

文
円
形
浮
文

ナ
デ
指
オ
サ
エ

P-
18
3

A～
D
(1
83
B)
SR
20
1第
7層

一 霊
弥
生
中
期

Ю
YR
5/
2
10
YR
6/
4
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
櫛
描
文
3条
櫛

構
波
状
文
列
点
文

板
ナ
デ

49
8
A～
D
(1
83
A)
SR
20
1第
7層

一 至
弥
生
中
期

25
Y6
/1
7 
5Y
R5
/2
ハ
ケ
メ
櫛
描
文
櫛
描
波
状
文
2条
指
オ
サ
エ
の
ち
ハ
ケ
メ

49
7
中 Ａ・
Ｃ ∽

SR
20
1第
7層

一 亜
弥
生
中
期

10
YR
7/
2
25
Y6
/1
ハ
ケ
メ
櫛
描
文
2条
櫛
描
波
状
文
2

条
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

5Й
50
2
A～
D
(1
83
C)
SR
20
1第
7層

一 至
弥
生
中
期

10
YR
6/
3

ハ
ケ
メ
 
ヨ
コ
ナ
デ
櫛
拙
文
3条
櫛

描
波
状
文

指
オ
サ
エ
ナ
デ

64
50
4
P-
18
4
SR
20
1第
7層

壺
弥
生
中
期
中
葉

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/4
櫛
描
文
3条
の
ち
扇
状
文
櫛
描
波
状

支
ナ
デ

ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(痕
跡
有
り
)

64
50
3
一 Ａヽ
Ｄ ω

SR
20
1第
7層

一 更
弥
生
中
期
初
頭

25
Y6
/2
25
Y7
/2
ハ
ケ
メ
櫛
摘
文
2条
櫛
描
波
状
文

刺
突
文

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
す
J離

64
47
4

第
7層

重
弥
生
前
期
末

(1
00
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
国
縁
刻
目
、
日
縁
部
～
頸
部
ナ
デ
口
縁
部
ナ
デ
、顕
部
指
オ
サ
エ
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

外
面
に
接
合
痕

64
SR
20
1第
7唇
 
砂
層

一 璽
弥
生
前
期
末

(2
20
)

10
YR
6/
2
7 
5Y
R6
/3
口
縁
剖
`ナ

デ
獅
描
文
、
頻
部
ハ
ケ
メ
板
ナ
デ

穿
了
し

P-
15
9
SR
20
1第
7層

一 堕
弥
生
前
期
末

76
25
Y6
/2
25
Y5
/2
条
沈
線
4条
、
下
半
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の

ち
ナ
デ
Fr
部
績
ナ
デ
廃
面
チ
デ
ナ
デ
板
ナ
デ

48
6
P-
18
0
FG
-3
4 
第
7層

一 霊
弥
生
前
期
末

25
Y6
/2
歩
5Y
7れ
1異
幣
親
鋲
期
を
野
呼

ナ
デ

内
面
風
化

64
56
4

51
4-
2

CD
-1
～
5 
第
7層

一 蔓
(7
0)

7 
5Y
R6
/3
10
YR
5れ
 1
儒
引
字
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
、底
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ー
‐ 部
ナ
デ

64
51
5-
1

E「
-4
 
山
ll
j〕
薔

一 更
44

7 
5Y
R5
/2
10
YR
5/
2
ケヽ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ
ー
部
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

E～
H-
3 
4 
SR
20
1第

一 堕
10
YR
7/
3
10
YR
5/
2
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

64
EF
-2
～
4 
第
7層

壺
72

25
Y6
/1

25
Y6
/ユ

指
オ
サ
エ
の
ち
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

51
4-
1

GH
-3
4 
第
7層

一 霊
(1
00
)

[O
YR
6/
2
10
YR
6/
3
胴
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
、
中
位
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
、下
位
ナ
デ
、底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

胴
部
上
位
～
中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち

一
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
下
半
ヘ
ラ
ミ
ガ
内
面
に
付
着
物



図
版
番
号
写
真
図
版
整
理
番
号
撮
影
番
号

遺
構
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

5‐
0

P-
39
FG
-3
4 
第
7層

糞
弥
生
中
期
後
莱

(4
66
)

10
YR
5/
ユ
10
YR
6/
3

回
稼
郡
ナ
デ
、
】 河
郡
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
の
外
面
に
ス
ス
付
着

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2

P-
38

SR
20
1第
7磨

57
3

P―
ユ
C-
6 
第
78
層

菱
弥
生
後
期
後
葉

(1
56
)

10
YR
7/
2
10
YR
6/
2
口
縁
凹
線
2条
す旨
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ

ナ
デ
、
胴
都
ハ
ケ
メ

口
稼
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、

胴
部
上
位
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
中

位
～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
炭
化
物
付
着

57
4

P-
44
EF
-2
～
4 
第
7層

墾
殊
生
後
期
後
葉

(1
84
)

7 
5Y
R7
/6
25
Y6
/2
口
縁
凹
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
タ

タ
キ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、胴
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
勺
者

57
5

EF
-2
～
4 
第
7層

墓
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
44
)

25
Y3
/ユ

25
Y4
/】

口
縁
部
ナ
デ
、
月 ‖
部
上
4立
ハ
ケ
メ
、
中

付
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
部
ナ
デ
、‖
同
音
ト
ハ
ケ
メ
J旨
オ
サ

ェ
`痛

跡
若
め
】

外
面
に
ス
ス
付
着

57
6

GH
-3
4 
SR
20
1第

7Я
厨
 *
H秒

墾
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
64
)

5Y
R5
/4
5Y
R5
/4
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

ナ
デ

57
7

A～
D
EF
-2
3 
第
7層

斐
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
70
)

25
Y7
/2
10
YR
7/
3
口
縁
部
ナ
デ
、1
同
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
回
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、胴
者
hヘ

ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ハ
ケ
メ

内
面
に
接
合
痕

57
8

BC
-3
4 
第
7層

斐
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(1
85
)

25
Y5
/ユ
25
Y5
/1

口
縁
凹
線
2条
、
4「
l部
ハ
ケ
メ
(戻
跡
口
稼
部
ハ
ケ
メ
、
l 
rl
音
卜
指
オ
サ
エ
の
外
面
景
JI
jI

57
9

EF
-2
～
4 
SR
20
1第

疑
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
64
)

25
Y4
/ユ
25
Y5
/1
口
稼
七
ト
ナ
デ
、
打 ,
1剖

'ハ
タ
メ
の
ち
ナ
口
縁
部
ナ
デ
、 胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

η
向
に
接
含
泉
、 外
国
に
ス

ス
州
碧

58
0

EF
-2
～
4 
第
7周

整
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
58
)

25
Y5
/1
25
Y6
/2

ナ
デ

口
豚
郡
ナ
デ
、
胴
刊
`上
位
板
ナ
デ
の

A-
6 
第
7層
 
砂
礫
層
疑

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
32
)

10
YR
6/
1
10
YR
6/
1
日
縁
部
ナ
デ
、
胴
都
ハ
ケ
メ

日
豚
剖
'独
ナ
デ
ハ
タ
メ
、
l「
l剤

`ヘ

ラ

ケ
ズ
リ

P-
37
EF
-3
4 
第
7層

疑
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
30
)

10
YR
6/
2
10
YR
7/
2
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
4F
l』
∫ 板
ナ
デ
ハ
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
都
上
位
指
オ

サ
エ
の
ち
板
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

外
面
に
ス
ス
付
着

第
7層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

4)
5Y
R5
泡
5Y
R5
/4

〕J
稼
凹
線
1余
ナ
デ
、
ガ ロ
部
ナ
デ
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
錬
跡
有
り
)

ナ
デ
、
州
司
`上
1ヱ
わ
す
か
に
惰
オ
サ
内
面
に
接
合
TR

58
4

P-
47
A～
D
EF
-2
～
4 
第
7居

鍵
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期

1)
7 
5Y
R6
/3
10
YR
3/
2
国
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
部
ナ
デ

タ ト
面
に
ス
ス
付
着

58
5

BC
-3
4 
第
78
懸

雛
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

25
Y6
/2
25
Y6
/2
回
縁
世
I繰
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、l
al
部
ノ

ケ
メ

日
縁
部
ハ
ケ
メ
、
胴
部
上
位
ヨ
コ
ナ

デ
、
中
位
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

58
6

EF
-2
～
4 
第
7層

墾
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

10
YR
5/
2
7 
5Y
R5
/2
回
縁
吾
bヨ
コ
ナ
デ
、

"同

郡
ハ
ケ
メ
タ
‖

占
rヽ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
1阿
部
ナ
デ
ー
部

ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

外
面
に
ス
ス
付
着

FG
-3
4 
第
7屑

霙
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

25
Y4
/1
25
Y5
/2
口
稼
古
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、4
Hl
 t
th
ハ
ケ
メ
の

ち
ナ
デ

回
縁
干
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、】
同
旨
ト
ナ
デ
わ
ず

か
に
指
ナ
サ
ェ

外
面
風
化
ス
ス
付
着

58
9

餡
P-
11

SR
20
1第
7屠

整
弥
生
後
期
後
葉

(1
30
)
(4
8)
20
 1
25
Y6
/4
25
Y5
/2
日
稼
円
裸
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、
】同
那
タ

ク
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

口
縁
音
hヨ
コ
ナ
デ
、男
同
部
指
オ
サ
エ

の
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
付
着

59
0

BC
-3
4 
第
78
層

裂
弥
生
後
期
後
葉

(1
76
)

25
Y6
/2

5Y
6/
2
回
ly
A部
チ
デ
、

"同

部
タ
タ
キ
の
ち
ノ
口
縁
部
ナ
デ
、 胴
舌
bヘ
ラ
ケ
ス
リ
の

ち
ナ
デ
■
旨
オ
サ
エ

外
面
剥
聞
[内
面
に
接
合
痕

21
心
し
―
/b
 S
It
Zυ
l弟
V

層
 
ヨ
監
 
黒
褐
伸

斑
弥
生
後
期
後
菜

15
 3

5Y
R6
/6
5Y
R6
/6
口
稼
凹
H7
Rl
条
ナ
デ
、胴
普
ト
タ
タ
キ

の
ち
ハ
ケ
メ

口
稼
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
1日
詈
ト
ヘ
ラ
ク
ス
外
面
に
ス
ス
付
着

59
2

GH
-3
4 
第
7層

箆
弥
生
後
期
後
葉

(1
96
)

5Y
R6
/6
10
YR
6/
2
口
縁
凹
線
1条
ナ
デ
、 胴
部
タ
タ
キ
口
縁
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 胴
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
板
ナ
デ

内
面
に
接
合
痕

59
3

21
P-
14

B～
F-
2～
4 
第
7層

羹
弥
生
後
期
後
葉

(1
80
)

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
3
口
縁
凹
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、4
F剤
`タ

タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

口
縁
音
b板
ナ
デ
、
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

59
4

A～
F-
2～
6 
第
7婿

裂
弥
生
後
期
後
葉

(2
32
)

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
】
口
縁
凹
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ
、
‖ 同
部
タ
日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、 胴
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

59
5

P-
16
EF
-2
～
4 
第
7層

葵
殊
生
後
期
後
葉

(1
64
)

10
YR
7/
3
10
YR
6/
2
口
縁
凹
線
2粂
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
都
′

ケ
メ
の
ち
ナ
デ

口
縁
都
板
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

59
6

2]
P-
18

F～
H-
34
 
第
7層

妻
弥
生
後
期
後
莱

(1
66
)

10
YR
6/
3
10
YR
5/
3
口
稼
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
わ
ず
か
に
I旨
オ

サ
ェ
Л同
部
ケ
ク
キ
の
ム
ハ
ケ
メ

口
縁
部
板
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

EF
-2
3 
第
7層

巽
祢
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
36
)

10
YR
6/
2
25
Y6
/1

口
稼
剖
'ナ
デ
、
削
部
タ
タ
キ
の
ち
ノ

ケ
メ

日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

断
面
に
接
合
痕

67
じ
じ
-3
4 
第
7膳

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
76
)

7 
5Y
R7
/3
7 
5Y
R7
/2

ナ
デ

口
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 胴
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

内
外
面
に
接
合
痕

Ｐ・
４７
Ａヽ
Ｄ い
GH
-3
4
第
7層

託
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
(1
52
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
口
縁
凹
線
2条
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ナ

デ
ー
部
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
上
位
ナ
デ
、

中
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
付
着

60
0

P-
19
FG
-3
4 
第
7層

箋
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
65
)

25
Y5
/ユ
25
Y6
/2
口
稼
司
`ヨ

ヨ
ナ
デ
、 胴
部
ハ
ケ
メ
の

ち
ナ
デ

日
縁
部
板
ナ
デ
、 胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
吉
備
系
タ
ト面
剥
離

P-
15

B～
H-
2～
4 
第
78
層
斐

弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期

7 
5Y
R5
/3
7 
5Y
R6
海
日
縁
端
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
日
縁
都
～
胴

部
ハ
ケ
メ

日
縁
端
部
ナ
デ
、
口
縁
都
～
胴
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡

ヽ ∞



ト ト

図
版
番
号
写
真
図
版
坐
理
番
号
撮
影
I・
号

遺
構
 
居
位

器
種

型
式
ま
た
は
1手
朗

備
考

内
面

67
P-
47
A～
D
(4
7B
)
GH
-3
4 
第
7屑

発
殊
生
後
朗
後
業
～
終
末
期
(1
46
)

10
YR
6/
4
10
YR
5/
3
口
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 胴

部
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ハ
ケ
メ
、胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

60
3

P-
45
BC
-3
4 
第
78
層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
33
)

25
Y5
/2
25
Y5
/2
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、1
同
都
タ
タ
キ
の

ち
ハ
ケ
メ

口
縁
者
[ヨ
コ
ナ
デ
、】
同
者
L上
4と
ハ
ケ

メ
、
中
位
～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

ナ
デ

60
5

P-
12

SR
20
1第
7層

菱
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
50
,

25
Y4
/]
10
YR
5/
2
口
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

口
縁
剤
∫ ナ
デ
、男
Π
剖
∫ 指
オ
サ
エ
の
ろ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(痕
跡
右

り
)

外
面
に
炭
化
物
多
量
に
対
着

内
外
面
風
化

84
P-
42
EF
-2
～
4 
第
7層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
10
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
音
ト
ヘ
ラ
ケ
ス

リ
の
ち
ナ
デ
!旨
オ
サ
エ

P-
17
EF
-2
～
4 
第
7屑

発
弥
生
後
朗
後
業
～
終
木
則
(1
42
)

5Y
R5
/4
5Y
R5
/4

日
縁
一
部
亥
J目
す
旨
オ
サ
エ
の
ち
ヨ

コ
ナ
デ
、
胴
部
上
位
ハ
ケ
メ
の
ち
板

ナ
ヂ
中
Ii
Iハ
ケ
メ

口
縁
部
ハ
ケ
メ
、 胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

21
FG
-3
4 
第
7屠

斐
(1
08
)

10
YR
7/
3
7 
5Y
R6
/3
日
縁
亥
1ロ
サ旨
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、l
I]

言
[ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ヨ
縁
郡
ハ
ケ
メ
、
1阿
ご
bヘ
ラ
ケ
ス

'

の
ち
ナ
デ

内
外
面
に
1妄
合
痕

21
P-
48
A

B(
48
B)
DF
-2
～
4 
第
7層

犯
(1
42
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
都
ナ
デ
、l
l・
l部
ハ
ケ
メ

仮
ナ
デ

Wi
面
に
接
合
痕

12
3-
2

EF
-3
4 
第
7層

乳
休
生
中
期
初
頭

(1
60
)

10
YR
5/
1
10
YR
5/
2
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

日
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
胴
部
ハ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ
指
オ
サ
エ

61
2

Ｐ・
４９
Ａヽ
Ｃ い
BC
-3
4 
第
7層

聖
殊
生
中
期
初
頭

(2
00
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
日
縁
都
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ナ
デ
わ
ず
か
に
指
オ
サ
エ
、

胴
部
ハ
ケ
メ
ナ
デ

P-
49
A～
C
(4
9A
)
CD
-3
4 
第
7層

乳
弥
生
中
期
初
頭

(2
24
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
日
縁
刻
日
■
旨
オ
サ
エ
の
ち
板
ナ
デ
、

胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
わ
ず
か
に

指
オ
サ
ェ

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

67
FG
-3
4 
第
7層

託
弥
生
中
■
ll
初
頭

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
日
縁
亥
1ロ
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
部
指
オ
サ

エ
の
ち
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

67
12
3-
1
P-
49
A～
C
C-
6 
第
78
層

発
弥
生
中
期
初
IL
H

10
YR
6/
2
7 
5Y
R6
/3
日
縁
刻
日
、
日
縁
部
～
胴
部
板
ナ
デ
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

61
7

21
Ｐ・
５０
Ａヽ
Ｄ ∽

SR
20
1第
7層

韮
弥
生
中
期
Fr
D頭

5Y
R5
/3
7 
5Y
R5
/2
日
縁
刻
日
、
1何
部
上
位
櫛
拙
文
櫛
柑

波
】犬
文

2ユ
Ｐ・
５０
Ａヽ
Ｄ ｍ
EF
-2
～
4 
第
7層

艶
弥
生
中
期
初
頭

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R5
/3
口
縁
刻
日
(不
明
瞭
)、
胴
訂
`ハ

ケ
メ

の
ち
ナ
デ
櫛
柑
文
2条

ナ
デ

内
外
面
に
接
合
痕

P-
5ユ
A～
F
GH
-3
4 
第
7層

菱
弥
生
中
期
初
頭

25
Y5
/2
25
Y6
/2
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、l
il
都
ハ
ケ
メ
沈

線
12
条

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
‖ Π
部
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
句
者

21

P-
50
A～
D
CD
-3
4 
第
7層

発
弥
生
中
期
初
頭

(1
84
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
口
縁
刻
日
(痕
跡
有
り
)、
l 
al
部
ハ
ケ

メ
(痕
跡
有
り
)櫛
fH
文
3条

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
lH
部
ナ
デ

外
而
景
」肺

P-
43

SR
20
1第
7層

発
弥
生
中
期
初
頭

(1
20
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
日
縁
刻
日
、胴
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

,オ
線
6条
4条
(以
上
〕
猜
管
支

板
ナ
デ

タト
面
に
籾
痕

P-
50
A～
D
(5
0A
)
EF
-2
～
4 
第
7屏

楚
弥
生
中
期
初
ug

(1
39
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
部
～
胴
部
ナ
デ
沈
線
5条
(不

明
隣
)山
型
亦
1突
文

回
縁
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 胴
部
板

ナ
デ

内
面
に
接
合
痕

62
3

21

P-
51
A～
F
(5
1A
)
SR
20
1第
7居
 
砂
層

魏
弥
生
中
期
初
頭

(4
94
)

7 
5Y
R7
/4
7 
5Y
R6
/4
口
縁
刻
日
2夕
J指
オ
サ
エ
ナ
デ
、
ll

部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
沈
線
9条
球
1
口
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 胴
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

62
4

2]

P-
5ユ
A～
F
(5
1D
)
CD
-5
6 
第
78
層

裂
弥
生
前
期
末

(4
14
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
「
縁
刻
日
】旨
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、胴

部
沈
線
9条

ナ
デ

A～
F
EF
-2
3 
第
7層

鍵
弥
Ji
前
期
末

25
Y5
/2
25
Y5
/1
日
縁
刻
目
指
オ
サ
エ
の
ち
ハ
ケ
メ

胴
部
ハ
ケ
メ
沈
線
5条

21
A～
F
CD
-5
6 
第
78
'尋

発
弥
生
前
期
末

(3
20
)

7 
5Y
R6
/4
5Y
R6
/4
日
縁
刻
日
、
日
縁
都
～
‖ 同
都
指
オ
サ

エ
の
ち
ハ
ケ
メ
沈
線
6条

板
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(I
Fk
跡
有
り
)

21
P-
51
A～
F
B～
F-
2～
4 
第
7層

粘
上
層

犯
弥
■
前
期
末

(2
00
)

10
YR
5/
2
10
YR
6/
2
口
縁
刻
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ

メ
沈
線
4条

ナ
デ
わ
ず
か
に
指
オ
サ
エ

タ
ト
面
に
ス
ス
イ↓
着

10
8

EF
-2
～
4 
第
7層

発
弥
生
前
期
末

(1
98
)

5Y
R6
/6
75
Y6
泡
口
縁
刻
日
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ
,オ
線
2粂

ナ
デ

CD
-3
4 
第
7月

発
弥
生
前
期
末

(2
00
)

10
YR
5/
2
10
YR
6/
2
「
1縁
刻
目
■
旨
オ
サ
エ
、
4・
l部
ハ
ケ

メ
沈
線
3条

ナ
デ
ノヽ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
,
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遺
椎
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

内
面

板
ナ
デ

P-
46
EF
-2
～
4 
第
7層

発
68

10
YR
5/
2
25
Y5
/2

Л同
郡
ハ
ケ
メ
、
瓜
部
特
ォ
サ
エ
の
ち

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

底
面
に
穿
孔

GE
-3
4 
第
7層

斐
64

25
Y5
/1
10
YR
6/
3
‖同
吾
卜
中
4立
タ
タ
キ
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
、
下

付
～
廣
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
臨
而
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

13
6

C～
F-
2～
4 
第
7層

霊
80

10
YR
6/
2
7 
5Y
R7
/3
胴
甜
∫
タ
タ
キ
、底
部
一
部
ハ
ケ
メ
板

ナ
デ
、
底
函
ナ
デ

lr
l郡
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
、底
部
ナ
デ
わ
ず

か
に
指
オ
サ
ェ

タ ト
面
に
接
合
ll
R

13
9

GH
-3
4 
第
7遭

霊
(4
6)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
1
胴
部
～
底
面
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ
、 底
郡
に
わ
ず
か
に
指

オ
サ
エ

14
2-
2

BC
-3
4 
第
78
層

発
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
胴
部
～
底
面
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

GH
-3
4
第
7屠

63
9

P-
38
9
SR
20
1第
7層

鉢
(1
1
1)
74

7 
5Y
Rツ
4
5Y
R5
/6

ケヽ
メ
指
オ
サ
エ

内
外
面
剥
PI
t、
外
面
ス
ス
付

P-
4〕
EF
-2
～
4
第
7層

鉢
株
生
中
期
後
葉

(3
48
)

7 
5Y
R6
/3
5Y
R6
´
4

口
縁
凹
線
2粂
一
部
刻
日
、 胴
部
タ

タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
ナ
デ
、
下
位
板
サ
日
縁
都
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の

ち
ハ
ケ
メ

内
外
面
に
接
合
痕

69
64
2

69
9
P-
28
9
ab

LⅢ
-2
～
4G
H-
34

有
孔
鉢
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期
20
 7

17
0
25
Y6
/2
25
Y6
/2
日
稼
舌
ト
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 体
II
ワ
ケ`
メ
ナ

デ
、
上
位
に
わ
ず
か
に
指
ォ
サ
ェ

日
縁
部
ナ
デ
、
体
部
J二
位
ハ
ケ
メ
、
中

位
～
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

瓜
画
に
IB
‐
1噂
″
所
禾
迎
穿

71
ヵ
Fl
〒

Й
Э0
P-
29
0
Ef
-2
～
4 
第
7層

鉢
(1
20
)
57

10
YR
6/
2
N4
/

ヘ
ラ
ケ
ス
リ
の
ち
ナ
デ
ひ
び
割
れ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

GH
-3
4 
第
7層

鉢
(1
22
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
」
稼
/1
測
`指
オ
サ
エ
、体
剤
`ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

EF
-2
～
4 
第
7層

鉢
(1
54
)

(1
01
)
10
YR
2/
1
10
YR
2/
1
口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 体
部
ナ
デ
ひ
び

割
れ
痕
、
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(痕
跡
有

り
)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

5Y
R5
泡

64
7

69
7
P-
28
8
CD
-3
4G
H-
34

SR
″
0,
第
7雇

/1
tk

弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期

4)
(4
5)
7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R5
/3
ナ
デ
ひ
び
割
れ
/F

ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
わ
す
か
に
指
オ

サ
エ

64
8

P-
28
6
B～
D-
34
GH
-3
4

SR
20
1第
7層

然
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
19
8

74
7 
5Y
R3
/1
5Y
R6
/4
回
縁
部
ナ
デ
、 体
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

日
縁
都
～
体
部
上
半
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
下
半
板
ナ
デ

EF
―
ワ
～
4 
第
7層

魏
蓋

2 
5Y
R6
/4
5Y
R6
/4

f 
ll
み
II
,上
回
ナ
デ
、 r
rl
み
郡
～
体
舌
ト

上
半
板
ナ
デ
、
下
半
ナ
デ

板
ナ
デ

69
65
2

69
2
P-
26
7
EF
-2
～
4 
第
7層

高
杯

弥
生
中
期
後
葉

(1
80
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R5
/4
不
部
に
位
ヨ
ヨ
ナ
デ
ー
部
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
凹
線
I条
、
下
半
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

イ
部
ヒ
位
ヨ
コ
ナ
デ
ー
部
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
、
下
半
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ー
部
ハ
ケ

P-
38
8
EF
-2
～
4 
SR
20
1第

7屑
高
14
N

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
則
(2
98
)

20
 2
7 
5Y
R7
/4
7 
5Y
R6
/4
杯
部
上
位
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
下
位

ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
ll
H都
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
親
菩
К
チ
デ

辱
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
裾
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

内
外
而
爪
化
、
外
面
に
接
合

痕
、 脚
部
に
透
か
し
孔
4カ
所

65
4

P-
38
7
SR
20
1第
7層

高
必

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
32
 5
16
 2

7 
5Y
R7
/3
7 
5Y
R7
/2

不
部
上
位
板
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
、
下
位
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ
、
脚
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
、
経
常
[ョ
ョ
ナ
デ

不
部
上
位
板
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
、
下
位
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

脚
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
板
ナ
デ
、
IF

部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

内
外
面
Jl
tt
 l
l着
物
、外
面

に
接
合
痕
、
LI
Il
部
に
透
か
し

子
L4
カ
所

25
Y6
/

Ю
65
6

BC
-6
 
第
78
層

高
郭

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

(1
50
)

25
Y7
/2
25
Y6
/2

ナ
デ

lW
都
指
オ
サ
エ
ナ
デ
、裾
都
ナ
デ
問
タ
ト
山
に
J/
x 
tt
TR
、
卿
剤
∫
1

掛
か
1ン
71

42
3

BC
-3
4 
第
8層

一 “
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
60
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
日
縁
凶
線
1条
ナ
デ
、
顕
部
ヘ
ラ
ミ
J赫
者
ト
ヘ
フ
ミ
ガ
キ
、
類
部
ヘ
ラ
ク

ズ
,,

42
7
P-
16
8
BC
-6
 
第
8層
 
粗
砂
一 堕

弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
32
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
都
ナ
デ
、 顕
部
指
オ
サ
エ
板
ナ

デ
断
面
に
接
合
猿

66
0

SR
20
1第
8層

議
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(8
0)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/3
口
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、頭
部
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ

口
縁
都
～
頸
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

P-
16
1
BC
-6
 
第
8層

砂
礫
層

一 壁
10
YR
7/
2
10
YR
7/
2
・・
F部
ヨ
コ
ナ
デ
凹
報
4条
粛
」
突
文
、

胴
部
上
位
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

`束

訴
若
り
】
類
都
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
胴
都
上

位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

70
66
2

P-
17
0
AB (1
70
A)
BC
-3
4 
第
8層

一 堕
殊
生
後
期
前
葉

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
沿ヽ
ラ
ミ
ガ
キ
櫛
描
文
突
帯
1条

板
ナ
デ

内
面
に
接
合
痕

P-
lЮ
AB
B-
34
 
第
8届

一 車
弥
生
中
期
中
葉

25
Y6
/2
25
Y6
/2

ケヽ
メ
櫛
描
波
状
文
櫛
描
文

ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

卜 頓
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遺
lt
 
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

底
径
cm

(復
元
)

備
考

(復
元
)

ウト
面

約
66
4

43
2
P-
16
9

A～
D
(1
69
C)
第
8層
 
粗
砂

一 更
弥
生
中
期
後
葉

10
YR
6/
2
2 
ro
Y6
/2
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)貼
り
付
け
突

帝
4条
」
」形
文
沈
線
3条

Ю
P-
14
2

一 空
弥
生
中
則
!後
葉

(1
84
)

25
Y6
/2
25
Y5
/2
日
縁
凹
線
3条
ナ
デ

日
縁
都
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
ヘ
ラ
ク

ズ
',

外
面
に
接
合
FR
、
日
縁
部
に
2

66
6

P-
14
0
SR
20
1第
8唐

一 亜
弥
生
中
期
後
葉

(2
01
)

25
Y6
/2

25
Y6
/ワ

口
縁
沈
線
6粂
に
2イ
同
一
組
の
浮
遊
支

(6
組
)ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
突
帯
(欠

キロヽ

口
縁
都
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 顕
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
ヨ
コ
ナ
デ

66
7

39
9
ab
BC
-3
4 
第
8層

手 霊
弥
生
中
期
中
葉

25
Y6
/]
25
Y7
/2
[1
縁
部
～
駁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

葡
都
FF
り
付
け
突
枯

日
縁
上
白
に
斜
格
子
文
ナ
デ
指
オ

Ю
66
8

A～
D

第
8層
 
粗
砂

一 霊
弥
生
中
期
後
葉

(1
77
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
日
縁
凹
線
2条
ヨ
ヨ
ナ
デ

回
縁
格
子
文
ヨ
コ
ナ
デ

40
3
A～
D
SR
20
1第
8層

十 堕
弥
生
中
期
中
莱

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
櫛
描
波
状

文
2
条

頸
部
ハ
ケ
メ
、胴
都
指
オ
サ
エ
の
ち

ナ
デ

39
6
P-
13
9
ab

B-
34
 
第
8層

一 霊
弥
生
中
期
中
菜

(1
30
)

10
YR
6/
1
10
YR
6/
3
口
縁
部
ナ
デ
、 頸
都
ハ
ケ
メ
櫛
拙

文
櫛
拙
波
状
文

口
縁
上
面
に
扇
形
文
、
日
縁
罰
∫ハ
ケ

メ
、
頸
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ
指
オ

サ
エ

外
面
風
化

42
2
P-
17
1

A～
D
(1
71
A)
SR
20
1第
8層

一 臣
弥
生
中
期
中
葉

7 
5Y
R7
/4
10
YR
6/
3
ナ
デ
櫛
描
波
状
文
2条
櫛
描
文
2条
ナ
デ
す旨
オ
サ
エ

67
2

P-
16
3

A～
D
B-
34
 
第
8層

一 霊
殊
生
中
期
初
頭

10
YR
6/
2
25
Y6
/2
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
櫛
描
文
2条
廉

状
文
櫛
描
波
状
文
2条

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

67
3

41
7

B-
34
 
第
8層

一 亜
弥
生
中
期
中
葉

10
YR
5/
1
10
YR
5/
2
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
獅
補
文
櫛
柄
ll
k

状
文
2条

67
4

P-
16
3

A―
D
B-
34
 
第
8層

重
弥
生
中
期
中
菜

7 
5Y
R7
/4
7 
5Y
R6
/3
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
櫛
描
文
2条
櫛

艦
波
】大
文
2条

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ
寸
旨
オ
サ
エ

B-
34
 
第
8層

一 〇
弥
生
中
期
中
葉

25
Y6
/2
25
Y6
/3

ナ
デ
櫛
描
文
2条
櫛
幅
波
状
文
声
」

43
8
A～
D
BC
-3
4 
第
8層

一 霊
弥
生
中
期
初
頭

10
YR
5/
2
25
Y7
/2
ナ
デ
櫛
精
文
4条
づ
1点
文

ナ
デ

43
6
A～
D
B-
34
 
第
8層

壺
弥
生
中
期
初
頭

10
YR
7/
2
5Y
R6
/3
沈
線
16
条

ナ
デ

67
9

A～
D
BC
-6
 
第
8層

砂
礫
層

一 宣
弥
生
中
期
初
頭

(1
46
)

10
YR
5/
2
10
YR
5/
2
日
縁
刻
日
、
頸
部
ハ
ケ
メ

ナ
デ

68
0

P-
16
6
AB (1
66
A)

BC
-6
 
第
8層

砂
礫
層

一 臣
弥
生
中
期
初
頭

(2
37
)

5Y
R6
/6
5Y
R6
/6
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
日
縁
肥
厚

ケヽ
メ

上
佐
系

BC
-3
4 
第
8層

一 霊
弥
生
中
期
初
頭

(2
28
)

7 
5V
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
都
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
顕
部
沈
線
]

条
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ
寸
旨
オ
サ
エ

71
43
7
A～
D
(1
71
C)

SR
20
1 
南
 
第
8層

粗
砂

童
弥
生
前
期
末

(1
04
)

7 
5Y
R6
/4
10
YR
7/
4
口
縁
亥
」
日
、
日
縁
部
～
頸
苦
[ハ
ケ
メ

(痕
跡
右
り
)ナ
デ
、
頸
部
沈
線
5条

ナ
デ

71
68
4

42
8
A～
D
EF
-2
～
4 
第
8層

一 璽
弥
生
前
期
末

(8
6)

10
YR
5/
3
25
Y6
/3
ナ
デ
、
頸
部
沈
鯉
条

日
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
に
接
合
痕

68
5

40
4
P-
16
2

A～
D
SR
20
1 
南
 
第
8層

粗
砂

一 豆
弥
生
前
期
末

(1
98
)

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
3
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
沈
線
4

条

日
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、顕
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

68
6

P-
16
3

A～
D
SR
20
1第
8層

一 豆
弥
生
中
期
初
頭

(1
72
)

7 
5Y
R7
/6
7 
5Y
R6
/4
日
縁
刻
目
の
間
に
凹
線
1条
ナ
デ
、

胴
部
櫛
描
文
2条

ナ
デ

68
7

4ユ
ユ
P-
16
5
G-
34
 
第
8層

一 更
弥
生
中
期
初
頭

(3
04
)

25
Y6
/2

5Y
6/
1
日
縁
刻
日
2,
1の
間
に
凹
線
1条

ケ
メ

ケヽ
メ

68
8

44
2-
1
P-
14
3
SR
20
1 
南
 
下
部
砂
層
一 軍

弥
生
前
期
末

(1
99
)

7 
5Y
R6
/3
5Y
R6
/4
顕
都
貼
り
付
け
突
帯
(欠
損
都
に
沈

線
1条

)

内
外
面
剥
LI
、
断
面
に
接
合

痕
、
日
縁
部
に
2孔
一
対
の
組

72
SR
20
1第
8層
 
粗
砂

壺
株
生
前
期
末

(2
10
)

7 
5Y
R6
/4
5Y
R5
/6

ナ
デ
、
銀
部
虎
T7
R5
条
(況
線
に
一
剤
,

ナ
デ
(ハ
ケ
メ
痕
跡
有
り
)

内
外
面
剥
離
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置
構
 
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

裏
内
面

ワ
69
0

40
8
P-
16
2

A～
D
BC
-3
4 
第
8眉

竜
弥
生
前
期
末

(2
18
)

25
Y6
/2
25
Y6
/1
ナ
デ
、
顕
部
刻
目
あ
る
貼
り
付
け
突

帯
3
条

日
縁
都
ナ
デ
、
頸
部
板
ナ
デ

69
1

42
4
P-
16
7
A-
6 
第
8層
粗
砂

一 璽
弥
生
前
期
末

(2
60
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
部
～
隻
鼠
部
ハ
ケ
メ
 
ナ
デ
ー
部

タ
タ
キ
(痕
跡
有
り
)、
頸
部
に
亥
J目

ケヽ
メ

CD
-3
4 
第
8層

一 霊
弥
生
前
期
末

(2
16
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
口
縁
刻
目
わ
ず
か
に
凹
線
1条
ナ

デ
、
顕
部
ハ
ケ
メ
核
J目
あ
る
貼
り
付

け
突
帯
1粂

72
69
3

P-
17
2

A～
D
A-
6 
第
9目
 
粗
砂

十 空
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(2
32
)

7 
5Y
Rン
2
7 
5Y
R6
/3
口
縁
浅
い
凹
線
1条
タ
タ
キ
の
ち
ノ

ケ
メ
ナ
デ

口
縁
刻
目
あ
る
貼
り
付
け
突
帯
2条

ナ
デ
ハ
ケ
メ

口
縁
部
に
穿
孔

69
4

Ｐ・
‐６ 用 い
CD
-3
4 
第
8層

士 霊
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

2 
5Y
R6
/4
5Y
R6
/3
日
縁
刻
目
の
間
に
凹
線
1条
ナ
デ
ナ
デ
、
日
縁
月巴
厚

i2
69
5

P-
17
2

A～
D
(1
72
D)
B-
34
 
第
8層

一 笠
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(3
16
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3

ナ
デ

ナ
デ
、
回
縁
に
櫛
措
文
山
型
束
」突
文

69
6

P-
1ワ
A～
D
イ1
72
Rヽ

B-
34
 
第
8層

一 霊
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

75
Y6
/3
5Y
R6
/4
回
縁
沈
線
1条
の
ち
刻
ロ
ナ
デ

回
縁
に
刻
目
あ
る
只
占
り
Tl
け
突
帯
2

種
ナ
デ

69
7

A～
D
EF
-2
～
4 
第
8屠

一 堕
弥
生
前
期
末
引
ヨ
期
初
頭

25
Y5
/]
25
Y5
/]
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
沈
線
(4
3条
)の
間
に

貼
り
付
け
突
帯
(痕
跡
有
り
)

ヘ
ラ
ガ
キ

外
面
剥
離
、
断
面
に
接
合
痕

］ Ａヽ
Ｄ い

第
8層
 
粗
砂

壺
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

25
Y6
/1

25
Y6
/ユ

洲
剖
`上
十
ナ
デ
亥
」
日
あ
る
突
帯
2粂

突
帯
と
下
に
沈
線
5条
下
半
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
(痕
跡
有
り
)

指
オ
サ
エ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(ハ
ケ

メ
痕
跡
有
り
)

穆
η
00

A～
D
(1
69
A)

BC
-6
 
第
8層

砂
礫
層

一 更
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
員 占
り
付
け
突
帯
4条
(欠

損
部
に
凹
線
と
ハ
ケ
メ
ー
部
刻
目
)
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

第
8層
 
粗
砂

重 一 　 　 一 壁
93
6
P-
39
3
A-
6 
SR
20
1第
8層

弥
生
前
期
末

67
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2

II
Ft
苦
ト
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ
板
ナ
デ

(痕
跡
有
り
)刻
目
あ
る
貼
り
付
け

突
帯
2条
、 胴
都
～
底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

底
面
ナ
デ

口
縁
部
ナ
デ
、
顕
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、胴

部
～
底
部
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

頸
部
外
面
に
赤
色
顔
ll

密
70
3

P-
16
4
SR
20
1 
南
 
第
8層

粗
砂

弥
生
前
期
末

10
YR
5/
1
10
YR
5/
2

ハ ラ ｊ

部 へ り

蜘 部 右

ケ
メ
沈
線
7条
(以
上
)、
胴

ミ
ガ
キ
ー
部
ハ
ケ
メ
(痕
跡
頸
部
板
ナ
デ
、胴
部
指
オ
サ
エ
の
ち

ナ
デ

殉
70
4

Lr
-3
～
5 
SR
20
1第

8層
一 霊

弥
生
前
期
末

(6
4)

5Y
6/
ユ

5Y
5/
ユ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

73
70
5

45
6

BC
-5
6 
SR
20
1第
8
壺

(1
05
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、 底
面
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ
の
ち
ナ
デ

内
面
剥
Ll
l

45
0

A-
6 
第
8層
 
粗
砂

十 霊
77

7 
5Y
R7
/4
10
YR
7/
2
胴
部
下
半
タ
タ
キ
の
ち
ナ
デ
、 底
都

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ
指
オ
サ
エ

内
面
に
ス
ス
付
着

45
5
44
7

BC
-6
 
第
3層
 
粗
砂

73 73

‐ 0
8

70
9

,初
頭
]初
頭

45
2

BC
-6
 
第
8層

壷
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

89
25
Y7
/2
25
Y7
/3

ほ
剖
∫ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
指
オ
サ
エ
、
底
面

指
オ
サ
エ

ナ
デ
指
オ
サ
エ

44
6

11
 0

ユ
05

2 
5Y
R6
/6

10
YR
6/
3

壺 一 蘇
44
3

板
ナ
デ

一 箪
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

(8
6)

10
YR
6/
2
10
YR
7/
3

ヘ
耶 デ

瓜 ナ
ラ
ミ
ガ
キ
泥
線
1条
、
底
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
寸
旨
オ
サ
エ

密
71
5

P-
17
5
米
Hと
歩

一 亜
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

10
4)

10
YR
6/
3
10
YR
7/
2
底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、 底
面
ナ
デ

仮
ナ
デ

底
面
に
圧
痕

“

P-
17
4
SR
20
1第
9暫

壷
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

(1
76
)

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
3

内
外
向
ll
14
ヒ
、
底
面
に
網
代

痛
74

P-
14
4
EF
-3
～
5 
SR
20
1第

Fl
振
雪

一 霊
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

(1
60
)

10
YR
6/
2
25
Y6
/2

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
タ
ト
向
に
接
合
痕
、
外
面
景
」

離

BF
-2
～
4 
第
8層

整
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
50
)

25
Y6
/3
25
Y6
/2
口
縁
Ш
線
1条
、
日
縁
部
ナ
デ
、 胴
部

ハ
ケ
メ

H稼
司
'ナ

デ
、
lP
l都
し
位
板
ナ
デ
、
中

位
～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
わ
ず

か
に
指
オ
サ
エ

密

P-
30
A～
C
SR
20
1 
南
 
第
8層

判
砂

箋
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
26
)

25
Y6
/2
10
YR
7/
2
回
縁
部
ナ
デ
、1
同
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
口
縁
部
ナ
デ
、
Br
l部
板
ナ
デ
ハ
ケ
メ
外
面
に
ス
ス
付
藷

ト N
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避
構
 
壇
能

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

備
考

宴
内
面

‐
4
72
0

EF
-2
～
4 
第
8層

饗
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
90
)

10
YR
7/
3
10
YR
6/
3
口
縁
匹
I線
1条
ナ
デ
、1
回
郡
ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

i4
BC
-3
～
6 
SR
Z0
1弟

斐
弥
生
後
朗
後
葉
～
終
末
期

10
YR
6/
6
7 
5Y
R6
/4
」
縁
浅
い
pl
線
1粂
ヨ
コ
ナ
デ
ノ

ケ
メ
`痕

誅
若
り
)

口
縁
都
ハ
ケ
メ
、l
Ht
tI
自
オ
サ
エ

ち
ナ
デ
ハ
ケ
メ

外
面
剥
離

72
2

C-
5 
第
8層

下
部
砂
層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
42
)

10
YR
3/
1
10
YR
6/
2
口
縁
凹
線
2粂
ヨ
コ
ナ
デ
、
l嘲
`板

ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
板
ナ
デ
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 胴
部
^

ラ
ケ
ズ
リ

外
面
剥
離
ス
ス
刊
着

“

72
3

P-
30
A～
C
C-
6 
SR
20
1第
8層

下
都
砂
層

発
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
74
)

10
YR
6/
3
25
Y4
/1
回
縁
LR
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
都
ノ

ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
ハ
ケ

メ
、胴
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

7熟
EF
-2
～
4 
第
8層

劉
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
30
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
部
ハ
ケ
メ

回
縁
都
ナ
デ
、
1「
1部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

74
EF
-2
-4
 
第
8層

斐
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
50
)

Ю
YR
6/
3
10
YR
6/
3
口
縁
凹
線
2条
ヨ
コ
ナ
デ
指
オ
サ

エ
の
ム
ナ
デ
胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
n/
1ヨ
コ
ナ
デ
、‖
口
部
指
オ
サ
エ

の
ち
ナ
デ

“

SR
20
ユ
 
前
 
第
8層

変
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
88
)

75
Y6
�

5Y
R6
/笞

日
縁
回
線
2条
ナ
デ

ナ
デ

“

C-
6 
SR
20
1第
8層

裂
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

10
YR
7/
2
10
YR
7/
2
口
縁
部
ナ
デ
、胴
郡
タ
タ
キ
の
ち
ノ

ケ
メ
ナ
デ

日
縁
部
ナ
デ
、 胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

72
8

55
SR
20
1第
8層

下
帯
【砂
層

発
弥
生
後
期
後
莱
～
終
末
期
(1
78
)

25
Y6
/2
10
YR
6/
2
口
縁
都
ナ
デ
、
胴
部
タ
タ
キ
の
ち
ハ
日
縁
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、胴
郡
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

密
40

C-
6 
SR
20
1第
8層

下
部
砂
層

疑
弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期
(1
66
)

7 
5Y
R7
/4
25
Y6
/2
日
縁
端
都
指
オ
サ
エ
、
日
縁
部
タ
タ

キ
寸旨
オ
サ
エ
、胴
都
タ
タ
キ
の
ち
ハ
口
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、胴
都
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

73
0

51
EF
-2
～
4 
第
8層

発
弥
生
後
期
後
某
～
終
末
期
(1
32
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
2
タ
タ
キ
の
ち
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ハ
ケ
メ

内
外
面
に
接
合
痕

74
BC
-3
4 
SR
20
1第
8
簗

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
20
)

25
Y5
/2
25
Y6
/2
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ

口
縁
都
指
オ
サ
エ
、胴
郡
ヘ
ラ
ケ
ス

73
2

P-
30
A～
C
(3
0B
)
SR
20
1第
8層
 
砂
層

難
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

25
Y6
/2
25
Y6
/2
日
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
胴
郡

上
位
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
中
位
～

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、胴
都

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

SR
20
1 
南
 
下
部
砂
層
雛

弥
生
中
期
初
頭

(1
22
)

N3
/
25
Y5
/2
日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
‖同
都
ハ
ケ
メ

口
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
外
面
が
果
色
土
器

P-
31
A―
D
BC
-5
6 
SR
20
1第
8

悟
努

弥
化
中
期
初
頭

(2
40
)

10
YR
6/
2
10
YR
7/
2
日
縁
部
板
ナ
デ
ー
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ー
部
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)、
胴
部
ナ
指
オ
サ
エ
の
ち
板
ナ
デ

外
面
剥
Fl

73
5

5

P-
31
A～
D
BC
-3
4 
SR
20
1第
8

層
嬰

弥
生
中
期
初
頭

(1
88
)

10
YR
7/
4
10
YR
6/
3
日
縁
刻
ロ
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ

日
縁
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、胴
部
板

ナ
デ

大
和
系
魏
、外
面
に
ス
ス
Fl

着

73
7

P-
31
A～
D
(3
1C
)

SR
20
1 
南
 
第
8層

氷
L砂

楚
弥
生
中
期
初
aF
T

(1
90
)

10
YR
5/
3
10
YR
5/
2
口
縁
刻
ロ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ヨ
コ

ナ
デ
、
胴
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

P-
31
A～
D
(3
1B
)
A-
6 
第
8層
 
本
巳
砂

発
弥
生
中
期
初
頭

(1
80
)

10
YR
6/
2
日
縁
刻
日
、指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、胴

部
指
オ
サ
エ
の
ち
ハ
ケ
メ

日
縁
都
ハ
ケ
メ
、
1同
部
指
オ
サ
エ
の

ち
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

下
乱
砂
Fg
・

薙
弥
生
中
期
初
頭

7 
5Y
R6
/3
10
YR
7/
4
日
縁
刻
目
指
オ
サ
エ
、
1同
部
ハ
ケ
メ
ナ
デ

外
面
剥
FL

A-
6 
南
 
第
8膳

発
弥
生
中
期
初
頭

(1
26
)

10
YR
5/
2
10
YR
6/
2
口
縁
刻
目
、
胴
部
ハ
ケ
メ
獅
補
波
状
板
ナ
デ
ナ
デ

外
面
剥
謝
t

74
1

A～
E
(3
2A
)
SR
20
1 
下
都
砂
層

発
弥
生
中
期
初
頭

(1
80
)

25
Y6
/2
25
Y6
/3
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
消
し
沈
線
(5
7

条
)の
間
に
半
裁
竹
管
に
よ
る
山
形

文

口
縁
都
板
ナ
デ
ナ
デ
、胴
部
指
オ
サ

エ
の
ち
ナ
デ

74
2

発
詠
生
前
期
中
業

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6ん

EI
撚
亥
」
日
ナ
デ
界
」突
XZ
夕
」
Л
那
ナ
デ

SR
20
1 
前
 
第
8層

発
弥
生
中
期
初
頭

10
YR
3/
2
10
Y馳
/ユ
口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
(/
1k

跡
右
り
)沈
線
8条

板
ナ
デ

外
面
剥
離

BC
-6
 
第
8層

発
弥
生
中
期
初
頭

7 
5Y
R5
/2
7 
5Y
R6
/4

□
稼
潔
」
日
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
泥
1/
R
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

74
5

A-
6 
第
8層
 
粗
砂

襲
弥
生
前
期
末

5Y
R7
/4
10
YR
5/
3
口
縁
刻
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
郡
ハ
ケ

メ
ヨ
ヨ
ナ
デ
'オ

細
A姿

口
縁
罰
`板
ナ
デ
、
l 
rl
郡
指
オ
サ
エ

ム
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
勺
着

75
74
6

17
SR
20
1 
南
 
下
都
砂
思
魏

弥
生
前
期
末

(1
68
)

25
Y5
/2

5Y
5/
2
口
縁
刻
日
板
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
の

ち
ナ
デ

'オ

胞
粂

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

中 Ａヽ
Ｄ い

EF
2～
4
第
8屠

製
弥
七
前
期
末

(2
16
)

25
Y7
/2
25
Y7
/3
日
縁
刻
目
寸
旨
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
阿

部
ハ
ケ
メ
沈
線
3条

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

75
74
8

P-
33
A～
D
BC
-6
 S
R2
01
第
8層

砂
礫
層

発
弥
生
前
期
末

(1
88
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
4
口
縁
刻
日
、
1同
部
ハ
ケ
メ
沈
線
4条
指
オ
サ
エ
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着



図
版
番
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遺
柑
層
位

器
TI

型
式
ま
た
は
時
期

瓜
径
Cm

(復
元
)

調
ll
考

外
面

74
9

EF
―
ワ
～
4 
第
8層

整
殊
生
前
期
末

(2
27
)

7 
5Y
R6
泡
10
YR
7/
4
」
縁
瀕
」
日
了
旨
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ

デ
、Л
同
部
ハ
ケ
メ
'オ

線
5粂

日
縁
郡
指
オ
サ
エ
の
ち
ハ
ケ
メ
、
胴

著
К
キ
旨
オ
サ
ェ
の
ム
ナ
デ

53
P-
32
A～
E
BC
-6
 
第
8層

砂
礫
層

菱
弥
生
前
期
末

(2
02
)

7 
5Y
R6
/3
10
YR
5/
2
口
縁
刻
日
、
胴
郡
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

沈
線
6条

日
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
板
ナ
デ

BC
-6
 
第
8層
 
粗
砂
鎚

弥
生
前
期
末

(2
10
)

10
YR
5/
】
5Y
R5
/3
日
縁
刻
日
寸
旨
オ
サ
エ
、胴
都
ハ
ケ

メ
'T
tt
A姿

ナ
デ

第
8層
 
粗
砂

羹
弥
生
前
期
末

(2
32
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
稼
刻
目
指
オ
サ
エ
ナ
デ
、
】阿
部

ナ
デ
,オ
線
9粂

板
ナ
デ
ナ
デ

75
3

74
P-
36
BC
-6
 
第
8層
 
粗
砂
菱

弥
生
前
期
末

10
YR
5/
2
7 
5Y
R5
/3
日
縁
刻
目
■
旨
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ

デ
、胴
都
ハ
ケ
メ
流
縦
7粂

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

75
4

お
BC
-3
4 
SR
20
1第
8
発

弥
生
前
期
末

(2
93
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
「
H縁
刻
日
寸
旨
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
胴

部
ハ
ケ
メ
枡
:線
10
粂

日
縁
部
板
ナ
デ
、 胴
郡
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

A～
D
S貶
01
 
南
 
第
8層

粗
砂

賀
弥
生
前
期
末

(3
14
)

10
YR
5/
3
10
YR
6/
3
回
縁
刻
日
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、

胴
部
ハ
ケ
メ
沈
所
望
条

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同
部
ナ
デ
わ
ず

か
に
指
オ
サ
エ

衡
75
7

A―
E
(3
2D
)

C-
6 
SR
20
1第
8届

下
部
砂
層

記
弥
生
前
期
末

(4
0 
6)

5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/3
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 胴
部
沈
線
6条

ナ
デ
!旨
オ
サ
エ

75
8

P-
9

SR
20
1第
8屠

発
弥
生
前
期
末

(3
38
)

10
YR
6/
1
25
Y6
/2
日
縁
亥
」
日
、
日
稼
部
～
1同
部
上
位
ハ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
(一
部

指
オ
サ
エ
),
ケ
線
5条

日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
上
半
板
ナ
デ
寸
旨

オ
サ
エ
、
下
半
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕
、外
商
に
ス

ス
付
着

第
8層
 
粗
砂

斐
殊
生
前
期
末

(2
42
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
に
杖
有
り
、
国
縁
部
指
オ
サ
エ

の
ち
板
ナ
デ
、 胴
都
ハ
ケ
メ
沈
線
4

条

口
稼
肥
厚
、
口
豚
訂
`指

オ
サ
エ
の
ち

ハ
ケ
メ
、
胴
部
指
オ
サ
エ
の
ち
板
ナ
断
面
に
接
合
痕

76
0

A-
6 
SR
20
1第
8層

粗
砂

空
弥
生
前
期
末

(2
00
)

25
Y6
/2
25
Y6
泡
日
縁
凹
線
1条
ナ
デ
、
】 同
音
bハ
ケ
メ

,「
繰
R峯

ナ
デ
わ
ず
か
に
指
オ
サ
エ

お
P-
2

SR
20
1第
8層

寛
殊
生
前
期
末

(3
00
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
日
縁
刻
ロ
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 胴
都

ハ
ケ
メ
 
沈
線
3粂

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

内
外
面
に
炭
化
物
fl
浙

P-
10
A-
OE
―
ツ
3 
SR
20
1
艶

弥
生
前
期
末

(3
06
)

5Y
R6
/4
5Y
R6
/6
回
稼
亥
」
日
■
旨
オ
サ
エ
、川
可
都
ハ
ケ

メ
→
ケ
繰
4姿

板
ナ
デ

77
76
3

A～
E

`R
,R
ヽ

BC
-6
 
第
8層

砂
礫
層

変
弥
生
前
期
末

5Y
R6
/6
5Y
R6
/6
回
縁
刻
ロ
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ

メ
沈
線
5条
(以
上
)

口
縁
上
面
板
ナ
デ
、
日
縁
都
～
1‖
部

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

断
面
に
接
合
痕
、外
面
に
ス

ス
付
肴

SR
″
01
 
南
 
第
8層

粗
砂

変
弥
生
前
期
末

(1
68
)

10
YR
3/
ユ
10
YR
6/
2
日
縁
刻
日
す旨
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ

デ
、胴
都
ハ
ケ
メ
汁
線
4終

ヨ
コ
ナ
デ

77
P-
33
A～
D
A-
6 
南
 
第
8層

粗
砂

魏
株
生
前
期
末

(1
56
)

25
Y5
乃
10
YR
4/
1
日
縁
刻
ロ
ナ
デ
、
lH
部
ハ
ケ
メ
の
ち

板
ナ
デ
ナ
デ
竹
管
文
沈
線
6条

口
縁
上
IB
~に
竹
管
文
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴

部
ll
xナ
デ
の
ち
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

77
76
6

24
殉
P-
35
8～
「
-2
～
5 
SR
20
1

舘
A脇

鍵
弥
生
前
期
末

(2
24
)

7 
5Y
R5
/3
10
YR
5/
2
日
縁
刻
日
ナ
デ
、胴
部
ナ
デ
ハ
ケ

メ
(痕
跡
若
り
)|
オ
線
6条

板
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

内
外
面
剥
離
、
断
面
に
接
合

76
7

12
SR
20
1 
南
 
下
常
[砂
層
誕

弥
生
前
期
末

(1
90
)

75
Y6
�
75
Y5
/3
日
縁
刻
目
指
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ

デ
、 胴
都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
沈
線
4

条

口
縁
部
上
面
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
都
わ
ず

か
に
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

Ｐ・
３２
Ａヽ
Ｅ い
A-
6 
商
 
第
8層

粗
砂

発
弥
生
前
期
末

(2
26
)

10
YR
5/
2
10
YR
5/
2
口
縁
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、月
同
都
ノ

ケ
メ
沈
線
7条

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕

77
3/
1

EF
-2
～
4 
第
8層

疑
弥
生
前
朗
末

(2
5 
6)

5Y
R6
/4
5Y
R6
/4

日
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
沈
線
5

姿
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

77
0

71
P-
34
CD
-3
4 
第
8屠

発
弥
生
前
期
末

(1
35
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/2
口
稼
刻
日
、 胴
舌
トハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

,ケ
織
6楽

ナ
デ

ナ
デ

型
板
ナ
デ

77
4

P-
3
BC
-5
6 
SR
20
1第
8
斐

49
10
YR
6/
2
25
Y4
/〕

削
乱
,ハ
ケ
メ
、 瓜
部
ヨ
コ
ナ
デ
、 底
面

板
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
外
面
に
ス
ス
ll
着

77
6

B-
34
 
傭
8屑

鍵
弥
生
前
期
末

(9
4)

10
YR
6/
3
10
YR
3/
ユ
胴
音
[ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
底
部
底
面
板
ナ
仮
ナ
デ
の
ち
ナ
デ

内
面
に
炭
化
物
大
そ
に
fl
若

77
P-
4
BC
-5
6 
SR
20
1第

8
層

乳
弥
生
前
期
末

7 
5Y
R6
/3
5Y
R6
れ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

板
ナ
デ

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

仮
ナ
デ

外
面
剥
離

10
YR
6/
2

64
25
Y6
/2

板
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

65 67
78
0

:オ
サ
エ
の
ち
板
ナ
デ

層
発

72
10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
板
ナ
デ

板
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

B.
C-
3,
4 
第
8層
  
 |

7 
5Y
R5
/2
7 
5Y
R5
/4

4
ケヽ
メ

板
ナ
デ
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図
版
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遺
lt
 
層
位

器
種

型
式
ま
た
は
時
期

調
備
考

外
面

内
面

SR
20
1 
南
 
下
部
砂
層

A-
6 
第
8層
 
粗
砂

ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
) 
  
  
|

78
7

8
P-
29

SR
20
1第
8層

鉢
株
生
前
期
末

(3
06
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2

粗
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ハ
ケ
メ
(反
跡
石

り
)

78
8

24
P-
38
6
SR
20
1第
8層

鉢
弥
生
前
期

11
 2
51

62
25
Y6
/2
10
YR
6/
2
早 罷
鼻季
積ゾ
娑雰
ナ
デ
ヘ
ラ
ミガ

|

口
縁
乱
∫
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
剖
'～
瓜
剖
∫ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ
指
オ
サ
エ

~8
78
9

68
4-
2

BC
-7
 
第
8層

鉢
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期

43
10
YR
6/
2
10
YR
6/
4
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ

ナ
デ
孝旨
オ
サ
エ

外
面
風
化

閉
68
2
P-
26
5
BC
-3
4 
第
8層

鉢
(2
40
)

5Y
6/
1
25
Y6
/1
Tr
科
弓ど
9こ
卿

口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

外
面
風
化

高
郭

ナ
デ

‐
8

P-
28
2
BC
-3
4 
第
8層

高
郭

弥
生
中
期
後
葉

5)
10
YR
5/
]
7 
5Y
R6
/2
脚
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
櫛
紺
紋
2粂
、
裾

部
ナ
デ
凹
線
2条
間
に
刺
突
文

脚
部
に
透
か
し
孔

67
8
P-
28
3
BC
-3
4 
第
8層

高
IT
N

弥
生
中
期
後
葉

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
3
脚
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、裾
都
ナ
デ

不
都
ナ
デ
、
脚
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
絞
り
外
面
剰
離

不
部
ナ
デ
、
脚
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

1

79
7

67
9
P-
28
4
SR
20
1第
8層

高
不

弥
生
中
期
後
葉

(2
70
)

5Y
R6
/4
7 
5Y
R7
/3
不
部
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、脚
都
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

」 T
N部
ナ
デ
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
(工
具
痕
有
り
)、
脚
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

78
79
8

67
5
P-
28
1
SR
20
1第
8層
 
粗
砂

高
郭

弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期
(1
40
)

5Y
R5
/3
7 
5Y
R5
/3
邸
部
上
位
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
〃

キ
、
下
位
～
脚
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ー
部

ハ
ケ
メ

`T
R麻

右
り
)

郭
都
ヨ
ヨ
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ

デ
、
脚
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

脚
部
に
透
か
し
子
L4
カ
所

5Y
R6
泡

P-
28
5
BC
-3
4 
第
8層

楚
蓋

弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
62
(2
10
)
12
 2
7 
5Y
R5
/2
7 
5Y
R4
/1
摘
み
部
～
体
部
板
ナ
デ
、裾
郡
一
部

ヨ
コ
ナ
デ

体
ヨ
∫ 板
ナ
デ
、
循
剤
'ハ

ケ
メ
 
ヨ
ヨ
ナ
内
面
剥
離

68
6

SR
20
1 
南
 
下
部
砂
層
発
蓋

弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

59
Ю
YR
3/
1
と O
Y馳
/2
ケヽ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ

指
オ
サ
エ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

80
2

EF
-2
～
4 
第
8層

発
蓋

(7
2)

7 
5Y
R7
/4
7 
5Y
R5
/1
摘
み
部
ヨ
コ
ナ
デ
、摘
み
部
上
面
指

オ
サ
エ
ナ
デ
、体
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
ナ
デ

80
4

発
議

58
10
YR
7/
3
25
Y7
/2
摘
み
都
ナ
デ
、摘
み
部
ヒ
面
ナ
デ
、 体

部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ
指
オ
サ
エ

80
6

P-
13
8
E-
3 
SR
20
1第
9層

壺
弥
生
中
期
後
菜

(6
6)
54
(1
65
)
10
YR
6/
2
2 
5Y
R6
/6
回
縁
剖
`ナ

デ
、鎮
部
～
胴
部
上
十
ハ

ケ
メ
、胴
部
下
半
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
底
部

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

頸
部
板
ナ
デ
、
Ba
l部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

底
部
に
穿
孔

30
7

39
5
P-
16
0
C-
6 
SR
20
1第
9層

黒
褐
色
粘
土
層

無
頸
壺
弥
生
中
期
中
葉

(8
7)

10
YR
6/
2
10
VR
6/
2
回
縁
亥
1日
、
1同
音
bヨ
コ
ナ
デ
獅
Jm
~

文
櫛
描
波
状
文
統
の
櫛
描
文
円
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

79
80
8

E-
2 
3 
SR
20
1第
9層

蛋
11
2

5Y
R6
/4
5Y
R6
/4

口
縁
剤
`ヨ

コ
ナ
デ
、
日
縁
罰
`～

類
刊
'

日
縁
部
～
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
板
ナ
デ

ー
書
Lハ
ケ
メ
`鷹

跡
右
り
)

タト
面
剥
斑能

80
9

2
C-
6 
SR
20
1第
9層

黒
格
角
鶏
≒
iに
解

斐
弥
生
終
末
期

(1
64
)

5Y
R6
/4
25
Y6
/2
口
縁
部
タ
タ
キ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、胴

幸
【
ハ
ケ
メ

口
縁
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、

胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
に
ス
ス
網
着

C-
6 
SR
20
1第
9轡

塁
楊
任
糀
土
層

墾
弥
生
後
期
後
業
～
終
末
期

4)
25
Y7
/2
25
Y7
/2
口
縁
浅
い
凹
線
1条
ヨ
コ
ナ
デ

日
縁
剖
`ヨ

コ
ナ
デ
、
胴
部
秋
ナ
デ
の

ち
ナ
デ

1
C-
6 
SR
20
1第
9悟

黒
褐
色
帖
土
層

発
弥
生
終
末
期

(1
50
)

25
Y6
/3
25
Y6
/2
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

日
縁
署
卜
薇
ナ
デ
、
月同
吾
卜
指
オ
サ
エ
の
外
面
に
ス
ス
付
着

3
姿

(3
4)

25
Y6
/2
25
Y7
/2
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

SR
20
1第
10
層

一 璽
10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
口
縁
部
板
ナ
デ
、
頸
郡
指
オ
サ
エ
の
内
面
に
接
合
痕

90
3
AB (3
路
A)
SD
20
2第
1層

一 霊
弥
生
中
期
後
葉

1)
5Y
R6
/4
7 
5Y
R7
/3
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
日
縁
凹
線
4条
、 頸
都
凹

線
5条

回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
指
オ
サ
エ

の
ち
ナ
デ

AB (3
73
3)
SD
20
2第
1層

一 霊
株
生
中
期
後
葉

(1
34
)

10
YR
7/
3
10
YR
7/
3
口
縁
凹
線
3粂
ナ
デ
、
頸
部
ナ
デ
ナ
デ
わ
ず
か
に
指
オ
サ
エ

80
P-
33
3
SD
20
2第
1層

一 笙
弥
生
中
期
後
葉

7 
5Y
R6
/3
5Y
R5
/4

二
政
の
/x
l日
あ
る
貼
り
付
け
突
帝

奈
帯
ト
ナ
デ
下
ハ
ケ
メ

ナ
デ
ー
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

SD
20
2第
1暦

劉
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

24
5Y
R7
/6
5Y
R6
/6
胴
都
～
底
部
タ
タ
キ
の
ち
ナ
デ
、底

面
ナ
デ

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ
(工
具
痕
有
り
)
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80
82
0

SD
2磁
第
1層

霊
弥
生
後
期
後
葉
～
終
末
期

5Y
R6
/4
[O
YR
7/
3
カ ロ
昔
ト
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 瓜
那
ナ
デ
、

底
面
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

1回
剖
'ヘ

フ
ケ
ス
リ
、
K引
,■
オ
サ
エ

ナ
デ

82
1

SD
20
2第
1層

高
不

弥
生
後
期
後
菜
～
終
末
期

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
2
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

不
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
nf
J部
ヘ
ラ
ケ
ス
脚
部
に
透
か
し
孔

P-
33
4
SD
20
2第
1層

高
杯

(9
0)

10
YR
6/
2
25
Y6
/3
イヽ
罰
け
デ
、
J4
罰

'ヘ

ラ
タ
ス
リ
、祈
瑞

書
【
ナ
デ

杯
都
ナ
デ
、
脚
都
ナ
デ

内
面
に
接
合
狼

P-
37
4
AB (3
74
3)
SD
20
2第
1層

一 霊
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(2
18
)

10
YR
7/
4
10
YR
6/
4
口
縁
刻
日
2列
ナ
デ
、 顕
部
ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ

ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
わ
ず
か
に
指
オ
サ

90
8
A～
C
SD
20
2第
1層

一 更
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(2
08
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
日
縁
刻
目
、
顕
部
ナ
デ
ハ
ケ
メ
櫛

描
文

ナ
デ

中 Ａ・
Ｃ い

SD
20
2

重
弥
生
中
期
前
莱

(1
92
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R7
/4
口
縁
刻
目
、
頸
部
ハ
ケ
メ
櫛
描
文
板
ナ
デ
ツ
ケヽ
メ
(痕
跡
有
り
)

外
面
接
合
TR

中 Ａヽ
Ｃ ”

SD
20
2第
1層

壷
殊
生
前
期
末
中
期
初
頭
(2
06
)

5Y
R6
/6
5Y
R6
/6
口
縁
に
段
有
リ
ナ
デ

日
縁
肥
厚
ナ
デ

内
面
風
化
断
面
に
接
合
痕

82
9

90
珀
P-
33
2
SD
20
2第
1層

一 望
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
頸
部
上
位
ナ
デ
、
中
位
に
粗
大
貼
り

ll
け
突
帯
突
帯
上
下
に
沈
線
2条
、

下
行
ハ
ケ
メ

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

83
0

90
2
AB (3
74
A)
SD
20
2第
1層

一 堕
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(1
35
)

5Y
R6
泡
5Y
R6
/4
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
沈
線
3条

ヨ
ヨ
ナ
デ
ナ
デ

内
タ
ト
面
剥
離

A～
C
(3
91
C)
SD
20
2第
1層

一 霊
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

7 
5Y
R5
/3
7 
5Y
R6
/4
ナ
デ
木
菜
文

ナ
デ

AB
SD
20
2第
1層

発
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(3
64
)

ユO
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/3

ナ
デ

ナ
デ
子旨
オ
サ
エ

内
外
面
に
接
合
痕

30
83
3

89
4
AB

SD
20
2第
1層

整
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(1
89
)

10
YR
5/
3
10
YR
5/
3
口
縁
刻
目
指
オ
サ
エ
、胴
部
指
オ
サ

エ
の
ち
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕
、 外
面
に
ス

ス
付
着

80
83
4

89
3
AB

SD
20
2第
1層

盟
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(1
70
)

7 
5Y
R7
/6
25
Y6
/1
口
縁
部
～
胴
部
上
位
ナ
デ
、
中
位
ヽ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ
板
ナ
デ

紀
伊
系

P-
37
]
AB

SD
2磁
第
1層

霊
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(1
96
)

7 
5Y
R6
/4
5Y
R6
/6
口
縁
刻
日
、
胴
部
上
位
に
沈
線
4条

沈
線
の
間
に
刻
目
2列
ナ
デ

ナ
デ

83
8

SD
20
2第
1層

蓋
弥
生
前
期
末
中
期
Ft
W頭

(6
8)

7 
5Y
R6
れ
5Y
R6
/6

1同
部
～
底
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 底

面
ナ
デ

84
0

SD
2磁
第
1層

蓋
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

59
10
YR
5/
3
10
YR
6/
3
摘
み
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ
(痕

跡
右
り
)

摘
み
部
ナ
デ
、
体
都
ハ
ケ
メ

外
面
剥
Rl
l

〔,
41

88
0
AB (3
69
B)
SD
20
2第
2層

一 霊
弥
生
中
期
後
葉

(1
56
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
ー
部
ハ
ケ
メ
、 顎

部
上
位
に
擬
凹
線
1条
ハ
ケ
メ

日
縁
都
～
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ

84
2

87
8
AB

SD
20
2第
2層

一 霊
弥
生
中
期
中
葉

(8
2)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

84
3

87
9
P-
36
8
AB

SD
20
2第
2層

一 霊
弥
生
中
期
初
頭

(1
1
4)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
回
縁
凹
線
1条
の
ち
刻
ロ
ヨ
コ
ナ

デ
、
頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
櫛
猫
文
2列
口
縁
部
ハ
ケ
メ
、 頸
部
ハ
ケ
メ
ナ
デ
外
面
剥
離

84
4

87
7
P-
36
8
AB

SD
20
2第
2層

壺
弥
生
中
期
初
頭

(1
70
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/4
ナ
デ
、
頸
部
沈
線
3粂
(2
列
)

回
縁
部
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)

顕
部
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

84
6

88
1
P-
36
3
SD
20
2第
2層

一 霊
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

25
Y6
/2
10
YR
6/
2
粂

'ろ
ナ
デ
、
,同
剖
`泥
線
3条
5
ナ
デ

内
面
景
」離
外
面
風
化

84
9

88
4

SD
20
2第
2層

壷
10
YR
5/
3
10
YR
5/
3
底
部
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

外
画
●
l離
内
面
に
炭
4ヒ
物
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裏
外
面

85
0

88
6

SD
20
2第
2層

一 豆
92

5Y
R6
/4
10
YR
6/
6

1同
部
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、底
部
ナ
デ
指
オ
サ
エ

87
6
P-
36
6

A～
C
SD
20
2第
2層

疑
弥
生
中
期
初
頭

(4
04
)

10
YR
6/
3
7 
5Y
R6
/3
日
縁
刻
ロ
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、胴

部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ

タト
面
断
面
に
接
合
痕

86
4
P-
36
4

A～
D
SD
20
2第
2圏

笙
弥
生
中
期
初
頭

(1
7
0)

7 
5Y
R6
�
10
YR
6/
3
口
縁
刻
ロ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち

ナ
デ

ナ
デ

87
0
P-
36
4

A～
D
SD
20
2第
2層

菱
弥
生
中
期
初
頭

(1
50
)

7 
5Y
R5
/4
7 
5Y
R6
/3
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

86
8
］ Ａヽ
Ｃ い

SD
20
2第
2層

楚
弥
生
中
期
中
葉

(2
20
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
2
口
縁
部
ナ
デ
、
1同
都
ハ
ケ
メ

口
縁
都
ナ
デ
、B
rl
部
ハ
ヶ
メ
ナ
デ
紀
伊
系

85
5

P-
36
4

A～
D

(3
64
C】

SD
20
2第
2層

聾
弥
生
中
期
初
頭

(1
66
)

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
3
口
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
ナ
デ

鬱
87
4
P-
36
6

A～
C
(3
66
B)
SD
20
2第
2厨

疑
弥
生
中
期
初
頭

(1
80
)

5Y
R5
/3
7 
5Y
R6
/3
口
縁
亥
1日
、胴
部
ハ
ケ
メ

ナ
デ
わ
ず
か
に
指
オ
サ
エ

内
面
に
接
合
壊

乾
85
7

A～
D
SD
2磁
第
2層

発
弥
生
中
期
初
頭

(1
88
)

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
2
日
縁
都
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

85
8

SD
2磁
第
2層

斐
弥
生
前
期
末

(2
22
)

5Y
R6
/6
7 
5Y
R6
/4
口
縁
刻
ロ
ナ
デ
指
オ
サ
エ
、
ll
吾
ト

ハ
ケ
メ
の
ム
十
デ
'■

7F
e6
姿

85
9

87
3
P-
36
5

A～
C
SD
2磁
第
2層

発
弥
生
前
期
末

(1
50
)

5Y
R6
�
5Y
R5
/6
ナ
デ
、
胴
都
沈
17
R5
条
竹
管
文

ナ
デ
わ
ず
か
に
指
オ
サ
エ

P-
36
5

A～
C
SD
20
2第
2層

発
弥
生
前
期
末

10
YR
5/
3
10
YR
6/
4
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
口
縁
刻
日
沈
線

3条
(2
列
>山
型
文

P-
36
5

A～
C
SD
20
2第
2層

饗
弥
生
前
期
末

(2
0 
2)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/3
口
縁
刻
目
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、胴

都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
沈
線
6条

ナ
デ

胴
部
に
穿
孔

P-
36
7

A～
D
SD
2磁
第
2層

艶
弥
生
前
期
末

(1
78
)

10
YR
7カ
4
7 
5Y
R6
/6
日
縁
刻
日
わ
ず
か
に
指
オ
サ
エ
、胴

都
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
沈
線
7条

ナ
デ
指
オ
サ
エ

Ｐ・
３６
Ａ・
Ｄ け

SD
20
2第
2婿

斐
弥
生
前
期
末

10
YR
6/
4
10
YR
6/
3
日
縁
部
ナ
デ
寸旨
オ
サ
エ
、
lF
lき
hナ

デ
沈
線
7粂

ナ
デ

日
縁
部
景
」
jt
断
面
に
接
台

lR

82
P-
36
7

A～
D
(3
67
3)
SD
20
2第
2用

発
弥
生
前
期
末

(2
08
)

10
YR
5/
2
5Y
R6
/3
日
縁
刻
日
、胴
部
ハ
ケ
メ
沈
線
8条
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

P-
36
7

A～
D

(3
67
D】

SD
2磁
第
2層

斐
弥
生
前
期
末

(1
88
)

7 
5Y
R5
/3
7 
5Y
R5
/4
ヨ
コ
ナ
デ
、
鍔
端
部
に
刻
日
、
1同
郡
沈

鯉
条

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

82
P-
33
1
SD
2磁
第
2層

高
郭

78
10
YR
7/
3
10
YR
7/
4
脚
郡
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、裾
郡
ナ
デ
、

コロ
'語

言
【ク
J目

ネ
部
ナ
デ

SD
20
9第
2層

高
_i
N

弥
生
中
期
後
葉

(1
58
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/4
不
都
上
位
ナ
デ
、
下
位
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
j4
¶
,上
位
ナ
デ
、
卜
位
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

の
ム
ナ
デ

86
8

P-
32
9
SD
20
2第
3属

一 堕
弥
上
中
期
後
葉

64
10
YR
5/
2
5Y
2/
1
】同
部
上
半
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
メ
、下
顕
郡
下
位
ハ
ケ
メ
、
ll
Fl
部
上
半
ナ
デ
、
内
面
に
接
合
痕

86
9

P-
36
1
AB

SD
20
2第
3層

一 唖
弥
生
中
期
中
業
後
葉

(1
72
)

10
YR
5/
2
10
YR
6/
3
口
縁
L「
線
2条
、
頸
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
、
顕
部
刻
日
あ
る
貼
り
付
け
突
帯

87
0

P-
36
1
AB (3
61
B)
SD
20
2第
3用

一 堕
弥
生
中
期
中
葉
後
葉

7 
5Y
R6
/4
10
YR
5海

チ
デ
沈
線
2条
(2
,1
)竹
管
文
2列

あ
る
貼
リ
イ寸
け
突
帯

87
1

84
8
P-
32
8
SD
20
2第
3層

壷
弥
生
前
期
末

(2
28
)

5Y
R5
/4
7 
5Y
R6
/4
ナ
デ
の
ち
ハ
ケ
メ
、
顎
普
卜
豚
1日
あ
る

貼
り
十「
け
寮
稽
3粂

口
豚
口
に
竹
省
Xあ
る
尉
iり
1寸
け
突

帯
、
菊
絋
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

87
2

AB
SD
20
2第
3層

一 堕
弥
生
中
期
初
頭

(2
39
)

5Y
R5
/4
7 
5Y
R6
/3
ナ
デ
の
ち
ハ
ケ
メ

ナ
デ
渦
巻
き
貼
り
付
け
突
帯

87
3

88
Э

］ ＡＢ ∽
SD
20
2第
3層

一 霊
弥
生
中
期
初
頭

(2
0 
8)

25
Y5
/2

25
Y4
/ユ
回
縁
刻
日
、
日
縁
部
～
顕
部
ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

87
4

SD
20
2第
3層

一 臣
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(2
0 
6)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/6
口
縁
端
部
ナ
デ
、
日
縁
部
～
頸
部
ハ

ケ
メ

板
ナ
デ



図
版
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号
写
真
図
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は
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期

備
考

一笠

83
87
8

84
4
P-
35
7
AB

SD
20
2第
3層

寵
弥
生
中
期
初
頭

(2
6 
8)

25
Y3
/]
10
YR
3/
3
日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、胴
部
櫛
描
文
3

条
櫛
描
波
状
文

回
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、 胴
郡
ナ
デ

内
面
剥
il

87
9

83
9
P-
35
7
AB

SD
20
2第
3層

変
殊
生
中
期
初
頭

2 
5Y
R6
/4
5Y
R6
/4

口
稼
剤
`ナ
デ
、
刑
罰
,ハ
ケ
メ
沈
線
5

条
(2
列
)の
間
に
オ
」 突
文
2ア
J山
型
ナ
デ

88
0

P-
35
3
SD
20
2第
3層

賓
弥
生
前
期
中
葉

(2
22
)

10
YR
5/
2
10
YR
5/
2
口
稼
刻
日
、
日
縁
旨
h～
‖ Π
部
上
位
ヨ

コ
ナ
デ
沈
線
ユ
条
、胴
部
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
ー
郡
ハ
ケ
メ
、胴

部
上
位
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
中
位
～
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

箭
Ｐ・
３５６ Ａヽ
Ｃ い

SD
20
2第
3層

斑
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(1
97
)

10
YR
5/
2
10
YR
5/
2
口
縁
刻
日
、
日
縁
部
～
胴
部
上
位
ヨ

コ
ナ
デ
沈
線
2条
、1
同
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

内
外
面
剥
離
内
外
面
に
ス

ス
利
着

84
0
P-
35
6

A～
C
SD
20
2第
3唇

疑
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(2
38
)

10
YR
6/
3

口
縁
刻
日
、
日
縁
者
卜
～
丹同
言
[ハ
ケ
メ

の
ち
ナ
デ
沈
線
4条

ナ
デ

タ
ト
面
に
ス
ス
付
着

SD
20
2第
3虐

88
4

P-
34
9
床
面
直
「

疑
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(3
10
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/4
口
稼
刻
日
、
日
縁
部
～
胴
部
上
位
ナ

デ
1同
都
ハ
ケ
メ
→

'紳
R各

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

83
P-
32
7
SD
2磁
第
3層

甕
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
22
 8

74
7 
5Y
R6
ん
10
YR
5/
3
口
稼
洵
'ナ
デ
耳
ロ
オ
サ
エ
、】
同
舌
トハ
ケ

メ
の
ち
ナ
デ
流
線
2条
、疾
面
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
蒲

88
6

SD
20
2第
3層

巽
弥
生
前
期
末

(1
14
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
曰
縁
刻
日
す =
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
、
】同

部
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)沈
線

9条
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

内
面
接
合
表

84
88
7

P-
35
6

A～
C
(3
56
B)
SD
20
2第
3層

斐
弥
生
前
期
末

(2
2 
6)

10
YR
5/
2
7 
5Y
R6
/3
回
縁
刻
日
、
日
縁
部
～
胴
部
上
位
ナ

デ
沈
線
7条
、胴
部
ハ
ケ
メ

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

88
9

83
2
P-
3M
SD
20
2第
3層

斐
弥
生
前
期
末

5Y
R6
/6

25
Y5
/」

口
燃
部
ナ
デ
、
‖同
郡
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
】
i線
ら
粂

ナ
デ

84
89
0

84
5
AB

SD
20
2第
3層

墾
弥
生
前
期
末

7 
5Y
R6
/4
10
YR
6/
3
胴
部
ハ
ケ
メ
沈
線
3条

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

内
タ
ト
面
景
」離

84
84
1
AB `R
5A
A】

SD
20
2第
3届

発
弥
生
前
期
末

(2
56
)

2 
5Y
R6
/6
5Y
R7
泡
日
縁
刻
日
、
胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ

沈
線
4条

ナ
デ
寸
旨
オ
サ
エ

外
面
風
化

84
26

AB (3
55
A)
SD
20
2第
3澪

発
弥
生
中
期
初
頭

(2
17
)

7 
5Y
R5
/3
7 
5Y
R5
/4
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
ハ
ケ
メ
、胴

部
ハ
ケ
メ

回
縁
部
板
ナ
デ
、 胴
都
指
オ
サ
エ
の

ち
ナ
デ

外
面
剥
離
、
内
外
面
に
ス
ス

句
着

84
83
8
P-
35
5
AB (3
55
B)
SD
20
2第
3層

宛
弥
生
中
期
初
頭

(1
76
)

ユO
YR
5/
2
10
YR
5/
3
口
縁
刻
ロ
ナ
デ
、胴
都
ハ
ケ
メ
の
ち

ナ
デ

84
89
4

85
9

SD
20
2第
3層

鉢
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭
(2
42
)

10
YR
6/
3
10
YR
6/
3
ナ
デ
、l
la
l郡
一
部
ハ
ケ
メ
ひ
び
割
れ
ナ
デ
わ
ず
か
に
指
オ
サ
エ

10
YR
5/
2
10
YR
6/
2

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

84
SD
20
2第
3層

奄
蓋

弥
生
前
翔
末
中
期
初
頭

10
YR
6/
4
10
YR
6/
6
ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

外
面
風
化
、摘
み
都
面
に
未

通
穿
孔
2ヵ
所

ナ
デ

P-
34
8
SD
20
2第
4層

一 車
弥
生
前
期
末

(2
76
)

5Y
R5
/4
5Y
R5
/3
日
稼
沈
線
1条
の
ち
亥
!ロ
ナ
デ
ハ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、
頸
部
ナ
デ
亥
J目
あ

る
貼
り
付
け
突
帯
沈
線
3粂

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ

90
2

P-
35
2
AB

SD
2磁
第
4層

一 臣
弥
生
前
期
末

10
YR
6/
2
10
YR
6/
1
ハ
ケ
メ
沈
線
4条
(2
列
)の
間
に
刻

日
あ
る
貼
り
付
け
突
希
3条

ケヽ
メ
の
ち
ナ
デ
す旨
オ
サ
エ

外
面
に
ス
ス
付
着

82
6
P-
35
2
AB

SD
20
2第
4屑

董
殊
生
前
期
末

25
Y5
/2
25
Y5
/2
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
沈
線
3条
(3
列
)

三
角
形
の
工
具
に
よ
る
刺
突
文
2列

ナ
デ

91
14

A～
C
SD
20
2第
4層

重
弥
生
前
期
末

5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/2
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
部
ナ
デ
、胴
都
ナ
デ
指
オ
サ
エ
口
縁
部
に
穿
孔

90
5

82
7

SD
20
2第
4痛

一 臣
弥
生
前
期
末

(8
6)

7 
5Y
R6
/2
7 
5Y
R1
 7
/1
ナ
デ

内
面
に
ス
ス
付
着

55
P-
34
7
SD
20
2第
4層

発
弥
生
前
期
末

(2
68
)

25
Y3
/]
10
YR
4/
1
口
縁
刻
日
、
口
縁
部
～
胴
部
上
位
ヨ

コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ
(痕
跡
有
り
)沈
線

5条
獨同
書
К
ハ
ケ
メ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、1
同
部
指
オ
サ
エ

の
ち
ハ
ケ
メ
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A～
C
(3
51
A)
SD
2磁
第
4層

饗
弥
生
前
期
末

10
YR
5/
2

口
縁
刻
ロ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち

ナ
デ
沈
線
3条

ナ
デ
才旨
オ
サ
エ

85
90
8

81
7
P-
35
0

A～
C
(3
39
B)
SD
20
2第
4層

発
弥
生
前
期
末

(2
30
)

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R6
/3
ナ
デ
、胴
部
沈
線
5条

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

断
面
に
接
合
痕

A～
C
SD
20
2第
4層

甕
弥
生
前
期
末

(1
66
)

7 
5Y
R6
/4
7 
5Y
R6
/3
口
縁
刻
日
、
日
縁
部
～
lH
部
上
位
ナ

デ
沈
線
6粂
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
ナ
デ

Kf
面
に
接
合
痕

A～
C
SD
20
2第
4層

発
弥
生
前
期
末

(2
45
)

25
Yン
2

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

82
0
A～
C
SD
20
2第
4層

斐
弥
生
前
期
末

10
YR
6/
3
25
Y3
/1
口
縁
刻
目
、
日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ

メ
の
ち
ナ
デ
沈
鯉
条

ナ
デ
指
オ
サ
エ

外
面
に
ス
ス
付
着

82
2

SD
20
2第
4層

発
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

(6
4)

25
Y6
/2
10
YR
5/
2
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
、底
部
指
オ
サ
エ
、

廃
面
ナ
デ

ナ
デ

底
面
に
穿
孔

80
6
］ Ａヽ
Ｃ い

SD
20
2第
6層

一 霊
弥
生
前
期
末

(2
26
)

7 
5Y
R5
/2
7 
5Y
R6
/3
口
縁
凹
線
ユ
条
の
ち
刻
目
、
日
縁
郡
ナ

デ
、
頸
都
境
に
刻
目
あ
る
貼
り
付
け
ナ
デ

外
面
剤
離

一笠

80
5
A～
C
SD
20
2第
6層

一 蔓
弥
生
前
期
末

10
YR
5/
1
10
YR
6/
2
ナ
デ
、
胴
部
に
亥
1目
あ
る
貼
り
付
け

突
帝
2条
沈
線
2条

外
面
に
漆
付
着

80
8
A～
C
SD
20
2第
6層

一 霊
弥
生
前
期
末

7 
5Y
R6
/3
10
YR
6/
3
ハ
ケ
メ
ヨ
ヨ
ナ
デ
円
形
浮
文
浅

い
刻
目
あ
る
貼
り
付
け
突
帯
2条

内
面
風
化
景
J離

SD
20
2第
6層

壺
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

25
Y6
/2
10
YR
7/
3

B 
Fl
舌
ト
ヘ
フ
グ
ス
リ
、
駄
舌
ト
ハ
ケ
メ
、 瓜

面
ナ
デ

ナ
デ

内
面
剥
離

80
9
P-
34
0
SD
20
2第
6層

一 亜
弥
生
前
期
末
中
期
初
頭

55
7 
5Y
R6
/3
25
Y5
/1
胴
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、 底
部
ハ
ケ
メ
、底

面
ナ
デ

ナ
デ
、
底
部
内
面
指
オ
サ
エ
ナ
デ

馴
Э3
［ Ａ
Ｂ は

SD
20
2第
6層

舅
弥
生
中
期
初
頭

5Y
R5
/3
7 
5Y
R4
/2
ハ
ケ
メ
沈
線
16
条
烹
J突
文
2列

ナ
デ

A～
C
SD
20
2第
6層

鶏
弥
生
中
期
初
頭

(1
36
)

5Y
R6
/3
7 
5R
Y6
/4
回
縁
刻
日
ナ
デ
、
日
稼
部
～
41
1酎
∫ハ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、 胴
部
沈
線
9条
束
1
口
縁
部
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ

デ
ー
都
指
オ
サ
エ

79
3
一 Ａ・
Ｃ 蜘

SD
20
2第
6層

霊
弥
生
前
期
末

(2
12
)

10
Y馳
/1
10
YR
ν
2
日
縁
亥
」
目
、
日
縁
音
卜
～
月同
著
hヨ
ヨ
ナ

デ
沈
線
3条

板
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

87
79
8

SD
20
2第
6層

霊
弥
生
前
期
末

(2
52
)

N2
/
10
YR
5/
2
回
縁
刻
目
、
日
縁
部
～
胴
部
ナ
デ
、胴
ナ
デ

87
79
6
A～
C
SD
20
2第
6層

疑
弥
生
前
期
末

(2
34
)

25
Y6
/2
25
Y6
/2
口
縁
刻
ロ
ナ
デ
、
口
縁
部
～
胴
部
ハ

ケ
メ
の
ち
ナ
デ
、胴
部
沈
線
5条

ナ
デ

87
］ Ａヽ
Ｃ い

SD
20
2第
6層

整
弥
生
前
期
末

(2
2 
7)

7 
5Y
R5
/2
7 
5Y
R5
/1
口
縁
刻
目
指
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
ヨ
ナ

デ
、
胴
部
沈
線
8～
9条
ハ
ケ
メ

日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

87
A～
C
SD
20
2第
6層

霊
弥
生
前
期
末

(1
76
)

10
YR
6/
2
10
YR
5/
2
回
縁
部
ナ
デ
、胴
部
沈
線
7条
ハ
ケ

メ
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

80
よ
］ Ａヽ
Ｃ ”

SD
20
2第
6層

疑
弥
生
前
期
末

(1
32
)

25
Y5
/】
25
Y4
/1
日
縁
部
ナ
デ
、胴
部
沈
線
4条
ハ
ケ

メ
の
ち
ナ
デ

ナ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

P-
34
4

A～
C

(3
44
A】

SD
20
2第
6層

菱
殊
生
前
期
末

(1
96
)

25
Y4
/ユ
25
Y5
/1
口
縁
刻
日
、
日
縁
部
～
1同
部
上
位
ナ

デ
沈
線
2条
中
位
～
ハ
ケ
メ

口
縁
上
面
ナ
デ
、
日
縁
部
～
胴
部
ナ

デ
指
オ
サ
エ

内
面
に
接
合
痕

93
5

27
P―
M4
A～
C
(3
44
B)
SD
20
2第
6層

甕
休
生
前
期
末

(1
24
)

25
Y6
/1

25
Y5
/ユ
口
縁
刻
ロ
ナ
デ
、胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち

ナ
デ

ナ
デ
、
回
縁
部
に
一
部
指
オ
サ
エ

内
面
に
接
合
痕
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93
6

79
4
AB (3
42
A)
SD
20
2第
6層

甕
弥
生
前
期
末

(1
80
)

7 
5Y
R6
/2
7 
5Y
R6
/2
指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

指
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

93
7

81
11
1
AB

SD
20
2第
6層

菱
勃
【 生
前
期
末

(1
76
)

10
YR
6/
2
10
YR
6/
3
日
縁
刻
日
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
の
ち

ナ
デ

ナ
デ
、
日
縁
部
指
オ
サ
エ

93
8

80
2
A～
C
SD
20
2第
6層

整
弥
生
前
期
末

(1
67
)

10
YR
5/
2
7 
5Y
R4
/]
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
板
ナ
デ
沈

線
ユ
条

ヨ
コ
チ
デ

外
面
に
ス
ス
付
着

94
1

P-
38
ユ
SK
06

壷
弥
生
後
期
後
葉

6ユ
7 
5Y
R6
/4
25
Y6
/2

4F
l舌
ト
タ
タ
千
の
ち
ハ
ケ
メ
、′
氏
訟
指

オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

1同
部
上
位
ナ
デ
指
オ
サ
エ
、
中
位
ナ

デ
、
下
位
ハ
ケ
メ
、
底
部
指
オ
サ
エ

94
4

P-
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図版 1

流路 SR201・ 用水路 SD202平面図 (杭列 1は撹乱下にも残存)



図版 2

1 75Y5/1灰色砂
2 5Y4/1灰色粘土
3 25GY 4/1暗 オリーブ灰色砂
4 10Y3/2オ リーブ黒色シルト
5 75Y4/2灰オリーブ色シルト
6 25Y4/2暗灰黄色砂
7 10YR 3/3暗褐色砂
8 10YR 4/3に ぶい黄掲色シルト
9 10Y4/2オ リーブ灰色砂
10 5Y4/4暗 オリーブ色シルト
11 5Y4/3暗 オリーブ色シルト (5YR 4/8赤褐色粘土ブロックを含む)
12 10YR 3/2黒 褐色シルト
13 5Y4/1仄色砂
14 25Y4/1責 灰色シルト (遺物含む)
15 25Y3/1黒 褐色ンルト (遺物含む)
16 75GY 4/1暗緑灰色シルト
17 5Y4/3暗 オリーブ色砂
18 75GY 5/1緑灰色砂   '

19 75Y4/1灰 色シルト
20 5GY 4/1暗 オリーブ仄色シルト
21 75Y4/1灰色粘土
22 75GY 4/1暗 緑仄色砂
23 75GY4/1暗緑灰色砂
24 75GY 3/1暗 緑灰色砂
25 75GY 3/1暗 緑灰色砂
26 75GY 3/1暗 緑灰色砂
27 25GY 5/1オ リーブ仄色シルト
28 75GY 5/1緑 灰色粗砂
29 5GY 5/1オ リーブ灰色粗砂
30 25GY 5/1オ リーブ灰色シルト
31 75GY 4/1暗 緑灰色砂
32 5GY5/1オ リーブ灰色砂
33 5Y4/1灰 色粘土 (木片 種子含む)
34 10Y4/2オ リーブ灰色砂
35 5Y3/2オ リーブ黒色粘土
36 10GY 4/1暗緑灰色シルト

流路 SR201土層断面図 1



図版 3

流路 S R201

1 25Y5/3責褐色シルト
2 5Y4/3暗 オリーブ色シルト (遺物含む)
3 10GY 5/1緑灰色砂・礫 (遺物含む)
4 5Y4/3暗 オリーブ色礫混じリシルト
5 75Y3/1オ リーブ黒色礫混じリシルト
6 10YR 5/3に ぶい黄褐色シルト (遺物含む)
7 10YR 5/2灰 黄褐色シルト
8 75Y5/2灰 オリーブ色礫混じリシルト
9 75GY 4/1暗緑灰色礫混じリシルト (遺物含む)
10 75Y5/2灰 オリープ色礫混じリシルト
11 75Y4/2仄 オリーブ色礫混じリシルト
12 10Y4/1灰色礫混じリシルト
13 10Y5/1灰色礫混じリシルト (遺物含む)
14 25Y4/3オ リーブ褐色シルト (遺物含む)
15 25Y5/4黄 褐色シルト
16 75Y4/2仄 オリーブ色砂
17 5Y4/4暗 オリーブ色砂
18 10Y5/2オ リーブ灰色砂
19 5Y4/1灰 色粘土
20 75Y4/1灰色砂
21 5Y4/2仄 オリーブ色シルト
22 75Y5/2灰オリーブ色砂・礫
23 5Y4/3暗 オリーブ色シルト
24 75Y5/2灰オリーブ色シルト (遺物含む)
25 10YR 4/1掲灰色シルト
26 砂・礫層
27 10Y5/1灰色礫混じり砂 (遺物含む)

28 10YR 5/2灰黄褐色シルト
29 5Y4/2灰 オリーブ色シルト (5YR 5/6明 赤褐色粘土ブロック混入)
30 5Y3/1オ リープ黒色シルト
31 25Y6/3に ぶい責色粘土
32 25Y5/2暗灰黄色粘土
33 10YR 6/2灰黄褐色粘土 (遺物含む)
34 10YR 4/4褐色シルト
35 10YR 4/3に ぶい黄褐色粘土
36 25Y5/3責 褐色粘土 (遺物含む)
37 5Y5/2灰 オリーブ色粘土 (遺物含む)
38 10Y4/1灰色粘土 (遺物含む)
39 5Y5/2灰 オリープ色シルト
40 75Y4/2仄オリーブ色砂
41 10GY 5/1緑仄色粘土 (遺物含む)
42 25Y5/3黄 褐色粘土 (遺物含む)
43 10Y5/1灰色シルト (遺物含む)
44 75Y4/1灰色シルト (遺物含む)
45 5GY4/1暗オリーブ灰色粘土 (遺物含む)
46 10Y4/2オ リーブ灰色粘土 (遺物含む)
47 10Y3/1オ リーブ黒色粘土 (遺物含む)
48 5GY4/1暗オリーブ灰色シルト
49 25GY 4/1暗 オリーブ灰色粘土 (遺物含む)
50 75Y5/1灰 色粘土 (遺物含む)
51 10Y5/1灰色細砂 (遺物含む)
52 粗砂 (遺物含む)
53 10GY 3/1暗緑灰色粘土

流路 SR201土層断面図 2・ 用水路 SD202土層断面図

2m
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用水路 SD202遺物出土状況
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用水路 SD202杭列 1断面図



図版 13

房はを馬
働
が。
中。

蛉
惨

Φ
ゴ儲

L=3.5m

用水路 SD202杭列 2平断面図



ｉＳＰＯ‐

図版 14

一

Ｓ Ｐ ０ ２

１

１

―《ゴ
ー

L=45m
-1

泳

I  SP04

-◎ ―

L=45m
1

I  SP05

-《
)一
L=45m
1

洩

ー S P06

-ゑ
ぇm

1

ぶ

sPil＼
＼＼  土坑S K05

2

―

◎

―

L=45m

だ

I SP24
-◎ ―

Lヽ=45m

1

�

一

‐
ＳＰ‐８燎

＼

一

‐
ＳＰ２３哉

/S P25

-《う一
L=45m

8

0図―

L=45m

ヽ

l sP19

-◎ 一

L=45m

£

ISP14

-《診―
L=45m
1

に

/
S P21    S P20

-@⑤ ―

L=45m

1 5Y4/2仄 オリーブ色粘土
2 10YR 3/2黒 褐色粘土

L=45m
1

に

た

も

一

L=45m

8

L=45m

£

SP01～ SP25。 SP102・ 土坑 SKO呼断面図



図版 15

ＳＰ３２・

L=45m

一《Ξ》一
L=45m

＼

lSP38 SP37

-◎
◎

―

L=45m

ゴ痣監こぅ一

泳

I SP27
-◎ ―

L=45m

1

に

＼

ノメ
'(:P39

ゝ

L=45m

＼

泳

障
砕

だ

Ｆ拭
潔
£
〓

×

舟
ｐ
＼

キＳＰ４３４
‐

俸
チ
伽・・は

〓Ｌ

キ
ＳＰ４‐革
泳

ん
島
は

L=45m

(

L=45m

5Y4/2灰オリーブ色粘土
10YR 3/2黒褐色粘土

0                    2m

SP26～ SP48平断面図



螂◎
抑
０

　
子
‐ｓＰ６‐乱
一〓

／
ィ
ト
ー
十
１

　

　

　

一　

　

Ｌ

図版 16

I  SP49

-(D一

L=45m

1ヽ

I SP54

-⊆
)―

L=4.5m

＼＼だ⊆ヽ
1

Ｓ

　

　

一　

　

Ｌ

一　
　
　
　
　
ｍ

犠

磁

・
ぶ

ＳＰ５８◎

坤
＼
コ

ー

４

Ｆ

キ

十

　

　

一
　

　

Ｌ

一一

状
ツ

£

ＳＰ６３０
は

ＳＰ７‐Ω

£

／
ガ
ェ
‐
＋
十
　
　

　

一　

　

Ｌ

一ＳＰ７０鼎

£

′
′

ェ
！
＋
―

　

　

一
　

Ｌ

ＳＰ６９

飴

尉

！
〃

卜
！
＋

―

　

　

一
　

Ｌ

一ＳＰ６８鼎

£

ィ
〃

ト

ー
十
１

　

　

一
　

Ｌ

Ｐ５０Ｘ
′〓４．５ｍ・は

億繁

Ｉ

ｓ

　

・

L=4.5m

だ

螂③
却〓

ィ
Ｊ
，
上
Ｔ
′
　

　

． 　
　
　
ＬL=45m

ヽ

^

ー

S P65

-⑥ 一

L=45m

ヽ

|

L

ー
S P67

-◎ 一

L=45m

^1

― S P72

-k)一
L=4.5m

/
o                     2m

SP49～ SP72こ平断面図

1 5Y4/2灰 オリーブ色粘土



図版 17

ヤ

ヽ

こ

弐

Ｓ

！

引

ト

ー

十

１

Ｓ

／

′

挙

―

十

，

Ｓ

|
S P77

-◎ ―

L=45m

0

ＳＰ８５◎．
『一、

／
〃

μ
了
■
十

　

　

一　

　

Ｌ

一◎◎―

＼̂S閣
―⑦ ―
L=45m

I SP82

-(動 ―

L=45m

¬

S P90

~        L=4.5m

ヽ

ＳＰ９２＞
挽
隠

―

　
　
・

翠
堺

―『一＝

Ｌ

′・・・・・”力”や．一・・・・，，，・̈・‐・，，，
　
　
　
．

殊
・〓

Ｓ
Ｉ

　

一

／

イ

ー

・
ー

S P98

L=45m

(

ＳＰ７５
餅
「一
〇

／

Ｖ

′

ｌ

Ｉ

・
　

　

一
　

Ｌ

―
(ζ:3'労

(〔[:う
)一

L=45m

ー

S P33

-(D―

L=45m

隠

|
S P86  S P84

-◎◎―
L=45m

L=45m

¬

＼   S P89

0                      2m

L==45m

―

　

・

Ｌ〓
　

ぷ

『

＼
仰
０

1 5Y4/2灰 オリーブ色粘土

SP73～ SP991平断面図



図版 18

S P107

―

-⑥ ―

L=4.5m

ISP105

-◎ ―

L=45m

1

�

絲
ヨ
×

‐
ＳＰ‐０４０
・̈

‐
ＳＰ‐０３
乱

£

焦
愁
」三４．５ｍ
＼

S P108

ー

-◎ ―

L=45m

£

盈
草
栄

ィ
‐
ュ
十

　

一‐

　

」〓
．

期6X田朽
還∞

―
‐
ＳＰ‐‐９辞
＝

泳

を
は1´

恵 選

ISP123

-罐

功

―

L=4.5m
-1

×

5Y4/2仄オリーブ色粘土
10YR 3/2黒褐色粘土

0                    2m

1期

L=45m

I SP125

SP100・ SP101・ SP103～ SP12呼断面図



図版 19

k田%

τЮ
―

謂

だ1ク
ー

◎

―

L三 45m

�

/S P130

-で三)一
L=45m

¬

I  SP135

-⑥ ―

L=4.5m

£

ＳＰ‐２９７

ヽ

′
′

ゝ

ィ

ー

ナ

　

　

一
　

　

Ｌ

ＳＰ‐２８鉢
ヽ

／

望

′

子

十

　

　

一　

　

Ｌ

／

ィ

′

１

イ

′
　

　

一　

　

Ｌ

‐

よ

―

―

下

―
　

　

一　

　

Ｌ

／

ｒ

ｒ

ｌ

ｒ

′
　

　

一　

　

Ｌ

ＳＰ‐８‐○
¨
£

三４．５ｍ
£

I    SP137

L=4(ζ
[⊃
)~

L=45m

£

I  SP134

-《
亜 ラ

ー

L=45m=4

£

一ＳＰ‐４０（^い中】））『・

′
〃

ト
ナ
■
‐

　

　

一　

　

　

　

Ｌ

謂

1 5Y4/2灰 オリーブ色粘土

0                     ″m

SP126～ SP142平断面図



図版 20

土坑S K01 土坑S K02

土坑S K10

/土蜘

|

L=45m

偉 L=45m

L=45m

1 5Y4/2灰 オリーブ色粘土
2 10YR 3/2黒 褐色粘上

土坑S K14

土坑 SK01・ 土坑 SK02・ 土坑 SK04・ 土坑 SK07・ 土坑 SK10～土坑 SK14平断面図
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1 5Y4/2灰オリーブ色粘土

土器相墓 SK03・ 土器棺墓 SK06平断面図
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1 10YR 3/2黒 褐色粘土

土器棺墓 SK08・ 土器相墓 SK09平断面図
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1 5Y4/2仄オリーブ色粘土

土坑 SK15～土坑 SK18・ 溝 SD01・ 溝 SD02平断面図
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5Y4/2灰オリープ色粘土

溝 SD07平断面図
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流路 SR201層位不明 (1)、 第 1層 (2)、 第 2層 (3～ 12)出土土器
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流路 SR201第 2層 (13・ 14)、 第 3層 (15～ 20)出土土器



図版 28

ゝ

ベ

一ヽ

Ⅷ ヽ

下

・■

流路 SR201第 3層 (21～ 40)出土土器
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流路 SR201第 3層 (41～ 56)出土土器
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流路 SR201第 3層 (57～ 61)、 第 4層 (62～ 66)出土土器
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流路 SR201第 4層 (67～85)出土土器
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流路 SR201第 4層 (86～ 99)出土土器
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流路 SR201第 4層 (100・ 101)出土土器
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流路 SR201第 4層 (102,103)出 土土器
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流路 SR201第 4層 (104～ 113)出土土器
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流路 SR201第 4層 (114～ 130)出土土器
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流路 SR201第 4層 (131～ 144)出土土器
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流路 SR201第 4層 (145～ 154)出土土器
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流路 SR201第 4層 (155～ 175)出土土器
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流路 SR201第 4層 (176～ 134)出土土器
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流路 SR201第 4層 (185～200)出 土土器
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流路 SR201第 4層 (201～ 206)、 第 5層 (207～211)出土土器
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流路 SR201第 5層 (212～ 218)出土土器
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流路 SR201第 5層 (219～ 235)出土土器
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流路 SR201第 5層 (236～ 250)出土土器



図版 46

流路 SR201第 5層 (251～ 265)出土土器
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流路 SR201第 5層 (266～ 273)出土土器
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流路 SR201第 5層 (279～ 288)出 土土器
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流路 SR201第 5層 (289～ 311)出 土土器
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流路 SR201第 5層 (312～ 328)出土土器
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流路 SR201第 5層 (329～ 345)出上土器
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流路 SR201第 5層 (346～363)出土土器
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流路 SR201第 5層 (364～381)出土土器
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流路 SR201第 6層 (382～ 398)出土土器
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流路 SR201第 6層 (399～ 417)出土土器
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流路 SR201第 6層 (418～ 431)出土土器
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流路 SR201第 6層 (432～ 448)出土土器
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流路 SR201第 6層 (449～ 468)出土土器
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流路 SR201第 6層 (469～ 483)出土土器
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流路 SR201第 6層 (484～ 505)出土土器
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流路 SR201第 6層 (506～ 511)、 第 7層 (512～ 515)出土土器
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流路 SR201第 7層 (516～ 534)出土土器
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流路 SR201第 7層 (535～ 552)出土土器
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流路 SR201第 7層 (553～ 569)出土土器
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流路 SR201第 7層 (570～ 583)出土土器
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流路 SR201第 7層 (584～ 596)出 土土器
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流路 SR201第 7層 (597～ 619)出土土器
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流路 SR201第 7層 (620～ 636)出土土器
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流路 SR201第 7層 (637～ 652)出土土器
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流路 SR201第 7層 (653～ 656)、 第 8層 (657～ 669)出 土土器
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流路 SR201第 8層 (688～ 700)出土土器
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流路 SR201第 8層 (701～ 715)出土土器
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流路 SR201第 8層 (716～ 732)出土土器
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流路 SR201第 8層 (733～ 752)出土土器
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流路 SR201第 8層 (763～ 784)出土土器
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流路 SR201第 8層 (785～ 799)出土土器
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流路 SR201第 8層 (800～ 805)、 第 9層 (806～ 812)、 第10層 (313)出土土器
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用水路 SD202第 1層 (814～ 826・ 828～ 834)、 層位不明 (327)出 土土器
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用水路 SD202第 1層 (335～ 840)、 第 2層 (341～ 854)出土土器
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用水路 SD202第 2層 (855～ 867)、 第 3層 (868～ 871)出土土器
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用水路 SD202第 3層 (872～ 886)出土土器
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用水路 SD202第 3層 (887～ 900)出土上器
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用水路 SD202第 4層 (901～ 913)出土土器
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用水路 SD202第 6層 (914～ 926)出土土器
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用水路 SD202第 6層 (927～ 938)出土土器
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土器棺墓 SK03(939・ 940)、 土器棺墓 SK06(941)出土土器
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土器棺墓 SK06(942・ 943)出土土器
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土器棺墓 SK09(944)、 土坑 SK202(945)、 土坑 SK204(946)、 土坑 SK17(947)、 土坑 SK18(948)出土土器
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SP44。 45(949・ 950)、 SP66(951)、 SP91(952)、 SP93.(953)、 溝 SD07(954)、 範乱 (955～953)出土土器
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瓦 (963)、 ミニチュア土器 (964～ 966)、 有孔土製品 (967)、 土製錘飾具 (968。 969)、 円盤状土製品 (970)、

土製紡錘車 (971)

赤色顔料
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(994-999)(993)、 不定形刃器石鏃 (990～ 992)、 楔形石器
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不定形刃器 (1000)、 石核 (1001)、 磨製石庖丁 (1002～ 1003)
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打製石庖丁 (1009～ 1015)
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打製石斧 (1016。 1017)、 伐採斧 (1018。 1019)
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伐採斧 (1020・ 1021)、 石杵 (1022)
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伐採斧 (1023)、 石杵 (1024)
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石杵 (1025～ 1027)
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(1029～ 1031)、 磨石 (1032)石杵 (1028)、 敲石
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砥石 (1033・ 1034)
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砥石 (1035)、 台石 (1036～ 1038)
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(1068～ 1070)、 組合せ鋤直柄横鍬 (1071)
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掘り棒または組合せ鋤 (1073)、 掘り棒 (1074～ 1073)
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